
堆積土はいずれも粘シル トからなる4つの層に分かれるが、4層が底面から壁体上辺にかけて溜

まつたのち、1～ 3層で埋まつた。そ うした堆積状況から、人為的に埋められた可能性が高い。

出土遺物は、時期・器種の比定ができない土器 1点・ 10gだ けで、図示もできなかつた。

049土坑 (第44・ 74・ 77・ 79。 88図 )

04-1区南西辺のぼぼ中央に位置する不定形土坑である。調査区外に延び出ているため、全容

は不明である。

現状で、北西―南東方向5.5m、 北東―南西方向4,7mを測る。底面は、一部を除いて、あまり

起伏はない。深さは最大60cIIlを測るが、大半の部分では40clllほ どである。上坑内堆積土は、 2～

6層が底面上に散在的に溜まり、その上にオリーブ褐色粗砂が厚く覆っている。

土坑内からは122点・3285gの 遺物が出上 した。弥生～古墳時代の上器が45点 ・375g(全体の

36.9%・ 11.4%)を 占めるが、須恵器4点・65g(3.3%。 2.0%)、 灰釉陶器1点・5g(0.8%・ 0,2%)、

瓦器5点 。10g(4。 1%・ 0.3%)、 陶器5点・120g(4.1%・ 3.7%)、 磁器 17点・100g(13.9%。 3.0%)、

グ//夕
2獅二

女褐色(10YRS/6)砂 シル ト
灰色(N6rO)お ■信か舎む,4韓掘入

女福色(10YRS/6)砂 シル ト
家色(N6/0)祐 土混合,電質

灰色 (N6kl)灰 色砂ンル ト
女褐色(10YRSISl¢ ンルト若子含む

灰自色(25Y7/1)砂
青灰色(5B6/1)砂 シルト若干含む

灰自色(25Y7/1)砂 シル ト
女福色(iOVR5/61砂 ンルト者キ含む,4螺滉

第78図  073上坑

119

2m



青磁 1点・10g(0,8%・ 0,3%)、 白磁 1点・5g(0.8%・ 0。 2%)、 妬器 1点・25g(0。 8%・ 0,8%)、

燻瓦 39点 ・2520g(32,0%・ 76。 7%)な ども含む。このように、一定量の近世および近代の遺物が

認められる点に留意される。

こうした遺物のうち、復元実測により4点 を図示し、また 3点の拓影を掲載した。

469は 陶器の蓋である。外面に鉄釉によって文様が描かれている。470は磁器の碗である。471

は磁器の皿である。銅版転写により文様が描かれている。これらの陶。磁器は近代のものである。

472はガラス製の小瓶である。時期の詳細は不明であるが、やはりこれも近代のものであろう。

拓影で示した 3点はいずれも須恵器である。497と 498は甕の破片で、前者は外面に平行タタ

キ・スリケシ調整、内面には当具痕が同心円文として残る。後者は外面に格子タタキ調整がなさ

れ、内面には当具痕がスリ消されている。499は杯蓋の端部で、TK47型式である。

以上のように、049土坑からは弥生～古墳時代とともに近世 。近代の遺物が出土した。このこ

とから、本土坑は近代 (前半)に掘削・廃棄されたと考えられ、さらに同類の不定形土坑の廃棄時

期も、遺物出上の有無に関わらず、近代に求めることができよう。

073土坑 (第 44・ 74・ 78。 79図 )

04-1区の北西辺近くのほぼ中央に位置する不定形土坑である。北西一南東方向 4.5m、 北東一

南西方向 2.lmほ どを測る。底面には起伏があり、中央力朔 高ヽい。深さは最大で 20 cln強である。

土坑内堆積土は、過半を占める下層の 1層 と、その上に堆積 した 3～ 5層 に大別されるが、北西

寄りでは1層下に灰色粘土を混入した 2層土が存在し、北西から埋まった状況を示している。

出土遺物は62点・525gを数える。そのうち弥生～古墳時代の土器が 53点 。340g(85.5%。 64.8%)

を占めるが、灰釉陶器 1点・5g(1.6%・ 1.0%)、 緑釉陶器 1点・5g(1.6%・ 1.0%)、 燻瓦 3点・

95g(4.8%・ 18。 1%)も 出土している。

これらの遺物のうち、図示し得たものは 473の 1点のみである。473は 布留式系奏で、口縁部

端は僅かに肥厚している。摩減のため胴部外面の調整は不明。混入品と判断される。

遺構出土遺物 (第 79図 )

既述以外の 04-1区の遺構で、遺物の出上が認められたのは、003土坑 (17点 。40g)、 007小

穴 (1点・5g)、 008小穴 (4点 。5g)、 009小穴 (1点・5g)、 013土坑 (2点 。20g)、 017小穴 (1

点 。10g)、 022土坑 (2点 。15g)、 023土坑 (5点・35g)、 027溝状遺構 (3点・5g)、 040土坑 (3

点 。5g)、 041土坑 (19点・80g)、 044土坑 (4点 。15g)、 047小穴 (4点 。45g)、 050土坑 (10

点・40g)、 052土坑 (23点 。300g)、 060土坑 (4点・25g)、 069小穴 (3点・5g)、 070小穴 (1

点・5g)、 077小穴 (2点・10g)、 078土坑 (7点・55g)で ある。このうち 022土坑で瓦器 1点・5

g、 023土坑で磁器 1点 。30g、 047小穴で燻瓦 1点 。25gが出土している。

これらの 20基から出土した 116点・725gの遺物のうち、図示できたのは2点である。

465は 022土坑出土の瓦器椀である。022土坑は、030土坑の北方約 2mに位置し、長軸 140 cm、

短軸 60 cln、 深さ 15 cmほ どを測る。この瓦器椀は、高台部が脆弱化していて、13世紀後半のもの
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といえる。

466は 023土坑から出土した磁器碗である。023土坑は、030土坑の北東約 lmに位置する。長

軸 150 cm、 短軸 110 cm、 深さ 10 cmを 測る。碗の外面には一重網目が描かれている。17世紀後半

のものである。

第 8表 04-1区検出遺構出土遺物組成
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＼、三=望と誨拶フ葬465

10cm

473

第79図  04-1区 検出遺構出土遺物

遺構外出土物 (第80図 )

遺構検出面の精査や側溝掘削によって出上した、遺構の帰属が明確でない遺物を遺構外出土遺

物とした。04-1区出上では640点・5900gを 数える。大半が弥生～古墳時代の上器であるが、須

恵器2点・45g、 瓦器 1点・ 5g、 陶器2点 。15g、 瓦2点・45gな ども含まれている。

これらのうち、図示 し得たものは474～476の 3点、拓影を示 したものは1点である。

474は弥生中期後半の壺である。 口縁部は強く外反 し、端部は直立する。475は直口壺である。

日縁部は短めである。 日縁部内面および月同部外面にはミガキ調整がなされている。布留式期のも

である。476も 直口壺である。 日縁部内外面および月同部外面にミガキ調整がなされている。 この

壺も布留式期である。

拓影で示 した496は須恵器の胴部である。胴部外面に細かな平行タタキが格子状に重複 してい

る。内面の当具痕は同心円文となって残つたままである。

68 笹≦≦彗三」:垂曽三昌」畳目こΞ三曽==_』二:こ1〉∋469
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第9表 04-卜 2区の遺構外出土遺物組成
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10cm

第80図  04-1区 の遺構外出土遺物

基盤層の調査 (第81～ 83・ 87・ 89図 )

04-1区の北西辺および中央に、調査区の長辺に沿った トレンチを設定して、遺構検出面下の

基盤層の調査を行なった。 トレンチの深さは約1,5mである。その結果、基盤層は単一な土層では

なく、おおむね粘土、粘シル ト、砂シル ト、砂質土、砂からなっていることが判明した。それら

各質の層は、同質あるいは類似するものが一定のまとまりをもつ部分と、入り乱れた状態にある

部分とに分かれている。また、山状に盛り上がった砂・砂シル ト・砂質上の谷間に粘土 ,粘シル

トが堆積するという状況も観察された。

さらに両 トレンチにおいて、ともに北東側では粘土や粘シル ドが、南西側では砂・砂シル ト・

砂質土が基盤層の構成主体をなしていることが判明した。その境界は080溝付近である。この点

は重要で、近世 。近代の土地利凡と大きく関わつている。

また、砂層中には径1～ 3cmほ どの決が多包されることもあるが、その他の上質層では操の包含

は少ないことも判明した。この点も、長方形土坑内の堆積上に含まれた礫の供給源を考える上で

参考となる。

基盤層内からは51点・550gの遺4/J

が出上した。中央 トレンチの掘削面

下0～ 30cIIlで妬器の橋鉢 1点 。30g(1)

とサヌカイ ト片 1点・30g、 100～ 150

cm間 で縄文土器 1点・10g(16)が検出

されたほかは、いずれも弥生中期中

葉～古墳時代の上器である。これら

の土器 の1点 当た りの重量は平均

10.2gに しか過ぎず、しかも点数比

で中央 トレンチでは77.8%、 北西 ト

レンチでは60.0%が 0～ 30cIIl間 から

の出上であることから、いずれも基

盤層上面からの混入品とみられる。
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第10表  トレンチ出土遺物組成
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第81図  04-1区 トレンチ位置

出土遺物のうち、復元実測できたものはないが、拓影2点 を示 し得た。477は縄文後期の浅鉢で

ある。中央 トレンチの北東端より5～ 10m間、深さ100～ 150cmの灰色系砂層から出上した。78～ 81

層に該当する。501は 妬器の括鉢である。近世以降のものである。中央 トレンチの北東端より30

～35m間の深さ0～ 30cm部分で出上した。破片の大きさと出上位置から考えて、基盤層上面に生

じた亀裂に落ち込んだものであろう。

(3)04-2区 の調査

河道 1(第84～ 86図 )

04-2区の北東半を占める自然河道である。南岸は検出されたが、北岸は調査区外にあり、河

道幅を捉えることができない。現状での最大幅は12mを測る。

岸壁の立上がりは割合に直線的で、04-1区の河道2や河道3でみられたテラス状の平坦面はこ

こでは存在 しなかった。底面はなだらかに西方に下降していて、起伏はほとんどみられない。深

さは西端で1,6m、 東端では現状0.8mほ どを測る。また横断方向の土層からは、南壁側から埋没

が進んだように観察される。

河道内堆積土は、僅かに砂シル ト層が認められるものの、大半は砂である。 しかも各砂層には

礫が多少なりとも包含 されている。砂シル トはベル ト1の 14・ 24層 、ベル ト2の 22層 、ベル ト3の

22層で、14層 以外は崩れた壁体の再堆積上である。

出土遺物は9点・380gを数える。そのうち3点・55gは弥生中期後半の上器、4点 。35gは弥生～

古墳時代の上器で、いずれも検出面下0～ 30clll間 で検出された。これに対 し、60～ 90clllの深さで

出上した2点・290gは縄文土器である。0～ 30cm間検出の7点は、その層位 と、1点 当たり12.9gと

いう小ささから、河道上からの混入の可能性があるが、60～ 90cm下 で出上した2点 はこの河道の
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第83図  04-1,2区 トレンチ内土層概念
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第84図  04-2区 の主要検出遺構
埋没時期を示す可能性が高い。

出土上器のうち、図示し得たものは504・ 505の 2点のみ

である。 ともに縄文土器である。そしてこの2点が河道 1

の埋没時期を示 していると考えられる。

504は浅鉢で、屈曲して内湾する日縁部を認めることが

できる。 日縁部には巻貝条痕が認められる。縄文後期後

半～晩期前葉のものである。505は深鉢で、外反気味に立

上がる胴部の破片である。上方で2条、下方で現状2条の

凹線文が認められる。内外面ともヘラナデ調整がなされ

ている。時期は縄文後期後半。

時期・系統
生
期
半

弥
中
後

姓
”誠

縄文

絲 壷 甕
維
不明

O-30cm
点数

l 0

0

重量
0

0

60～ 90cm
点数 0 2

重 量 0

第11表 河道 1出 土遺物組成

なお河道 1の下降方向、すなわち、西あるいは北西方向に延伸すると、03-1区のNR005につな

がる。NR005で はごく少量の弥生～古墳時代の上器小片が出上しているので、河道 1と は包含遺物

の状況が異なる。よつて両遺構が同一のものとは断定できないが、NR005出 上の上器が河道埋没

後の上部を覆 う堆積土内に含まれていたもので、NR005へ混入 したとすれば、河道 1と NR005を 同

一の自然河道と捉え、埋没時期を縄文後期～晩期に求めることもできよう。

長方形土坑群 (第84～ 86図 )

04-2区の南西半、すなわち河道 1の南岸に広がっている。28基の長方形土坑を数えた。土坑は、

河道 1南岸 と接するものもあるが、ほとんどが重複 していない。また調査区南西辺までにも分布

129



が延びていない。つまり上坑群は、南北方向には■m以内の広がりで収まつている。

土坑の規模は、調査区外に延び出ているものを除くと、2008の長軸 120clll、 短軸95clll、 2024の

長軸 150clll、 短軸80cIIlが最小の部類、片短辺を河道 1と 重複 していてもなお長軸565cIIl、 短軸 140cIIl

を測る2014が最大である。2008の面積は1.14ポ、2024が 1.20だ、これに対して2014が 7.91ポであ

り、約7倍の開きがある。

第85図  04-2区 土層観察ベル トの位置

X=一‐
1

/
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深さについてみると、浅いものは 2019の 14 cm、 2008の 18 clnで 、一方深いものは 2012の 59

cm、 2016の 54 cmで ある。ただし、大半は 30 cln台 をピークに、20～ 40 cln台 に収まる。

合積についてみると、0。 2～ 2.4ゴの範囲で分布 しているが、0.2～ 0.5だ、0,7～ 1.4だ、1.8～

2.4@の 3群に分かれる。そのなかでも、前 2者の範囲に多くが集まっている。こうした傾向は、

1区の長方形土坑とも一致していて、04-1・ 2区における長方形土坑群は同一の原理に基づいて

形成されたといえる。

土坑内堆積土は、青灰色砂シルトを基調とするもの(2003・ 2005。 2007,2009。 2010・ 2011。 2012・

2014・ 2015。 2016。 2017・ 2023。 2030)、 青灰色砂シルトと緑灰色砂シルトとからなるもの(2006。

2007)に分かれるが、いずれにせよこの 04-2区の長方形土坑にあつては青灰色砂シル トが主体で

あり、またさらに大半では礫が包含されている。すなわち、青灰色砂シルトを基調とし、礫を含

んだり、褐色系の砂を混入する場合が大半を占めるのである。

主体をなす堆積上がこの 04-2区では青灰色砂シルトで、一方 04-1区の長方形土坑では褐色

系の砂質土だという違いはあるが、それを加味しても状況は極めて類似 している。また、04-2

構
号

遺
番

平面形 堆積土
上 面 底 面

高 さ 体 積 備 考
岳 帥 短 帥 箱 帥

亭 ナ 形 ク66 馴 合 ★

ナ 彰 1ク ク ヒ]可 イ年ノIヽ

2003 辱ナ形
青灰色砂シルト(明褐色砂混ハ 、
題 褒 旬 馴 合 ★

ナ 影

青灰色砂シルト(明褐色砂混力 、
謹 友 れ tra谷★

2006 岳ナ形

青灰色砂シルト緑灰色砂シルト
r憾れ ぬ ね 「A、  融 4れ 255 馴 合 大

夕∩∩ 7 芳 形

青灰色砂シルト緑灰色砂シルト、
越 宏 れ 釧谷 ★

,∩ nR 芳 彰 釦 軒 ュ1

2009 岳 方 形

青灰色砂シルト(明褐色砂混力 、
R■ 0 崩合 ★

夕010 方 形 閉 平羊ノ|

″∩1 芳 杉 昔 反 得 砂 シ ル ト 篠 含 re 馴 容 十

2012 方 形

青灰色砂シルト(明褐色砂混必0、

2■ 0 17E Bl合大

20司 R 岳 方 形 R5馬 馴 合 中

2014 辱 ナ 形 青 反 角 砂 シ ル 代 穫 含 ▼● 10f 馴 イ箸ノ|ヽ

20■ 5 岳ナ杉
青灰色砂シルト(明褐色砂混ヌ0、

融 次 獅 切合 中

2016 辱ナ形
青灰色砂シルト(明褐色砂混メ0、

趣 班 れ 1,0 馴 合 ★

20■ 7 患 ナ 彰

青灰色砂ンルト(明褐色砂混必0、

議 夕 れ R tt n 切 合 大

2018 巨ナ形 01 馴合★

″n19 方 形 七調孝ヽ ノど1

2020 ボ落 杉 171

岳 ナ 彰 205

2022 方 形 切 合 中

202R 芳 杉

青灰色砂シルト(明褐色砂混ヌ0、

縦 宏 れ 柳 谷 市

★ 杉 切合 大

2025 ★ 彰 朗 合 大

2026 方 形 閉 合 ★

2∩ 27 岳 ナ 杉 12ク LrDl谷★

2028 岳 ■ 彰

青灰色砂シルト(明褐色砂混肉 、
255 馴 合 夫

2029 岳 方 形 馴 合 中

末 慈 杉

青灰色砂シルト(明 黄褐色砂混
玉  ヽ 徹 夕 れ L‐4韓ミし

第 12表 04-2区長方形土坑一覧
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第87図  0牛 1・ 2区 出土遺物拓影 (1)
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第88図  04-卜 2区 出土遺物拓影 (2)
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0                             10cm

第89図  04-卜 2区 出土遺物拓影 (3)

区では長方形土坑が形成される基盤層には青灰色砂シル トが認められず、土坑内堆積土と基盤層

が相違 している。この点は04-1区での状況と異なるが、しかし04-2区の基盤層もまた砂シル ト

からなっていて、土坑内への2次堆積による色調変化の可能性を考慮すれば、堆積過程は同じで

あつたといえる。さらに、04-1区でも同様であるが、基盤層に礫を多包する層は見当たらない

が、土坑内では礫が包含されている。こうしたことから、意図的な客上によつて土坑内雄積上が

形成されたと考えぎるを得ない。

なお長方形土坑群の上面には礫を含んだ赤褐色粗砂が堆積 している。04-1区でも、全面では

ないが、灰白色系の砂の堆積が認められた。このことは、長方形土坑群が埋まりきつてから、旧

耕作上が形成されるまでの間に若干時間があつたことを示す。

さらにいえば、長方形土坑の機能は、土坑内への上の堆積によつて終了したのではなく、流水

によって運ばれた砂が土坑上面を覆 うことで終了したと考える。この上坑の機能に関する点は、

改めて後述 したい。

長方形土坑の うち、遺物が出上したのは2011・ 2012・ 2014の 3基で、合計4点・20gの弥生～古

墳時代の上器が出上したにすぎない。また、1点 当たり平均5gと い う小破片のため、いずれも図

示できなかった。

基盤層の調査 (第86図 )

調査区北西辺に沿つて トレンチを設定し、河道底の確認と基盤層の調査を行なつた。 トレンチ

の深さは1.0～ 1.2mで ある。

基盤層はおおむね類似 していて、黄 (褐)色系あるいは灰白色系の砂シル トからなつている。下

部において砂層 (32・ 33)が認められる部分もあるが、僅かな範囲であるにすぎない。また砂シル

ト層には、礫はほとんど含まれていない。長方形土坑群はこの砂シル ト層内を掘 り込んで形成さ

れている。

各砂シル ト層はほぼ水平に堆積 している。ただ、下部で僅かにみつかつた砂層の脇に砂シル ト

の36層 が堆積 している状況からすると、04-1区で認められたように、山状の砂層の谷間に溜ま

るように砂シル ト層が形成されたとみられる。

基盤層からの遺物出土はなかつた。
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5 縄文土器 ・石器

(1)縄文土器 (第 90図 )

2カ 年度にわたる調査において、8点の縄文土器を確認した。そのうち 5点を図化し、3点は拓

影を掲載した。

502は注口土器。03-2区の遺構外出土遺物である。注口下部に現状 5条の沈線が認められ、ま

た注口部両脇に巻貝刺突がなされている。注口端部は僅かに欠損しているものの、ほぼ原形を保

っている。後期に比定される。

503は縄文晩期の浅鉢。03-2区の遺構外出土遺物である。口縁部端内面に、1条の沈線が巡つ

ている。

504・ 505は 04-2区河道 1の 60～ 90 clll下 で出上したもので、先に取り上げた。

506イよ03-2区 NR001出上の晩期後半の浅鉢である。口縁部は屈曲して立上がり、端都下は凹

線状を呈する。端部は肥厚する。胴部内面にはミガキ調整が認められるが、外面では僅かにハケ

調整の痕跡がみられるだけである。

拓影で示した3点のうち、270と 271は 、口縁部端直下に刻目突帯を巡らせていて、晩期後半

の長原式に位置付けられる。ともに03-2区のNR001か ら出土。

477は先にも述べたように、04-1区 の中央 トレンチの北東端より 5～ 10m間 、深さ 100～ 150

clllの灰色系砂層から出土した縄文後期の浅鉢である。

このように縄文土器については、後期後半から晩期にかけてのものが認められ、近在する春木

八幡山遺跡、春木天の川遺跡、箕土路遺跡、山ノ内遺跡、軽部池西遺跡、山直中遺跡などとの関

連が注目される。

(2)石器(第 91図 )

石器については、8点を図示した。

507は 03-2区の NR001か ら出土した砥石である。図右端の表面が最も平滑になっている。置

砥石であろう。

508も 砂岩製砥石である。04-1区の長方形土坑群から出上した。図右面およびその裏面と左側

面が磨れている。

509は磨石とみられる。04-1区河道 2か ら出土した。調査区内からは縄文土器が出土している

ことから、磨石とみても問題はなかろう。

510～ 514はサヌカイト片である。510は 04-1区河道 3の深さ 30～ 60 clnか ら出上した。両面の

両側部に調整がなされ、端部を尖頭状に加工しようとしている。弥生時代の石槍の未製品かもし

れない。その他については、明確な細部調整がないことから、剥片と考える。なお 5皿 は 04-1

区 080溝、512は 04-1区河道 2の深さ30～ 60 cm、 513は 04-1区 中央 トレンチの 0～ 30 cm下 、

514に ついては既述したように長方形土坑群から、それぞれ出土した。

(縄文土器の観察と時期比定については、大阪府教育委員会・大野薫氏の教示を得た。)
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第 90図  03・ 04区 出上の縄文土器
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Ⅳ 自然科学分析の成果

1 04-1・ 2区の 自然河道 における花粉分析

はじめに

大町遺跡は大阪府岸和田市に所在する。本遺跡では3条の流路跡 (河道 1-3)が検出され、こ

のうち、河道 2,3か らは弥生時代終末期～古墳時代初頭の土器が出上している。

本報告では、これらの流路が同時期に流下していたかどうかについて検証を行うことを目的と

して、花粉分析を実施し、合わせて当時の古植生についての情報を得る。

(1)試料

本遺跡からは、前述のように3条の流路跡 (河道 1-3)が検出されている。河道 1は細礫を主体

とする砂礫層により構成されており、遺物は検出されていない。

遺構名
試料
番号

上層・位置 土 色 岩質 備 考

河道 1

1 天

',(N4/0)粘
シルト 透糸田粒砂

上
灰色 (75Y4/1)粘 シルト

中粒砂3 下

L
灰色 (5Y6/1)砂 シルト

5 下

“

粒砂

12

上

灰色 (5Y6/1)粘 シルト

農渦 ドn中 対 就

7 中

■粒砂下

13
上

青灰色 (5B5/1)粘シルト
下 嗣粒砂

天色 (5Y5/1)砂 シル ト 座浮 ドリ由 対 励

2 策灰色 2.5Y5/1)粗砂 代日程果

河道 2

1 天白色 10YR7/1)粗 砂
■粒砂

更 白伸 , 10YR7/1)湘 秒

霊灰 色 25Y6/1)砂 シル ト 租粒 砂

上
天白色 (25Y7/1)砂

中粒砂下

天黄褐色 (10YR5/2)砂 シルト

上 青灰 t(5B5/1)地 シル ト

砂質シルト

上

天色 (N5/0)粘 シルト中 脩 物 清 体 あ り

下 随 物 浩 体 あ り

ll 中
青灰 色 (5B5/1)粘 シル ト

植 物 漬 体 あ り

下

河道3

1 上 天白色 (10YR7/1)粗 砂

2 下

3 上

吹白色 (2.5Y7/1)粗 砂

脩物 浩 体 あ り

4 中

0 下

1 灰 責 褐 色 (10YR6/2)粗 砂

7 天白色 (5Y7/1)粗砂 妙混 じリシル ト

ト

明褐色 (7.5Y5/8)粗 砂

沙質 シル ト

中 鯛粒 石少混 じリシル ト

下 砂質 シル ト

11 中 憫粒 砂 混 じリシル ト

12 下 隣 湧 じり細 粒 砂

河道 2は上部から下に

細礫～中礫混 じりの砂礫層、

最下部に泥混 じり砂層や木

材などの植物遺体を多 く含

む泥層が堆積 している。

河道 3は、砂質シル ト～

シル ト質砂の堆積物により

充填されている。なお、河

道 2と 河道 3は現地調査の

所見から、同時異相 (接近 し

た場所で同時期に堆積 した

地層が、地形などの影響に

より異なる層相 を示す こ

と)である可能性が指摘さ

れる。

分析試料は、河道 1～ 3

より垂直方向にできる限り

連続的に、各遺構 12点の合

計 36点採取された。分析試

料の詳細を第 13表 に示す。

第 13表 分析試料一覧
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(2)分析方法

試料約 10gに ついて、水酸化カリウムによる泥化、箭別、重液 (臭化亜鉛 :比重 2.3)に よる有

機物の分離、フツ化水素酸による鉱物質の除去、アセ トリシス (無水酢酸 9,濃硫酸 1の混合液)

処理による植物遺体中のセルロースの分解を行い、物理・化学的処理を施して花粉を濃集する。

残澄をグリセリンで封入してプレパラートを作成 し、400倍 の光学顕微鏡下でプレパラー ト全面

を走査 し、出現する全ての種類について同定 。計数する。

結果は同定・計数結果の一覧表、および主要花粉化石群集の層位分布図として表示する。図中

の木本花粉は木本花粉総数を、草本花粉 。シダ類胞子は総数から不明花粉を除いた数をそれぞれ

基数として、百分率で出現率を算出し図示する。

(3)結果

結果を第 14・ 15表、第 92・ 93図 に示す。図表中で複数の種類をハイフォンで結んだものは、

種類間の区別が困難なものを示す。なお、木本花粉総数が 100個体未満のものは、統計的に扱う

と結果が歪曲する恐れがあるので、出現した種類を+で表示するにとどめておく。以下、遺構別

に結果を述べる。

・河道 1

いずれの試料においても花粉化石の検出状況が悪 く、検出される花粉化石の保存状態も悪い。

木本花粉ではマツ属、コナラ属アカガシ亜属、コナラ属コナラ亜属などが、草本花粉ではイネ科

などが数個体検出されるにとどまる。無化石の試料も5点ほど認められた。

・河道 2

本地点は、土層の切 り合い関係から、試料番号 10-8が試料番号 12、 11よ りも下位に相当す

る。試料番号 10-8で は木本花粉の占める割合が高く、アカガシ亜属が優占し、クリ属、シイノ

キ属、コナラ亜属などを伴う。草本花粉ではイネ科、カヤツリグサ科、ヨモギ属などが認められ

る。

試料番号 12は アカガシ亜属が量も多く産出し、モミ属、ツガ属、マツ属、スギ属、コナラ亜

属、シイノキ属などを伴う。草本花粉ではイネ科が多産し、カヤツリグサ科、ヨモギ属などが認

められる。

試料番号 11で はマツ属が最も多 く産出し、モミ属、ツガ属、アカガシ亜属、スギ属、コナラ

亜属などが検出される。草本花粉では試料番号 12と 大きな変化はなく、イネ科が多産する同様の

群集が認められる。

試料番号 7で は、イノモ トソウ属をはじめとするシダ類胞子が多産する。花粉化石群集は下位

の試料番号 皿 に類似 しており、木本花粉ではマツ属が最も多く産出し、モミ属、ツガ属、アカガ

シ亜属、スギ属、コナラ亜属などが検出される。草本花粉もイネ科、カヤツリグサ科、ヨモギ属

などが産出する。

試料番号 6-1は、河道 1同様花粉化石がほとんど検出されず、わずかにマツ属、ニレ属―ケ
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ツガ属
トウヒ属
マツ属単維管束亜B
マツ属様継管束亜属
マツ属 (不明)

コウヤマキ属
スギ属
イチイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科
ヤナギ属
ヤマモモ属
サワグルミ属
クルミ属
クマンデ属―アサダ属
カパノキ属
ハンノキ属
プナ属
コナラ属コナラ亜属
コナラロアカガシエ属
クリ属
シイノキ属
ニレ属―ケヤキ属
エノキ属―ムクノキ属
ヤドリギ属
フウロ
カラスザンショウ属
アカメガシヮ属
ウルシ属
モチノキ隠
ニシキギ属
カエデ属
トテノキロ
プドウロ
ツタ属
ノブドウ属
シナノキ属
ツパキ属
グミ属
ウコギ科
アオキ属
ツツジ科
カキ属
ハイノキ属
イボタノキ属

3    -

-   1

1-― ―

1    1    -    ―

―    -    1    -

-    1    -   ―

-    1    -   ― ― ― -1-― ―

-1-― ― ― ―

-    1

―    -   1

2    2

クワ科            ―  ―
サナエタデ節―ウナギツカミ節   ―  ―

絆 一
一

― ―

ガマ属
サジオモダカ属
オモダカ属
イネ科
カヤツリグサ科
ミズアオイ属

タデ属
アカザ科
ナデシコ科
キンポウゲ科
アプラナ科
バラ科
マメ科
キカングサ属
アリノトウグサ属
フサモ属
セリ科
ネナシカズラ属
ンソ科
オオバコ属
ヨモギE
キク重科

義縛螢‐‐=五==

木本花粉
卓本花粉
不明花粉
ンダ類胞子

第14表 花粉分析結果 (1)
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種  類

24-221-11-―
モミ属
ツガ属
トウヒ属
マツ属単驚管束車属
マツ隅複縫管東亜属
マツ属(不明)

コウヤマキ属
スギ属
イテイ科―イヌガヤ科一ヒノキ科  1  4  1  1  -  ―  -  1  1  -  一  ―  …  …  …  …  …  1

― 一 ― -11-― ― ― ― ― ― ― -1-―

22--23--2-― ― ― ― -2-4
2-― ― -1--1-― ― ― ― -1-1
-― ― ― ― ― ― -1-― -1-― ― -1

233-32-22-1-1-22-2
11--1-― ― -1-― ― ― ― ― -2
-1--12-13-1-― -11-―
51--42-73512--215111
7    3   12    8   11   11    1   10   10    2    1    -    …    1    …    9    -   22

21  224  130  107   35  139    2   13   42    9    2    1    15    1    8   20    -   77
1    9   23   14    1    6    1    1    3   -    ―    ―    ―   ―   ―   ―   -    1
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-1455-5--2-― ― ― ― -1-1
-― ― ― ― い -1-― ― ― ― ― -1-―

― ― ― ― 一 ― ― -1-― ― ― ― ― ― -1
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… 1-― -1-― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― 一 ― ― ― ― ― ― -1-― ― ― -1-―
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オモダカ属            -  1  -  ―  ―  …  …  …  …  …  …  …  ―  ―  ―  ―  ―  一

イネ科             76 37 11 19 92 126  4 63 166 12  3  - 16  3  8 65  - 116
カヤツリグサ科          5  5  3  1  8 16  2 15 52  7  5  -  3  -  1 10  - 24
ミズアオイ属           1  3  -  1  3  1  -  -  3  -  ―  ―  ―  ―  ―  ―  -  1
クワ科               -  1  2  -  1  2  -  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―

サナエタデ節―ウナギツカミ節   1  -  ―  -  2  3  -  - 11  1  1  -  1  2  1  3  -  4
タデE                ―  -  1  -  2  -  ―  ―  ―  ―

アカザ科           1  1  -  -  1  -  ―  ―  ―  ―

ナデシコ科           1  -  ―  ―  -  1  -  -  2  2  -  ―  ―  ―  ―  ―  -  1
キンポウゲ科           ―  ―  -  1  -   ヽ -  1  -  ―

アプラナ科            ―  ―  ―  ―  -  1  -  1  -  い  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―

′`ラ科                -  2  2  1  -  7  -  ―  ―  ―  ―  ―  ―  -  1  -  -  1
マメ科            -  1  3  -  -  1
キカングサ属           ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  -  1
アリノトウグサ属         ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  -  1  -  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―

フサモ腐            ―  ―  ―  ―  -  1
セリ科      一 -2141--5-― -1-― ― ― ―

ネナシカズラ属          ―  ―  …  …  …  …  …  -  1  -  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―

ンソ科              ―  ―  ―  一  -  1
オオバコ属     ― ― ― -1-― ― ― ― ― … … … … … … …
ヨモギ属             5  5  1  4 18 11  -  2 22  -  ―  ―  ―  -  1  5  - 41
キク重科            3  -  ―  -  1  1  -  1  3  1  -  ―  ―  ―  -  1  -  ―
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イノモトツウ周
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第15表  花粉分析結果 (2)
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ヤキ属、イネ科、キク亜科などが数個体検出されるのみである。

・河道 3

試料番号 12、 10、 2、 3の 4試料の花粉化石群集は、河道 2の試料番号 11、 7と 類似する。木

本花粉をみるとマツ属、アカガシ亜属が多 く認められ、モミ属、ツガ属、スギ属、ブナ属、コナ

ラ亜属、シイノキ属などを伴う。草本花粉をみるとイネ科が多産し、カヤツリグサ科、ヨモギ属

などを伴う。また、シダ類胞子の割合も多く、特にイノモ トソウ属の産出が顕著である。

試料番号 11、 9-4、 1で は花粉化石の産出状況が悪 く、定量解析を行うことができなかった。

ただし、検出された花粉化石についてみると、モミ属、ツガ属、マツ属、ブナ属、ヨナラ亜属、

アカガン亜属、シイノキ属、イネ科、カヤツリグサ科、ヨモギ属などが検出されている。これら

は他の試料において比較的多く検出される種類であることから、群集的には大きく変化していな

いと思われる。

(4)考察

①花粉帯の検討

得られた花粉化石群集から、下位よりI帯～Ⅱ帯の地域花粉帯を設定した。

・ I帯

コナラ属アカガシ亜属が優占し、シイノキ属、クリ属も比較的多く認められる。その他には、

コナラ属コナラ亜属、エノキ属―ムクノキ属などを伴う。河道 2の試料番号 10-8が本帯に相当

する。

・Ⅱ帯

マツ属、モミ属、ツガ属、アカガシ亜属が多く産出し、スギ属、コナラ亜属、ブナ属などを伴

う。 I帯で多く認められたアカガシ亜属、シイノキ属などの割合は減少する。また、草本花粉の

割合が増加 し、特にイネ科が多産する。河道 2の試料番号 12、 11、 7、 河道 3の試料番号 12-1

が本帯に相当する。

なお、河道 2の試料番号 12は アカガシ亜属、シイノキ属の割合が高く、他の試料と差違が認

められる。本試料採取層準は河道覆土最下層であり、 I帯に相当する試料番号 10-8堆積層を削

剥して不整合で覆っている。したがって認められる差違は、試料番号 12に I帯の群集が混入して

いるためと考えられ、花粉帯としては本帯に含まれる。また、河道 3の試料番号 11、 9-4、 1は

花粉化石の検出状況が悪かったが、本帯で多産する種類が検出されることから、群集組成に大き

な変化はないと考え、本帯に含める。

今回設定した地域花粉帯を既存の研究結果を比較すると、 I帯はアカガシ亜属が優占し、シイ

ノキ属などを伴う点から、古谷 (1979)の F4亜帝に、Ⅱ帝はマツ属、スギ属などの針棄樹の割合が

増加し、草本類も増加する点から、同じく古谷 (1979)の F5亜帯に対比される。

それぞれの年代は F4亜帯が約 6000-2500年 前、F5亜帯が約 2000年前前後とされている。本

遺跡ではⅡ帯に相当する流路堆積物が、検出遺物より弥生時代終末期～古墳時代初頭の年代観が
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想定されていることから、今回得られた結果は既存の研究結果と調和的である。

②流路の時期について

河道 1については花粉化石がほとんど検出されなかったことから、花粉帯の設定ができなかっ

た。このことから、花粉分析の観点から、他の流路と同時期に流下していたかどうかは判断でき

ない。花粉化石・シダ類胞子の産出状況が悪い場合、元々取り込まれる花粉量が少なかった、あ

るいは、取り込まれた花粉が消失した、という2つの可能性があげられる。河道 1の堆積物は中

粒砂～細礫といった粗粒の堆積物が多いことから、堆積速度が速く花粉が取 り込まれにくかつた

可能性がある。また、一般的に花粉やシダ類胞子の堆積した場所が、常に酸化状態にあるような

場合、花粉は酸化や土壌微生物によって分解。消失するとされている(中村,1967;徳永。山内,1971)。

このことから、堆積時に取 り込まれた花粉 。シダ類胞子が、その後の経年変化により分解・消失

したことも想定される。これについては珪藻分析などを実施し、堆積環境を検討することが望ま

オ生る。

河道 2を みると、流路が機能していたときの堆積物はⅡ帯に対比される。試料番号 6-1につ

いては花粉化石がほとんど検出されないが、いずれも中粒砂であることから、河道 1と 同様の理

由が考えられる。

一方、河道 3は前述のように、いずれの試料もⅡ帯に含まれる。このことから、河道 2と 河道 3

は同時期に流下していた可能性がある。これは、現地調査で示唆された同時異相の可能性を支持

する結果である。

③植生変遷

I帯では、アカガシ亜属が優占し、シイノキ属、クリ属、コナラ亜属、エノキ属―ムクノキ属な

どが認められる。この内、アカガシ亜属は暖温帯性常緑広葉樹林 (い わゆる照葉樹林)の主要構成

要素であり、シイノキ属、ヤマモモ属などとともに林分を形成する。このことから、河道 2,3が

形成される以前の遺跡周辺には、アカガシ亜属を主体としてシイノキ属、アカメガシワ属、ツバ

キ属などからなる照葉樹林が広がっており、林内や林縁にはブドウ属、ガマズミ属なども生育し

ていたと推測される。

Ⅱ帯では、マツ属、モミ属、ツガ属、アカガシ亜属が多く産出し、スギ属、ブナ属、コナラ亜

属、シイノキ属などが認められる。モミ属、ツガ属、スギ属、マキ属などは温帯性針葉樹であり、

しばしば照葉樹林に混じつて林分を形成する。これらのことから、弥生時代終末期～古墳時代初

頭の本遺跡周辺は、依然としてアカガシ亜属を主体とした照葉樹林が存在していたが、後背丘陵

や後背山地などにはモミ属、ツガ属、スギ属などの針葉樹の林分も広がり、照葉樹林とモザイク

状を呈していたと推測される。また、草本類の割合が増 し、イネ科などが多 く検出されることか

ら、遺跡周辺ではイネ科をはじめとする草本類が生育する草地が広がったと思われる。

大阪平野における完新世の植生変遷をみると、6000年前以降はシイ、カシなどの照葉樹林が主

体であり、約 3000-2000年 前にスギ、ヒノキ、コウヤマキ、モミ、ツガなどの針葉樹が増加する
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(古谷,1979,前 田,1984,那須,1989な ど)。 これらの針葉樹は、照葉樹林帯とそれより標高 (あ るい

は緯度)の高い山地にあるブナ帯の間を埋める温帯針葉樹林の構成要素であり、これらの要素が

大阪平野の周辺山地に増加 したことは、気候が悪化 したこと、とりわけ多雨化したことを意味す

るとされている (那須,1989)。 今回の結果では、流路形成以前は照葉樹林が主体であるが、河道

内の堆積物から得 られた花粉化石群集は温帯針葉樹の割合が高くなっている。時代観も既存の研

究結果 と大きく食い違わないことから、本遺跡周辺も同様の植生変遷を辿つたと思われる。また、

1砺

軍

◆

帯 50μ m

(1,2)

50μ m

(3-9)

1.モミ属(河道2;7)

3.マツ属(河道密3)

5.イネ科(河道盈8)

7.コナラ属アカガシ亜属(河道を8)

9.クリ属(河道2p)

4.スギ属(河道狩8)

6,コナラ属コナラ亜属(河道盈8)

8.シイノキ属(河道な8)

第 94図  花粉化石
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温帯針葉樹林要素の増加が多雨化に影響しているとされていることから、本地域における流路形

成も多雨化の影響を受けているのかもしれない。これについては堆積状況や周辺植生のデータを

蓄積し、検討を重ねていきたい。

草本類ではイネ科が多産する。その他ではカヤツリグサ科、サナエタデ節一ウナギツカミ節、

バラ科、ヨモギ属などが認められる。これらは開けた明るい場所を好む「人里植物」を含む分類

群であることから、当時の遺跡内あるいは周囲の草地に生育 していたと推測される。

また、わずかではあるが、ガマ属、サジオモダカ属、ミズアオイ属などの水湿地生植物に検出

される。これらは水田雑草になりうる種群であることから、多産したイネ科は周辺域での稲作に

由来する可能性がある。これについては植物珪酸答分析などを実施し、検証することが望まれる。

2 出土木材 の年代測定

はじめに

大町遺跡から出土 した木材について加速器質量分析法 (Accelerator mass spectrometry;

AIMS)に よる放射性炭素年代測定を実施した。AMS法は、放射性炭素原子をイオン化してその核種

を直接、計測する年代測定法である(中村,1999)。

(1)試料

試料は、発掘調査区で確認された流路充填堆積物ないし氾濫堆積物より出土した木材 9点であ

(1・ 2お よび 4～ 6は別個体 )

(2)分析方法

①前処理と測定過程

試料は、前処理として、土壌や根など目的物と異なる年代を持つものが付着している場合、付

着物をピンセット、超音波洗浄などにより物理的に除去を行う。前処理後、以下の化学処理を行

う。

AAA処理(酸・アルカリ・酸処理)

る 。

料

号

試

番
調査区 採 取 試 料

1 04-1区 西 トレンチ 113層 内木片

2 04-1区 西 トレンチ 113層内木片

3 04-1区 中央 トレンチ 59層内木片

4 04-1区 河道 3底直上 (3層 )検出流木

5 04-1区 河道 3底直上 (1層 )検出流木

6 04-1区 河道 3底直上 (1層 )検出流木

7 04-1区 河道 3底直上検出木片

8 03-2区 NR001底直上検出流木

9 03--2区 NR001西肩部検出木片
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HCIに より炭酸塩等酸可溶成分を除去

NaOHに より腐植酸等アルカリ可溶成分を除去

HClに よリアルカリ処理時に生成 した炭酸塩等可溶成分を除去

酸化 (C→ C02)

試料をバイコール管に入れる。lgの酸化銅 (Ⅱ )と 銀箔 (硫化物を除去するため)を 同じバイコ

ール管に入れる。管内を真空にして封 じきり、500℃ (30分 )850℃ (2時間)で加熱する。

精製 (C02→ C02)

液体窒素と液体窒素十エタノールの温度差を利用 し、真空ラインにてC02を精製する。

還元 (C02→Ciグ ラフアイ ト)

真空ラインにてバイコール管に精製 した C02と 鉄・水素を投入 し封 じ切る。鉄のあるバイコ

ール管底部のみを 650℃ で 10時間以上加熱する。

化学処理後のグラフアイ ト・鉄粉混合試料を内径 141mの 孔にプレスして、タンデム加速器のイ

オン源に装着 し、測定する。測定機器は、3MV小型タンデム加速器をベースとした 14C一 A4MS専 用

装置 (NEC PeHetron 9SD H-2)を使用 した。AMS測定時に、標準試料である米国国立標準局

(NIST)か ら提供されるシュウ酸 (HOx― Ⅱ)と バックグラウウド試料の測定も行 う。また、測定中同

時に 13C/12Cの測定も行うため,こ の値を用いてもδ13Cを算出する。なお測定については、株

式会社加速器分析研究所の協力を得た。

②測定結果

放射性炭素の半減期は LIBBYの半減期 5,568年 を使用する。測定年代は 1950年を基点とした

年代 (BP)で あ り、誤差は標準偏差 (One siglna)に 相当する年代である。なお BPと は before

presentの略とされるが、befOre physicsの簡略形とも言われている(中村,1999、 木庭,2000)。

誤差 として表現される士以下の数値は、年代値の標準偏差値である(木庭,2000)。 年代値の誤差

とは確率的な意味をもち、誤差 (± lσ )で ある場合、まったく同様な測定を繰 り返 したとき、誤差

範囲内に入る確率が 68.3%であることを意味する(中村,2001)

暦年較正 (標準偏差 :One sigmaに 相当)に ついては、RADIOCARBON CALIBRAT10N PROGRAM

CALIBREV5.0(Copyright 1986-2004 M Stu� er and PJ Reimer)を 用い、いずれの試料 も北半球の

大気圏における暦年較正曲線を用いる条件を与えて計算させている。暦年較正年代値 とは、14C

放射年代 と樹木年輪年代 との対応データを用いて計算させた年代値である(中村,2001)。 14C年代

測定では、大気中の放射性炭素年代濃度が過去数万年にわたって変化 しないことが前提の一つと

なっているが、放射性炭素年代濃度は過去 2万年余 りの間でも変動 していることが半J明 している

(木庭 ,2000)。 よって、14C年代値については、基準年 (OBP=AD1950)を 単純にずらすだけでは暦

年代へ変換することが不可能である (中村,1999,2001)。 このため、暦年代に近い年代を求めよう

とする場合には、過去の放射性炭素年代濃度の変化が記憶されている樹木年輪の 14C放射年代と

年輸年代の対応データを参照する必要がある(木庭 ,2000)。 本報告で使用 している Stu�er et
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al(2005)の 暦年較正曲線は、樹木年輪と年輪でカバー出来ない年代範囲については高精度質量分

析計によるサンゴの トリウム 230Th/234U年 代の成果や海底堆積物の縞模様の計数を用いて作成

されている(木庭,2000、 中村,2001)。

(3)結果

測定結果のうち年代値を第 16表 に、暦年較正年代値を第 17表に示す。

第 16表に記載される補正年代とは、測定試料の炭素同位体分別の補正を行った年代値のことで

ある。炭素同位体分別の補正とは、試料によって異なるδ13CPDB値 をδ13CPDB値=-25‰に規格

化することを指す(中村,2001)。 同位体分別とは、生物中の放射性炭素 14C濃度については大気の

それの濃度に比べ少なくなる可能性が高く、その程度が同属であっても種によって異なったり、

同じ個條でも部位によって異なったりする現象について呼ばれる。またδ13Cは 、13C/12Cを 化

石 PDB(炭 酸 カルシウムか らなる白亜紀 の米国南 カロライナ州 Peedee層 産箭石 くやい

し:Belenlnite〉 の鞘)の比で標準化した値である(木庭,2000)。

第 17表に示した相対比は、lσ の範囲内に存在する暦年代校正値の確からしさを示す確率であ

る。その数値は百分率によって表現され、その数値が大きいほど確率が高いと判断することがで

きる。なお、暦年較正年代値に用いられている calは、calibratedを 意味している(木庭,2000)。

暦年較正年代値については、測定試料の歴史上の意義を示す AD、 BCで 表される歴史年代

(historical dates)と 別物であることに留意する必要が指摘されている(中村,1999)。

試料

番号

試料の質 補正年代 (BP) δ13C (%) 測定年代 (BP) Code.Nα

1 木材 2160」L40 ―-30.41三上0.80 2250三L40 IAAA―-42292

2 木材 2170二L40 ―-30.01E上0.98 2260ΞL40 IAAA―-42293

3 木材 2190=L40 -31,96ELO,75 2310ΞL40 IAAA―-42294

4 木材 1770EL50 ―…28.25E上 0.85 1830=L40 IAAA―-42295

5 木材 1960」L40 ―-31.64=ヒ0.78 2070」L40 IAAA―-42296

6 木材 2260ΞL50 ―-30.94=LO.98 2360EL40 IAAA―-42297

7 木材 2170EL40 ―-32.87ΞLO,68 2300ΞL40 IAAA―-42298

8 木材 2220=L40 ―…27.83ΞLO.65 2270ΞL30 IAAA―-31906

9 木材 1770」L30 一-26.97Ξ上0.68 1810EL30 IAAA―-31907

1)年代値の算出には、Libbyの 半減期 5568年 を使用。
2)BP年代値は、1950年 を基点として何年前であるかを示す。

3)付記 した誤差は、測定誤差 δ(測定値の 68%が入る範囲)を 年代値に換算 した値。

第 16表 放射性炭素年代測定値
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試 料

番号

補正年代 (BP) 暦 年 較 正 年 代 (cal) 本目女寸歩と

1 2158Ξ壁40 ∞

ｃａ

ｃａ

ｃａ

BC353-―ca

BC230-―ca

BC213-― ca

BC132-― ca

BC293

BC21 8

BC1 61

BCl18

Ca

Ca

Ca

Ca

BP2303--2243

BP21 80--2168

BP2163--2111

BP2082--2068

0.444

0.059

0,420

0.076
2 2174三上41 ａ

　

ａ

Ｃ

　

Ｃ

BC356-― ca

BC234-― ca

BC286

BC1 71

ａ

　

ａ

Ｃ

　

Ｃ

BP2306--2236

BP21 84--2121

0.991

0.009
3 2193E上 41 ａ

　

ａ

　

ａ

Ｃ

　

Ｃ

　

Ｃ

BC358-― ca

BC258-―ca

BC235-― ca

BC281

BC243

BC199

ａ

　

ａ

　

ａ

Ｃ

　

Ｃ

　

Ｃ

BP2308--2231

BP2208--2193

BP21 85--2149

0.617

0.091

0.291
4 1773ΞL44 ａ

　

ａ

Ｃ

　

Ｃ

AD178-― ca

AD213-― ca

AD1 88

AD337

ａ

　

ａ

Ｃ

　

Ｃ

BP1772--1762

BP1 73ア ー…1613

0.049

0.951

5 1957Ξ上40 ａ

　

ａ

Ｃ

　

Ｃ

BC 18-― ca

BC  O――ca

BC 14

BC 83

Ca

Ca

BP1 968--1964

BP1950--2033
0.021

0.979
6 2262E上 44 ａ

　

ａ

　

ａ

Ｃ

　

Ｃ

　

Ｃ

BC393-― ca

BC291-―ca

BC21 6-― ca

BC354

BC231

BC215

Ca

Ca

Ca

BP2343--2304

BP2241--2181

BP21 66--2165

0.430

0.562

0.007
7 2173E壁 40 ａ

　

ａ

Ｃ

　

Ｃ

BC355-― ca

BC233-―ca

BC287

BC1 91

ａ

　

ａ

Ｃ

　

Ｃ

BP2305--2237

BP21 83--2141

0.548

0.452
8 2222E生 35 Ca

Ca

Ca

Ca

BC362-―cal  BC348

BC31 9-―cal  BC270

BC262-―cal  BC228

BC222-―cal  BC205

cal  BP2312--2298

cal  BP2269--2220

cal  BP2212--2178

cal  BP21 72--2155

0,122

0.429

0.306

0.143
9 1773E生 33 Ca

Ca

AD224-― cal  AD262

AD277-― cal  AD336

cal  BP1726--1688

cal  BP1673--1614
0.411

0.589
1)計算には、歌団OCARBON CALIBRAT10N PROGttM CALIB REV5.0(Copyright 1986-2005~南
Stuive and PJ Reimer)を 使用。
2)計算には表に示 した丸める前の値を使用 している。
3)付記した誤差は、測定誤差δ(測定値の68%が入る範囲)を 年代値に換算した値。

第17表 暦年較正結果

(4)考察

これまでに考古遺跡で実施された各時代の放射性炭素年代測定結果のうち、今回の年代値と近

い測定結果については、以下のような事例が挙げられる(暦年較正年代値は、特に限りがない場合、

2σ に相当する年代値を示している)。

・弥生時代中期

弥生時代中期の C14年代値については、大阪府新上小坂遺跡の中期前半 (Ⅱ ～Ⅲ様式前半)の遺

構や検出面に伴う木材から、2365± 25 yrs BP(第 6面の立ち木南側側溝掘削中)、 2265± 25 yrs

BP(第 7b面土坑 633)、 2355± 30 yrs BP(第 8b面上坑 867)の年代値が報告されている(山形,2003)。

池島・福万寺遺跡では、弥生時代中期前半 (第 13面 )と 中期 (第 12面 )の遺構検出面で確認された埋

没林からそれぞれ 2230± 40 yrs BPと 2170± 40 yrs BPの 年代値が得られている(地球科学研究所・

岸本,2002)。

これらの C14年代値の暦年較正年代値は、BC400～ 180年前後である。弥生時代中期の年輪年代
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法では、兵庫県武庫庄遺跡において第Ⅲ様式の土器が供伴する柱根からBC245年 の年代値が得ら

れている(光谷,2001)。 大阪府池上曽根遺跡において第Ⅳ様式の土器が供伴する柱根からBC52年

の年代値が得られている(光谷,2003)。 池上曽根遺跡において年輪年代法を実施 した柱根の C14

年代値の暦年較正年代値は、BC80～ 40年を示すとされる(光谷,2003)。

・弥生時代後期

弥生時代後期の測定結果では、池島・福万寺遺跡の弥生時代後期の遺構検出面である第 11-1

面で確認された堰の杭が 1890± 50 yrs BP(堰 254深部杭 )、 2070± 50 yrs BP(堰 254浅部杭)、 1870

±50 yrs BP(堰 452杭 76)、 1950± 50 yrs BP(堰 452杭 169)、 導水管が 1810± 40 yrs BPを 示す(地

球科学研究所・岸本,2002)。 これらの C14年代値の暦年較正年代値は、cal BC80～ 240年前後であ

る。

国立歴史民俗博物館による研究で実施された土器付着炭化物の C14年代測定では、奈良県唐

古・鍵遺跡において、弥生時代後期 (V様式)で 1910± 40 yrs BP、 弥生時代後期 (Ⅵ様式)で 1950

±40、 1960± 40 yrs BPの 年代値が報告されている(国立歴史民俗博物館,2004,国 立歴史民俗博物

館編,2004,春成。今村編,2004)。 大阪府瓜生堂遺跡では、弥生時代後期 (V様式)で 2000± 40、 1960

±40 yrs BP(暦年較正年代値 ical BC40～ AD130年前後)、 弥生時代後期 (V～Ⅵ様式)で 1950± 40、

1990± 40、 1975± 40 yrs BP(暦年較正年代値ical BC40～AD130年前後)の年代値が測定されてい

る(小林ほか,2004)。 また、愛知県の濃尾平野に位置する八王子追跡出土の土器付着炭化物の C14

年代測定では、八王子古宮Ⅱ式で 1945± 25 yrs BP(暦年較正年代値 〈lσ 〉ical AD50～AD80年 )

の年代値が得 られている(山本・赤塚,2004)。

・弥生時代終末期～古墳時代初頭から古墳時代前期

弥生時代終末期～古墳時代初頭から古墳時代前期の測定結果では、池島・福万寺遺跡の庄内期の

溝 (第 10-2面 溝 20埋± 2)か ら検出された木材から、1830± 50 yrs BP、 暦年較正年代値で cal AD75

～330の年代値が得 られている(地球科学研究所・岸本,2002)。 尺度遺跡では、庄内式期後半～布

留式初頭と考えられる堰 (堰 819)の杭材が C14年代値で 1790± 40 yrs BP、 暦年較正年代値で cal

AD220～ 260年 と報告されている(井上,2003,中村・井上編,2003)。

国立歴史民俗博物館による研究で実施された土器付着炭化物の C14年代測定では、弥生時代終

末期～古墳時代初頭頃(布留式)で 1880± 40、 1810± 40 yrs BP、 古墳時代前期 (布留式)で 1815士

35、 1830± 30 yrs BPの 年代値が報告されている(国立歴史民俗博物館,2004,国 立歴史民俗博物館

編,2004,春 成。今村編,2004)。 大阪府瓜生堂遺跡では、古墳時代前期 (布留式)で 1790± 40 yrs

BP(暦年較正年代値 ical AD130～ 380年前後)の年代値が測定されている1/Jヽ 林ほか,2004)。 石川県

大友西遺跡での上器付着炭化物の C14年代測定では、月影 I式で 1879± 22 yrs BP(暦年較正年代

値 ical AD75～ 221年 )の年代値が報告されている(木野瀬ほか,2004)。 愛知県の濃尾平野に位置す

る朝日遺跡、八王子遺跡出土土器付着炭化物の C14年代測定のうち、処理効率の高い測定結果で

は、廻間 I式前半で 1851± 21 yrs BP(暦 年較正年代値 ical AD84～ AD238年 :朝 日遺跡 )、 1820± 25
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yrs BP、 1780± 25 yrs BP(暦 年較正年代値 (lσ 〉ical AD210～ AD260年前後 :朝 日遺跡 )、 廻間 I

式後半で 1862± 27 yrs BP(暦 年較正年代値 ical AD80～ AD240年 :北道手遺跡 )、 松河戸 I式前半で

1767± 20 yrs BP、 1778± 22 yrs BP(暦 年較正年代値 ical AD140～ AD340年前後 :八王子遺跡 )、 1670

±25 yrs BP(暦年較正年代値 (lσ 〉:cal AD38～ AD415年 :朝 日遺跡)の年代値が得 られている(木

野瀬ほか,2003・ 2004,山本。赤塚 ,2004)。

また、年輪年代法では、庄内式に併行すると考えられる石川県大友西遺跡井戸 SE18用材 (月 影

Ⅱ式)が AD169年、大阪府下田遺跡大溝 SDl108腰掛け (布留式最古相下田Ⅲ式)が AD247年 を示す

とされる(森岡,2001)。
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V 総括

1 大規模地形改変の時期

調査区周辺では旧耕作土形成以前に大規模な削平があつたとみられる。この削平時期について

は詳細を得ないが、自然河道内から多量の弥生時代後期～古墳時代前期の土器が出上しているに

も関わらず、調査範囲にあっては04-1区の 075竪穴状遺構と030土坑を除いて、その時期に属

するとみられる遺構が検出されなかったことから、古墳時代前期以降に削平がなされたことは明

らかである。

一方、調査範囲全域に広がる盛上下の旧耕作土からは近代以降の遺物が出土していることから、

削平時期はそれ以前の時期である。

この古墳時代前期以降から近代以前の間で、削平時期を決める有力な根例は乏しい。がしかし、

04-1区南西半で検出された、近世代に形成されたとみられる長方形土坑群およびそれを画する

ように延びる 080溝が手掛かりとなる。

080溝 は南辺を長方形土坑群と一部で接 しながら北西一南東方向に走行 し、その北に長方形土

坑群が広がらないことから、区画機能をもって土坑群と有機的に存在 していたと考えられる。そ

してその 080溝の断面は南辺がやや急峻、北辺がやや緩慢ながら、全体としてはほぼ逆台形を呈

していて、上方に広がっている。とすれば、仮に長方形土坑群や 080溝の上面が大規模に削平さ

れているとすれば、土坑群と溝とは本来的に大きく重複 していたことになり、両者の関連性を否

定せざるを得なくなる。

その場合、080溝が埋没 した後に長方形土坑群が形成されたとすれば、溝の北にも土坑群力耳広

がつた可能性は高いし、逆に土坑群の埋没後に溝が掘削されたとすれば、礫を多包した土坑内の

堆積土が溝内に流入 した公算が高い。しかし溝内に堆積しているのは砂のみである。よって、土

坑群が掘削され、礫を含む砂質上で埋められた時期に溝はなお開口していて、その後に土坑群の

一部上面を覆った砂で溝も埋没したと考えられる。つまり、両者の上面は削平によって検出面が

下がり、重複関係が消滅しているのではなく、掘削は現状の遺構検出面に近かったと考えるのが

妥当である。

また別角度からも、上記のことは裏付けられる。長方形土坑の深さは 10～ 60cmほ どであり、い

ずれも壁の立上 りは垂直に近い。つまり、現状の検出面よりもさらに上に古代以降の堆積層が存

在し、それらを掘 り込んで土坑群が形成されたとすれば、各土坑とも垂直に近い状態で数 10cm、

場合によっては lmほ どの深さで掘削がなされていたことになる。075竪穴状遺構の残存状況から

すれば 50cm以上の削平があったことは明らかである。古代以降の堆積層の上質はわからないが、

極めて粘性の強い土質でなければ垂直的に掘削 した土坑壁面は崩れたであろう。しかし、土坑内
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に壁体の崩れを示す堆積土はほとんど認められない。

加えて、各土坑からは出土した遺物のほとんどは弥生 。古墳時代の土器であり、古代以降の遺

物は極めて少ない。それは、土坑群には古代以降の遺物が混在 しない状況、すなわち周辺で削平

がなされた以降に掘削が行なわれたことを示しているといえる。

以上のことから、調査区周辺における大規模な地形改変は、近世末に掘削されたとみられる長

方形土坑群の形成以前であり、推論すれば、おそらくそれとさほど時を隔てない時期、すなわち

近世後期のうちに求めることができよう。

2 近代 。近世 の土地利用 ―長方形土坑群 と不定形土坑 の性格 について一

本遺跡検出遺構の中で、土器を多数出土 した自然河道や工房跡とみられる075竪穴状遺構は、

弥生時代後期～古墳時代前葉の集落形成を考察する上で重要な遺構であるが、本遺跡は近世・近

代まで継続しており、その時代を捉える上では長方形土坑群と不定形土坑とが鍵となる。

長方形土坑群は、04-1区 には23基の一群と13基の一群が、04-2区 では28基からなる一群

があり、03-2区 で検出されたSX002も 該当するとみられる。

長方形土坑群は、その呼称の通り平面形が長方形の土坑の集まりである。しかし、平面形の形

成に掘削の目的を求めるべきではなく、既述したように0.4～ 1.0ゴほどの土量を確保するために

掘削された土坑といえる。

そしていまひとつの重要な点として、長方形土坑群が形成された調査区内の地質は、シル ト層

を主体とする部分であり、粘土を主体とした部分には及んでいないことが基盤層に設定 した トレ

ンチから明らかとなったことである。さらに04-1。 2区の長方形土坑群やSX002は 、砂を主堆積

土とする自然河道にその範囲が延び出てもいない。よって、いわゆる「粘土採掘」を目的として

長方形土坑群が形成されたのではないこと、そしてまた、砂の掘削も避けられていたことを示し

ている。

この長方形土坑群の覆土は、各地点とも礫を含んだ砂質土・砂シル トを基調としていて、土坑

周辺の土が流入して埋まったという状況ではない。ことに、周辺の基盤層には含まれない礫が各

土坑にほぼ混在 していることから、意図的な客土によって埋められたとみてよい。

そして長方形土坑群の埋没時期については、04-1区 で出土した 619点の遺物に含まれていた

近世後期 (～ 末)の磁器碗が指標となる。この時期よりも新しいものは含まれていない。

一方、不定形土坑は、03-1区のSX008と SX009、 03-2区のSX003お よび04-1区の 004土坑、

016土坑、025土坑、045土坑、049土坑、073土坑である。

このうち SX003は長さ 21m以上、幅 7m、 深さ 50～ 80 cmを 測る大規模な土坑で、底面の著 しい

起伏は、掘削の単位を示しているとみられる。この SX003ほ どではないが、SX008や SX009も ま

た長さが 10m以上、幅 5～ 10mほ どであり、規模は大きい。

これに対 して、04-1区で検出された不定形土坑はいずれも規模が小さく、長さ5.5m以 上、幅
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4.7m、 深さ40～ 60 clnの 049土坑ががこの地区の最大級である 03-1・ 2区 に比べると明らかに小

規模である。

これらの不定形土坑の覆土は、粘・砂シル トあるいは砂が主魯であり、SX003で は礫が混在 し

ているとはいえ、不定形土坑の覆土に認められるほどの顕著さはない。したがって、両土坑では

埋没過程の違いが考えられるが、いまひとつ、埋没時期が異なることも背景にあろう。

それを示すように049土坑からは近代の磁器やガラス瓶が出土 しており、さらにこの時期の出

土品が認められない他の不定形土坑にあっても、それと同様に、近代に入つて形成・埋没したと

考えられる。

こうしたことからすれば、長方形土坑群と不定形土坑における形状や時期の相違は、掘削目的

の違いを反映しているとみてよいのではなかろうか。

長方形土坑群に関しては、泉佐野市安松田遺跡で類似した遺構が検出されている。安松田遺跡

3区の畦畔 C・ D付近で、それに沿って直線的に整然と掘削された土坑がそれである。報告では、

近世の粘土採掘坑とされている。がしかし、土坑底面は基盤のシルト層中に留まっていて、良質

な粘上を入手できたとは思われない。このシル ト層を掘削するという点は、大町遺跡の長方形土

坑群と共通 している。

さらに花粉分析によって、安松田遺跡では土坑埋没時においては草地が広がっていたとは考え

がたい環境にあったと指摘されている。またソバの栽培の可能性もあるという。つまり、遺跡周

辺で耕地化が始まったばかりであった状況を示しており、耕土獲得のためのシル ト層採取と礫を

多包 した客土の埋め戻しによる畑地の形成などを予想 してもよいのではないか。無論、この点は

大町遺跡にも当てはまる。

不定形土坑については、近代以降の粘土採掘坑であると考える。岸和田市域では山ノ内遺跡、

箕土路遺跡、軽部池西遺跡、栄ノ池東遺跡など、和泉市域では小田遺跡などで同様の大型粘土採

掘坑が検出されている。そして、山ノ内遺跡や軽部池西遺跡では黄褐色粘土を採取したことが確

認されている。

軽部池西遺跡と小田遺跡では粘土採掘が昭和初期といわれているが、山ノ内遺跡では明治以降

にそれがあったととされ、粘土採掘が明治期まで遡るとみられている。大町遺跡においても、049

土坑から銅版転写染付の磁器が出土していることから、明治後葉から大正時代に粘土採掘の時期

の起点を求められよう。

そして粘土採掘にあたっては、まず数箇所の試掘坑を設定し、良好な粘上の存在が確認される

と、大規模な採掘が組織的に行われたという。とすれば、04-1区の 004土坑や 016土坑、073

土坑などの小規模なものは、試掘しただけで終った可能性も考えられよう。

以上のことから大町遺跡では、耕地化の一環、すなわち耕作土の採取と掘削後の畑地化を目的

として近世後期 (～末)に長方形土坑群が掘削され、近代になると耕作地を切り崩すように粘土

採掘が行なわれたという、近世 。近代の土地利用の変遷を考えることができる。
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3 弥生時代後期 ～古墳時代前葉 にかけての集落動 向

本報告書で示す平成 13・ 14年度の発掘調査以前の大町遺跡については、弥生土器の出土があっ

たことが知られる程度で、遺跡の実態については不明であった。したがって、弥生時代後期～古

墳時代前葉の当該地域における集落動向の中に位置付けられることもなかった。

ところが今回の発掘調査によって、集落の痕跡こそ明瞭には残っていなかったものの、自然河

道から出土 した多量の土器は、本遺跡が当該期の大規模集落であることを物語っている。しかも、

近接する西大路遺跡、箕土路遺跡、下池田遺跡および軽部池西遺跡と時期もほぼ等しく、それら

とともに追跡群を形成していたと想定することさえできるようになったのである。そこでまず、

当該時期における各遺跡の概要を述べておきたい。

西大路遺跡では、弥生時代後期の竪穴住居 3軒や土坑、自然河川など、庄内式期の竪穴住居 4

軒や土坑、土器溜り、水利施設、溝、自然河川などが検出されている。庄内式期の竪穴住居のう

ち 2軒には、ベッド状施設が附設されていて、他の住居よりも規模は若干大きい。このことから、

集落内での階層は分化していたとみられ、それに応 じて、集落規模も小さいものではなかったと

推測できる。

箕土路遺跡では、弥生時代後期～古墳時代前期 (庄内・布留式期)の土坑や土器溜 り、溝、自然

流路などが検出されている。土器溜りは古墳時代前期に比定されている。また流路のうち幅 1。 2m

を測 り、弥生時代後期の上器が出土して 1011-ORは、天の川の前身河川であると推測されている。

集落が形成されたとする確定的な証拠はないが、集落域が調査区に近在しているとみられている。

下池田遺跡では、弥生時代後期の円形周溝墓 4基、弥生中期～後期の竪穴住居 20軒以上、溝、

井戸、土坑、河道などが複数発見されている。4基の円形周溝墓のうち 1基は単独で存在 し、3

基は連接 している。単独の周溝墓は、内周半径約 6mを 測る。やや長円形の形状を呈 しており、一

隅に幅 3.4m。 長 3,7mの陸橋部が設けられている。この下池田遺跡がここで扱う地域周辺の弥生

時代後期の中核集落であることは疑いを得ない。ただ現状では、庄内式期に入ると、それ以前の

繁栄は後退するとみられている。

軽部池西遺跡では、弥生時代後期の竪穴住居 7軒を始め、土器溜り、ピット群、溝・溝状遺構、

自然河川などが見つかっている。弥生時代中期より継続する集落であるが、庄内式期は衰退する

ようである。

大町遺跡の集落内容については、本報告で述べたように、後世の削平のために詳細を得ない。

とはいえ、河道 2・ 3か ら出土した多量の土器と、当該期に比定できると考える 075竪穴状遺構か

ら若子の推測を行なうことはできる。

河道 2・ 3か ら出土した土器の過半は甕である。このことは、河道周辺に居住域のあったことを

端的に示している。加えて、弥生時代に属するかと思われるミニチュア土器、胴部穿孔のあるV

様式系甕 (186)、 そして底部穿孔された布留式期の小型鉢 (77)の存在は、墓域が付近にあつたこと
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も暗示している。

河道から出土した土器には弥生中期前半～布留式期までのものが認められる。とはいえ、V様

式系甕の多さに反映されて、庄内式期の上器が多いことになる。この点をそのまま受け取れば、

庄内式期における居住域の大きさが想定される。

075竪穴状遺構の性格については判然としない。既述したように、出土遺物はいずれも土器の

小片であり、本来この遺構に伴ったものとは考えられず、よって出土遺物から遺構の性格を推測

することはできない。ただ、周辺の住居が完全に削平され、その痕跡さえ残さない中で、4～ 5cm

ほどではあるが掘方が残っていたことは、もとより深い掘削によつてこの遺構が構築されたこと

を示している。この点から、周辺にあったであろう住居とは性格を異にしていた可能性が高いと

いえる。

さらにこの遺構を特徴付ける′点として、炭化物・焼上が認められた直列する 3基の小穴の存在

である。またその小穴群に平行 して、粘土を用いた貼床域が延びている点も留意される。すなわ

ち、火床を設置し、作業空間としての床面を補強しているのである。ただし、小穴内には加熟に

よる赤化が認められず、長期間にわたり高熱を受けていたとは考えられない状況である。

小穴内の堆積土を水洗したのち l mn目 のフルイを用いて、包含された微細資料の抽出に努めた。

しかし土器細片と炭化物以外に目立った検出物はなく、炭化物や焼上の形成原因を求めることは

できなかった。

したがって、この 075竪穴状遺構の具体的な性格付けはできない。ただし、加熱行為を伴なう

工房であると推測することは可能である。

そうした場合、鍛冶や製塩に関わる工房を想定することができるかもしれない。後者について

は、遺跡内から製塩土器が出土していることから、可能性は残される。しかし海岸線より遠いこ

とから、製塩作業のどの工程に位置していたかは明らかではない。

また鍛冶工房については、鉄津など、それを裏付ける遺物が遺構内や小穴内から出土していな

い点、さらに小穴内の被熱度が低い点から、積極的には肯定できない。

いずれにせよ性格付けについては具体的な根拠を欠いているが、この遺構を工房とみることに

は大過ないであろう。そして出土遺物から、この工房は庄内式期に機能し、布留式期に廃絶した

とみられる。よって、集落内には居住域・墓域とともに工房 (域)も 存在したと捉えることが充分

にでき得る。

以上のことから、この大町遺跡を弥生後期から継続し、庄内式期に盛行 した大規模集落と捉え

ることができよう。さらに、東海や吉備に系譜をもつとみられる土器の存在もまた、この遺跡の

中核性を示しているといえよう。

こうした各遺跡の動向をみると、中核集落としての地位が庄内式期に下池田遺跡から大町遺跡

に移行 したかのようである。とはいえ集落動向は、土器や帰属時期の認識と関わって評価付けら

れるので、ここでは、弥生時代後期～古墳時代前葉において、主としてその前半期に盛行 した下
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池田遺跡と後半期に盛行 した大町遺跡の 2つの中核集落があり、その周囲に西大治遺跡、箕土路

遺跡、軽部池西遺跡などの規模差のある集落が衛星的に点在していたと考えておくに留めたい。

4 調査区域の土地利用の変遷

本報告書でこれまで述べてきた調査区の遺構変遷などをまとめると、以下のようになる。

縄文後期 河道 1の埋没

弥生中期 基盤層形成の完了

弥生後期末 河道 (NR001、 河道 2・ 3)の埋没開始

古墳時代初頭 中核集落の形成

075竪穴状遺構・030土坑の形成

河道 (NR001、 河道 2・ 3)の埋没完了

古墳時代後期～中世 耕作地化 ?

近世後期 大規模地形改変

近世末 耕作地形成 (長方形土坑群、080溝、076溝、SD006)

近代 粘土採掘 (不定形土坑 )

04-1区の基盤層は、出土木材の年代測定によって弥生時代中期中葉に形成されたことが判明

している。また河道 1は 、出上 した縄文土器により、縄文時代後期に埋没 したと考えることがで

きる。こうしたことからすると、調査地周辺では縄文時代後期から弥生時代中期にかけて、南東

方向から北西方向に基盤層形成が完了し、中期後半には安定期に入つたと捉えることができる。

和泉地域においては東から西に河道が移動する傾向にあるといわれているが、大町遺跡の基盤層

の形成過程はそうした傾向を反映している。また、西方に押しやられた河道のひとつが、微高地

東辺に沿って流れる現在の天の川であろう。

弥生時代中期中葉に基盤層の形成が安定し、それにより周辺地における居住域が成立・伸張 し

たことは、河道 2・ 3における中期後半以降の上器量の増加が示している。

そして、弥生後期 (後半)か ら古墳時代前葉にかけて、この一帯で大規模な集落形成が展開 した

可能性が極めて高いのである。この点は、河道内堆積土から抽出された花粉の分析により、河道

埋没時には「人里植物」の生育する環境にあり、また水湿地生植物の花粉から水田の存在が予測

されると指摘があり、集落形成についての裏付けとなる。

さらに、古墳時代後期～中世にかけての遺物も少なからず出土していることから、そうした時

期の人々の活動もこの周辺で行なわれていたことが予測される。

ところがそうした生活の痕跡や、それ以前の久米田古墳群との関係が推測できる弥生時代後期

～古墳時代前葉の様相などは、近世後期の大規模な地形改変によって、大半が喪失し、不明とな

ってしまったのである。

今後、本報告書で扱った地区の周辺で発掘調査が実施され、成果が積み上げられていけば、そ

うした時期の様相も具体的に知られることであろう。
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実測遺物観察表

拓影遺物観察表
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会
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No 調査区 遺構 種 別 時期・系統 器種 法 量 器形の特徴 整。成形の特徴

1 D3-1区 SD006 土器 弥生後期 〓亜 高)現 101 騒顕重 頸部】(外)ハケ(内 )ヘラナデ
胴部】(外)ハケ(内 )ユビナデ

2 D3-1区 SD006 土器 布 留 跡 日)200
高)現 6.1

日縁 部 端 直 立 気

葉

口縁部】(外)ユビナデ (内 )ユビナデ
胴部】(外)ヘラケズリ(内 )ヘラナデ

3 D3-1区 SX008 翻器 近 世 腕 (高 )引2,1 蔚台部高め 胴部 】(内 )施釉
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開 口
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'3-Z口

と NR001 土 器 Иヽ鉦 I「別
前半

一亜 日
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日稼部開き強い 〔日縁部】(外)― (内 )一
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前半

垂 (口 ,19,4

(高 )現55
口縁 部 の 開 き弱 し 〔口稼部】(外)ヘラナテ (内 ,ユビナデ・ヘフナテ

7 ,3-2レ■ NR001 土 器 郷生 甲 剛
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一電 (局 ,現59 日豚 部 巨 立 【口稼部】(外,ユビナデ(?,(肉 )ユビナテ
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一亜 (日 ,282
rだ

=ヽ
王日77
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[R日 獣】r共 _ヽr肉 ヘゝラ十ギ
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文様の特徴 焼成 内 外 実測図No
残存
逐

備 考 胎 上

貝好 7.5YR7/4 25Y7/1 D3--113 3 卿 ヒ赤粒 、口色種ヽ

R夕子 10Y民 6/3 10YR6/2 )3--104 3 長石、石夷 、酸 4ヒ赤柾、日色柾十
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口稼 部 簾 状 天 やや良好 「.5YR7/6 7 5YR7/6 )3--47 代 屍石、石英、酸化赤粒、自色種子

日縁部櫛描直線文。波状文、顕
蠍 鯨 焙 吉 窺 す

良好 」.5Y8/2 2.5Y8/2 )3--179 3 露石、石英、白色粒子

民好 10YR8/2 10YR6/4 )3--215 3 罠石、クサリ礫 、臼色粒子

日縁部円形浮文。櫛歯刺突文 R好 10YR8/3 10YR7/2 ,3-― ZZl へ 屍石、石栗、クサリ礫

R好 10YR7/3 10YR7/3 ,tj― ―もυ へ 屍石 、石天 、チャー ト、黒色粒子

口豚 部 櫛 函 界‖尖 X、 淑 封も廉 状 ヌ 民好 「.5YR5/4 5YR6/3 )3-257 代 昆石、クサノ礫 、黒色租子

日縁部凹線文 示 艮 bY К4/6 10YR6/6 )3--78 代 オャー ト、臼色粒子

艮 好 10YR7/2 10YR7/3 )3-115 へ 豊子と 百英、黒色粒子

艮 好 10YR7/3 10YR7/3 )3--48 代 罠石、黒色粒子、白色粒子

口縁 郡 凹 繰 文 良好 5Y7/3 25Y7/1 )3-175 へ タサリ礫、白色粒子

口縁 部 円 形 洋 文 良好 25Y7/3 10YR7/3 )3--265 へ 屍石、石英、酸化赤粒

口縁 部 円 形 洋 又 良好 .5YR7/4 7 5YR7/3 )3--135 B 罠石、石英、酸化赤粒、臼色粒子

口縁部円形浮文 良好 10YR6/2 10YR7/2 )3--103 ヘ 昆石、酸化赤粒、自色粒子

艮 好 10YR7/3 10YR7/3 ,3-― bZ 代 卿 ヒ亦 柾 、黒 色 柾 十 、日包 柾 十

下 具 ぢbYКも/3 〕.5YR8/3 )3--76 ヘ 更石、石栗、臼色粒子

良好 5YR7/4 10YR6/4 )3--32 代 屍石、酸化赤粒 、口色粒子

艮 好 .5Y7/1 ;YR6/3 )3--266 代 長石、石英、酸化赤粒、黒色粒子、
白色粒子

日縁 部 円形 浮 文 (2段 )。 4im猫 反

件甘

艮 好 10YR7/3 10YR7/4 )3--190 代 罠石、石英、酸化赤粒、白色粒子

口稼部 円形浮文 (2段 ) 艮 好 2.5Y7/2 5Y7/2 )3--100 代 罠石、黒色粒子、白色粒子

口稼部端師猫授状ズ、円形彫双

(竹管押圧 )

良好 「.5YR8/3 「5YR3/3 )3--70 代 罠石、酸化赤粒、白色粒子

口稼部 円形洋ズ (竹管理 l■ , 良好 10YR4/1 10YR6/3 )3--65 代 罠石、石英、角閃石、白色粒子

口縁部竹官更 良好 10YR6/1 5YR7/4 )3- B 2次焼 成 罠石、石英、チャート、白色粒子

口縁 部 円 形 洋 X やや良好 5YR7/4 7 5YR7/3 )3--4 3 屍石、チャート、酸化赤粒

口縁 岡
`灰

状 ズ やや良好 7.5YR7/2 10YR8/2 )3-3 へ 泉 YTg・ 糸 罠石、石英、チヤート、酸化赤粒

良好 Z5Y7/2 25Y7/2 )3--267 代 罠石、石英、チヤート、酸化赤粒、自
名蜂 旱

口縁部円形浮文 良好 25Y7/2 2.5Y7/2 )3-186 3 屍石、石英、チヤート、酸化赤粒、自
室持 子

良好 25Y7/2 2.5Y8/2 )3-51 へ 露石、石英、チヤート、酸化赤粒

良好 5YR6/6 5YR6/6 ,3--131 3 屍石、石英、酸化赤粒、臼色粒子

良好 10YR7/3 10YR7/4 )3--214 3 昆石、石英、白色粒子

実測遺物観察表 (1)
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No 調査区 遺構 種別 時期・系統 器 種 法量 器形の特徴 整。成形の特徴

〕3-2優E WR001 上器 に 内 霊 口)20.0

F諭 )コ甦42
支 日状 口稼 部 【口縁部】(外)ユビナデ(?)(内 )ユビナデ(?)

)3-2区三 Rヽ001 上器 吐 円 ～ 昴

留

電 日)24.0

√諭)コ甦48
何段口縁部 【口縁部】(外)ミガキ(内 )ユビナデ

〕8-2匝こ Rヽ001 上器 (l■ 周～

布留

亜 日)152
局)現52

胴部の張り弱ヤ 口縁部】(外)ユビナデ (内 )ユビナデ
胴部】(外)ミガキ (内 )ヘラナデ

)3-2盪こ NR001 上器 堕 内 亜 口)166
高 )現 107

日縁部端直立気
喋

口縁部】(外)ヘラナデ (内 )ユビナデ
胴蔀】r妹、ヘラ十デ r内 才ヽ汐十デ

)3-2鬱ミ NR001 上器 旺 内 琵 口)129
高)28,1

胴部球形、口縁郡
康≡い

口縁部】(外)ミガキ(内 )ミガキ
胴部1(外)ミガキ(内 )ユ ビナデ・イタナデ

〕3-2レと WR001 上器 王 内 〓亜 (ガH)23.3
(高 )現 21.5

回淵も卜十 歳 天 後 、

器壁 厚 い

[月同部】(外)夕タキ・ミガキ(内 )イタナデ

)3-2惇と NR001 上器 価 留 一延 日)15.8

高)現44
祐付 口縁 【口縁部】(外)ヘラナデ (内 )イタナデ(?)

)3-2佐と NR001 上器 雨 留 一亜 口

一局

160
ヨ見4.2

む付 口縁部 日縁部 】(外)― (内 )ミガキ

)3-2優至 NR001 土 器 L四 ～

f石コ

壷 口

一島

15.4

D記 12.2

巨 日縁 部 [口 稼 部 よ 外 ,く刀 千 (周 ,一
【胴部】(外)ミガキ(内 )イタナデ・ユビオサェ

)3-2区 NR001 土 補 L門 ～

■Eン

一霊 (局 )現6.5 口稼部巨繰 的に

立上る

〔口縁部】(外)ミ ガキ(内 )ミガキ
〔胴部】(外)ミガキ(内)イタナデ

)3-2匠三 NR001 士器 圧 困 ～

〒彊コ

一こ 日

盲
128
翻 Al

巨ロルR部 t口 稼部】(外 )ミガキ(内 )ミガキ
〔胴部】(外)ヘラナデ (内 )イタナデ

Э3-2優こ N民001 土器 (庄 内 ～ )

常留

五 口

盲

15 2

=日
A,

口豚 部 や や 開 く 口縁部 】(外)ミガキ (内 ,ミガキ

03-2匝こ NR001 土器 市留 重 口
盲

12,3
ユロ4A

直日縁部 口稼部】(外 )ミガキ (肉 ,ユビすア
R日 獣Ir猟、_r肉、/rヵ十ギ r,ヽ

03-2匠至 NR001 士器 価留 壷 口
盲

119
岬01

旦 口稼 測
`

口稼淵
`】

(外 ,ミ ガキ (困 ,ユ ビナテ
隅獣 】r猟、ドデ■ r肉、ヘラオガ 〕

〕3-2優こ NR001 上器 市留 霊 (日 )182
(拝千)ヨElo 3

亘日縁部、やや開 口縁部】(外)― (内 )一
隔 獣 lr猟 _ゝr内 _ゝ

1 D3-2優三 NR001 上器 市留 〓電 口)82
高)現 116

小型直口重、器壁
軍い、いびつ

口縁部】(外 )ユビナデ (内 )ユビナデ
隔蔀】r猟、_r内、ュr十デ

)3-2優こ NR001 上器 価留 重 (高 )現94 可W型直 口賃訳?) 口縁部】(外)ユビナデ (内 )ヘラナデ
胴部J(外)ヘラナデ・ヘラケズリ(内 )ヘラケズリ

D3-2鬱■ Rヽ001 土器 王 内 一翌 口)9.9

高)163
胴淵も甲 桂 最 天 後 、

央底
【口縁部】(外)ユビナデ (内 )ユビナデ
【胴部】(外)― (内)イタナデ

ジ3-Z匹 NR001 上器 π 留 刑 形` 臣 日

一島

10.2

つ記5.6

口縁 部 巨 立 気 味 〔口縁部】(外)ユビナデ (内 )ユビナデ
r胴部】(外 )ミガキ(内 )ミガキ

)32区 Rヽ001 土 器 旺 肉 /J｀ 型 霊 口

一局

82
現62

畑部 球 形 〔口稼郡】(外)ヘラナデ (内 )ユビナデ
【胴部】(外)ヘラナデ (内 )ヘラナデ

)3-2区 Rヾ001 土器 (庄 内～ )

行留
句` 坐 空 口

意

88

=日
氏 0

Ⅶ罰も球形 口稼部】(外)ユビナデ (内 )ユビナテ
胴部】(外)ミガキ (内 )ヘラナデ

)3-2優こ Rヾ001 土器 行留 小型五 (口 )9.6
rだ三ゝ王日7,

胴罰
`球

形 化 口稼部】(外 ,ユどすデ (内 )ユビすア
胴部】(外)ヘラナデ (内 )ユビナデ

)3-2優こ Rヾ001 土器 王 肉 ～ 布

盟

小型重 (口 )8,8
r盲 報ヽ lo 9

胴部球形、底部平
七日

口縁部】(外)ユビナテ (内 ,ユビナデ
胴都】

`外

)ミ ガキ
`内

Ⅲヘラナデ・ュビナデ

)3-2優至 Rヾ001 土器 布 留 い型重 口
富

69
,日 R0

底部僅かに突出 【口稼司∫】(外 ,ユビナテ (困 ,ユビすテ
r胴部】(外Ⅲヘラナデ (内 )ヘラナデ

)3-2鬱こ Rヾ001 土器 土 円 (～昴

蟄Ⅲ

丑 (高 )現54 顎部直立気味 【頸部】(外)ヘラナデ (内 )ミガキ
【丹同部1(外)ヘラナデ (内 )ュビオサェ・ュビナデ

)3-2区 寸R001 土 器 土肉 ～ π

蟄

〓望 (高 )現4.7 頸部に低凸帯 【顕部】(外)― (内 )一

)3-2区 NR001 土 器 土 円 ～ 和

雪

〓盟 (高 )現5.3 嵐部 の 開 きFJaい 胴部】(外 )ヘラナデ (内 )イタナデ
底部】(外)ュビオサェ・イタナデ

)3-2優 こ 寸R001 士器 市 督 〓霊 (高 )現81 太型 品(?) 〔胴部】(外)ヘラケズリ(内 )イタナデ

〕3-2レと Rヾ001 上器 猾 伍 甲 期

後 半

本 日)236
高)現6.5

口縁部肥厚 口縁部】(外)ユビナデ (内 )ユビナデ
胴部】(外)ヘラナデ(?)(内 )ユビオサエ。ュビナデ

D3-2レ生 Rヾ001 上器 И 鉦ヽ 甲 期

後 半

台付 鉢 (F尋 )引4.8 即部の開き強ψ 〔鉢部】(外)ヘラナデ (内 )ユビナデ(?)

【脚部I(外 )――(内 )ユビオサエ・ユビナデ
D3-2セζ NR001 上器 刀 ⊆ヽ 甲 期

後半
鉢 (口 )28.0

(高 )現44
姑付 口縁部 〔日縁部】(外)ユビナデ (内 )ユビナデ

〔胴部】(外)― (内 )ヘラナデ
D3-2鬱と Rヾ001 上器 亦生後期 I寸 鉢 (F尋 )猟4.6 氏脚 部 鉢部】(外 )ミガキ(内 )ミガキ

脚部】(外 )ヘラナデ。ユビナデ
〕3-212■ NR001 上器 列ヽ生 I「期

後半
鉢 (日 )228

(高 )現56
口稼郡端平坦 口縁部 】(外 )― (内 )ヘラナデ

〕3-2鬱ζ NR001 上器 不 生 後 翔 句` 型 第 高)引57 囁部 ほ ほ 半 坦 月日淵も】(外リヘ フπ スツ(阿 ,ヘフア ア・ユ ビア ブ

底部】(外)ヘラナデ
)3-2鬱生 Rヽ001 上器 か生後翔 琳 (高 ,現3.5 氏部輪状台 月H部】(外)夕タキ (内 )ヘラナデ

底部】(外)ユビオサエ
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文様の特徴 焼 成 内 外 実測図NO 薪
率

備考 胎 土

民好 10YR7/4 10YR7/3 33--216 代 衛央 、駿 4L亦柾 、黒 包 柾 十

民好 〕5Y7/2 10YR7/3 D3--97 ゝ 長石 、テ ヤー ト、クサ ツ礫 、酸 化 赤 粗

貝好 10YR7/3 10YR7/4 )3-33 ヽ 長 rH、 冶 夷 、日色 粒 子

属【女子 2.5Y6/2 2.5Y6/3 )3--213 B クサリ礫、黒色粒子、白色粒子

R好 LOYR7/3 10YR7/3 〕3-12 D 胴部外面黒斑 長石、クサリ礫、雲母

やや 艮 好 5YR7/6 ;YR7/6 )3-10 田部外面煤付着 長石、石英、酸化赤粒、白色粒子

襲好 10YR7/3 10YR7/3 )3-19 長石、チャート、酸化赤粒、白色粒子

良好 ぢbYr/Z 〕.5Y7/2 33-50 長石、石英、チャート、酸化赤粒、白
偽 持 子

良好 5YR6/6 5YR6/6 D3--132 B 長石、石英、酸化赤粒、白色粒子

民好 ;YR7/3 5YR7/3 ひ3--184 A 員石、石栗、クサリ礫、自色粒子

民好 10YR7/3 tOYR7/3 )3--185 A 長石、石英、テャート、クサリ礫、酸イヒ
赤粒

やや良好 2.5Y7/3 7.5YR7/3 )3-3V A 長石、石栗 、クサツ礫 、酸化赤粒

R好 10YR7/2 10YR7/2 ― bb A 魔れ、駿 4監亦柾、日色柾十

民好 5YR7/3 「,5YR7/4 )3--91 B 昆石、石英、テャート、酸化赤種、黒
螢粒子、白色粒子

やや 艮好 5YR7/3 ;YR7/3 )3--206 B 民狛 、石 英 、テ ヤー ト、酸 化 亦 種

艮 好 10YR7/2 10YR7/2 )3-129 屍れ 、クサ ツ傑 、日色 種 子

艮 好 I.5YR8/1 5YR7/3 )3--90 3 長石、チャート、白色粒子

良好 10YR6/2 10YR6/2 )3-11 D 口縁部・月同部外面
里 蔀

昆石、石英、白色粒子

良好 10YR7/3 10YR7/3 D3-38 A 雲母、酸化赤粒、黒色粒子

良好 5YR6/4 7 5YR6/4 )3-156 長石、石天 、雲母、自色粒子

民好 10YR7/4 10YR7/3 〕3--153 民石 、チ ャー ト、酸 化 赤 粒 、口色 粒 子

民好 :5Y6/6 5YR6/6 〕3--250 庶れ 、れ 央 、駿 4ヒ亦 柾 、日 包 柾 十

R好 10YR7/3 10YR7/3 )3-127 罠石 、チ ャー ト、日色 粒 子

民好 25Y7/2 10YR7/2 )3--207 D 罠rl、 石 栗 、クサ ッ礫 、黒 色 粒 子 、国
名蛉 年

頃部櫛歯刺突文、胴部櫛歯波リ
文

貝好 5YR6/4 ;YR7/4 )3--223 東海西部系 長石、チャート、白色粒子

顎部矢羽状文 罠夕子 10YR7/2 10YR7/2 03--23 ヽ 長石、チャート、クサリ礫、酸化赤粒、
白 魯 埒 子

罠夕子 10YR7/3 10YR7/4 03-15 A 桐部外面黒斑 長石、チャート、白色粒子

民 好 テY5/1 10YR6/4 D3--92 A 民石、石英、白色粒子

llR部簾状文 良好 OYR7/3 7.5YR7/3 )3--248 B 民石、石英 、口色粒子

良好 5YR3/6 .bYКも/6 )3--73 A 民石、チャー ト、臼色粒子

胴部簾状文 良好 「.5YR5/3 10YR5/3 )3--109 A 生捌 西露 系 民石、角閃石、酸化赤粒 、自色粒子

R好 5YR6/6 1 5YR7/4 〕3-154 B 石天、酸化赤粒 、自色粒子

口稼部 凹繰 文 やや不良 10YR8/2 10YR3/2 )3--69 代 民石、クサリ礫 、自色粒子

良好 10YR7/3 bYК r/3 ,3-― Vυ 3 受石、石栗 、酸化赤粒 、自色粗子

良好 10YR7/3 ;YR6/6 ,3--4υ 代 伯央 、駿 4ヒ亦 柾 、黒 色 柾 十 、日 色 柾

子

実測遺物観察表 (2)
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No 調査区 遺構 種 別 時期。系統 器種 法 量 器形の特徴 整・成形の特徴

)3-2優至 Rヾ001 上器 亦 生 後 剰 嚇 〔F毒 )つ兒4.0 即罰も開 く 胴部】(外)ユビオサエ・ヘラナデ (内 )ヘラナデ
度部1(外)ュビオサェ (内 )ュビナデ

)3-2優こ WR001 上器 か生後翔 琳 (1■も,引3V 」ヽ状 に 開 く 胴部】(外)ユビナデ・ヘラクズリ(内 )ヘラナデ

)3-2鬱ζ NR001 上器 吐円～4H

留

丸ほ 鉢 (日 ,130
r再室ヽ 民n

口稼 部 端 矢 り気 啄 口縁部】(外 )ユビナデ (内 )ユビナデ
隔獣】r猟 _ゝr内、_

〕3-2修ζ Rヽ001 上器 π 留 鉢 (日 ,10.8
rど

=ヽ

エロ40
口縁部・月同部外傾 日稼 部 】(外

'ユ

ビす ア (円 ,ユ ビア ア

胴部1(外)ュビナデ (内 )内面ミガキ

)8-2区 Rヽ001 上器 吐内 (～布
E♂ゝ

琳 (口 )230
(富 )115

ミ部僅かに突出 日縁部】(外)ミガキ (内 )ミガキ
胴部1(外)ミガキ (内 )ミガキ

)3-2区 NR001 土器 布留 丸底鉢 日

高
胴部球形に近し 口縁部】(外。内)一

胴部】(外)ミガキ(内 )ミガキ

)32区 N民001 土器 布留 小型鉢 (口 )113
(高 )87

:Π部球形化 日縁部】(外)ミガキ (内 )ミガキ

胴部】(外)ミガキ (内 )ミガキ

)3-2区 NR001 土器 弥生後期
～庄内

荷子田琳 (高)現2.2 氏樹うの 共 ttl弱 い 底郡 】(外)― (内 )ヘラナデ

)3-2区 NR001 土器 獅生後剛
～Hr内

荷子L鉢 (F尋 )〕壮52 桐部知 頃強い 胴郡 】(外)夕タキ (肉 )ヘラナデ

)3-2優こ NR001 土器 小生 中期

変半

高杯 (口 )22.9

(高)現4.4

口縁郡巨立気「/k 日稼部 】(外)ユビナデく?)(内 ,ユビナデく?)

)3-2優【 NR001 土 器 弥生後期 再杯 √乳)猟9.0 百稜 高 杯 (?) 郵
部

杯
脚

(/1・ )ミ ガキ (肉 )ミガキ
r択、sデ■ r肉 ヘゝラ十ギ

)3-2区 NR001 土器 弥 生 甲 期

後半
司杯 〔脚,13.3

(高)現134
即部 任 状 脚部】(外)ミガキ(内 )ヘラナデ

ひ3-2区 NR001 土恭 弥 生 後 剰 再杯 〔F尋 ,つ砧10.5 言榎 局 杯 杯部】(外 )ミガキ (内 )ミガキ
脚都1`外)ミ ガキ(内 )ヘラナデ

〕3-2匹 NR001 土器 郷 生 後 期 島称 ("印,12.9
rだ

=、

ェロA7
即部 狂 ウ(・ コ営開 き 脚部】(外 )ヘラナデ(?)(内 )ヘラナデ

,」―Z匹 Rヽ001 土器 に 内 葛杯 (茅下)22.8
rs― 朔ゝ 1ク R

荷稜高杯 杯部】(外)ミガキ(内 )ミガキ
胴部1(外)― (内 )イタナデ

)3-2区 N民001 土器 庄 内 葛杯 |〃印)11.9
停■ヽ手目1ク ク

有稜高杯 【杯郡】(外)ミガキ(内 )一
【脚部】(外)ミガキ(内 )ヘラナデ

)3-2優こ NR001 土器 庄 内 司杯 (杯 )17.5
(拝考)コ巳lo 6

何段高杯 【杯部】(外)ミガキ(内 )ミガキ
【脚部】(外)ミガキ(?)(内 )ユビナデ

)3-2優こ NR001 士器 EE内 再杯 市下)10.6

高)6.0

躊ヽ 淵6司即淵
`と

も低 【杯郡】(外)ミガキ(?)(内 )ミガキ(?)

【脚部】(外)ミガキ(内 )ヘラナデ
〕3-2鬱E NR001 土器 匡 内 再杯

"翌

)8,4

1干き)コ冦4.9
即部 内湾気味 【脚部】(外)ヘラナデ (肉 )ヘフすデ

〕3-2区 NR001 土器 l■ 閣～れ
留

司杯 (lHl)12.7

(高)現9,4

即司
`|ハ

」宇状に
覇(

【脚部】く外,ミガキ(困 ,ヘフすア

)3-2レ生 NR001 土器 π 留 司杯 〔日,14.9
4コ室ヽ ln,

岬 部 端 僅 か に弥
入ヽオ「

杯部】(外 )ハケ・ミガキ (内 )ハク・ミガキ
脚部1(外)ミ ガキ・ユビナデ (内 )ヘラナデ

)3-2鬱と Rヽ001 上器 下 留 尚 村ヽ 称 ,11.ユ

首 7ゝA
琳ヨ

`直
線 門に豆

トス
杯部】(外)ミガキ (内 )一
陶煎】r猟、sデ羊 r内 ヘヽラ十デ

)3-2優こ Rヽ001 上器 布 留 高杯 (口 )11.6
r盲 rゝH4偏

添部椀状 【杯部】(外 )― (内 )ミガキ

)32区 NR001 上器 布留 高杯 ("甲 )10,0
r恵 朔ヽ7R

印削 ハ 」子 林 【脚部】(外 )ミガキ(内 )ミガキ

)3-2区 WR001 上器 行留 高杯 (か甲)12.4
rば軍、,日 Aハ

即部裾外反 【脚部】(外)ミガキ(内 )ヘラナデ

)3-2じこ Rヽ001 土器 布 留 高杯 (μT)11.4
r=章Ⅲァロ馬 ,

即部柱状(?) 脚部 】(71・

'一

―(困 ,ヘフアア

)3-2優こ NR001 上器 布留 高杯 (〃甲)12.5
(高)現7.3

卿部 内湾気味 脚 淵もよ 外 ブヘ フア ア (円
'一

93-2優こ Rヾ001 上器 布 留 再杯 (F尋 )〕寇4.8 眠脚部 脚郡 】(外 )ヘラナテ (肉 )ヘラナデ

D3-2優至 寸R001 上器 か生 甲 期

隆半

器台 (》コ)13.0
(高 )現72

脚部直線的に立

上る
1脚部】(外)― (内 )ハケ

〕3-2厄E NR001 上器 王内～布

認

器 台 (St)92
(高 )7.3

実 測6辰 い � 沖 九

い、脚部端丸い
受部】(外 )ミガキ(肉 ,ユビすテ
脚部1(外)ミガキ(内 )ヘラナデ

D3-2匝三 Rヾ001 土 器 か伍 甲 期

墜半

監 口)86.0

1高)現68
口縁部端上下張
出す

口稼部】(外 ,ハク・ユビすデ (内 )ユビすデ

胴部】(外)ハケ (内 )ハケ

)8-2優E NR001 上 器 かT_甲 期

墜半

竃 (日 ,360
(浮零)〕尾66

日稼部端直立 口稼部】(外 )ユビナア (内 )ユビすテ
胴部】(外)ヘラナデ (内 )ヘラナデ

)3-2彊こ NR001 上 器 か征 甲 期

変半

監 (口 )32.2

(高 )現 5,4

口稼部短く屈 曲 i口 稼部】t7r,ユビすデ (内 ,ユ ビすア
1胴部】(外 )ヘラナデ(?)(内 )ユビナデ(?)

)3-2区 NR001 土器 か生 lT期

変半
資 (口 )29.0

(高)現6.6

口稼部端上下張
出す

〔口縁部】(外 ,ユビすデ (関 ,ユビすテ
師 都1`外Ⅲ―

`内

Ⅲヘラナデ

)3-21丞 NR001 土器 小生甲翔
変半

篭 (日 ,25.2

(高 )現 5,9

日縁 部 端 巨 立 日稼部】(外)ユビケテ (困

'ユ

ビすテ
胴都1(外Ⅲヘラナデ

`内

)ハケ
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文様の特徴 焼成 内 外 実測図醜 舞
率

備考 胎 土

艮 好 「.5YR7/3 ;YR7/6 〕3--252 B 長石、石英 、日色粒子

艮 好 10YR7/2 「.5YR6/3 )3-241 B 民石、石英、クサヅ礫、白色粒子

艮 好 「.5YR7/1 5YR7/4 )3--174 B 民石、酸化赤泣、白色粒子

良好 10YR7/2 10YR7/4 )3--18 B 長石、チャート、白色粒子

良好 10YR7/3 10YR7/3 )3--205 D 民石、石英、クサリ礫、白色粒子

良好 5YR7/6 5YR7/4 )3-6 D 匿部 穿 子し 民石、チャート、白色粒子

良好 10YR7/2 2.5Y7/2 )3--102 C 胴部 外 向 黒 斑 民石、石英、チヤート、酸化赤粒

良好 5YR7/6 5YR7/6 )3--66 A 白色粒子

良好 10YR7/8 7.5YR7/8 )3--254 B 長石、石英、酸化赤粒、自色粒子

豚部凹線文 罠好 10YR6/4 10YR6/4 〕3-31 A 長石、チャート、白色粒子

4フテ髭二了L R好 10YR8/3 10YR7/3 D3--210 B 昆石、石英、チヤート、クサツ礫、酸化
茉対

生方27L透子L R好 25Y7/2 .bYК6/り )3- B 台付土器の可能
輩ふ う

昆石、石英、クサリ礫、日色粒子

罠好 10YR5/2 10YR5/2 〕3--59 民石 、石栗 、酸イヒ赤粒 、黒色粒子 、

白色粒子

;方透孔 民 好 5YR6/6 7 5YR6/4 )3-7 3 唆化赤粒、白色粒子

民 好 10YR7/3 10YR7/3 33--211 受石、石栗 、チャー ト、酸化赤種 、日
名約 子

[フデ掘E7L R好 「.5YR8/2 10YR7/3 D3--177 東海西部系 長石、チャート、酸化赤粒、白色粒子

R好 5YR7/4 5YR7/4 D3--128 長石、石栗 、日色紅イ

[方透7L R好 7.5YR7/4 7.5YR7/4 )3--183 長石、石英、クサリ礫、酸化赤粒

民好 10YR7/3 10YR7/3 D3--193 3 長石、石英、クサリ礫

t方透孔 民好 7.5YR7/4 7 5YR7/4 )3--37 長石、チャート、酸化赤粒、自色粒子

やや不艮 7.5YR8/3 7 5YR3/3 ,3-一 rb 長石、石英、チヤート、酸化赤粒、日
偽 締 子

R好 10YR6/4 10YR7/4 )3-191 長石、石英、チヤート、自色糀子

艮好 10YR7/3 10YR7/3 )3-― Zυ Z 昆石 、チャー ト、酸化赤粒

l方透 孔 民好 .5YR7/4 bYК r/3 D3--218 3 民石 、石要 、酸化赤粒 、口色粒子

〕万透孔 民 好 r.bYr/Z 25Y7/2 〕3--178 3 民石 、チャー ト、酸化赤粒 、国色種予

1フテEE子し 民 好 5YR7/4 5YR7/4 〕3-5 B 昆石、チャー ト、酸化赤和

不良 7 5YR6/8 10YR4/1 D3--62 B 民石、石英、チャート、白色粒子

民好 10YR8/2 10YR8/2 D3-77 A 長石 、チ ャー ト、日色 種 十

脚部凹線文 良好 7 5YR8/3 I.5YR8/3 )3-71 A 民石、石英、酸化赤粒、白色粒子

不 良 10YR8/2 10YR3/2 )3--64 C 長石、石英、チャート、酸化赤粒、白
色粒子

農好 25Y6/2 Z.5Y6/2 )3-181 B 昆石、雲母、酸化赤粒、白色粒子

良好 25Y8/2 み.5Y8/2 )3--263 A 昆石、クサリ礫、黒色粒子、白色粒子

民好 「 5YR7/3 2.5Y7/1 )3--192 A 昆石、クサリ礫、酸化赤粒、白色粒子

口部簾状文 良好 10YR3/2 10YR8/2 )3--68 A 昆石、石英、チャート、クサノ礫、酸化
ホ粒、白色粒子

良好 .5YR7/4 5YR7/4 )3--240 A 百英、酸化赤粒、白色粒子

実測遺物観察表 (3)
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NO 調査区 遺構 種別 時期。系統 器 種 法 量 器形の特徴 整・成形の特徴

)3-2鬱と Rヽ001 土 器 刀ヽ⊆ 甲 期

変半
篭 (日 )22.3

(高 )現5.4

口縁部短く屈 曲 日縁部】(外)ユビナデ (内 )ユ ビナデ
胴部】(外 )ュビナデ (ハ )ヘラナデ

D3-2EE Rヽ001 土 器 開 ⊆ヽ 甲 別

後半
甕 (口 )27.4

(高 )現5.2

日縁部短く屈 曲 [日 縁部】(外)ユビナデ (内 )ユ ビナデ
r隔獣】r猟、_r内 _ゝ_

D3-2EE NR001 土 器 郷生甲剛
後半

饗 口)350
高)現 5.7

口縁部短く屈 曲 口縁部】(外)ユビナデ (内 )ユ ビナデ
胴 蔀 】r猟Ⅲ_r内 、_

)3-2区 NR001 土 恭 亦生 甲別

後半

蟹 口)38,4

高)現5,0

口縁 部 端 直 立 〔日縁部】(外)ユビナデ (内 )ユビナデ
〔胴部】(外 )ヘラナデ (内 )ヘラナデ

)3-2匠こ NR001 土器 弥 生 甲 別

後 半

篭 (口 )168
(高 )現69

日縁部上端張出
す

口縁部】(外)ユビナデ (内 )ユビナデ
胴部1(外)ヘラナデ (内 )ヘラナデ

)3-2優【 N民001 士器 V様式系 篭 口

一働

156
つ見10.9

口稼部端丸い、月「
部張り弱い

口縁部】(外)ユビナデ (内 )ユビナデ
胴部】(外)タタキ(内 )イタナデ

〕3-2優こ NR001 上器 V様式系 篭 (口 ,15.2

(高)現74
日稼 部 端 丸 ψ 日縁部】(外)ヘラナデ(?)(内 )ヘラナデ(?)

胴部I(外)タ タキ (内 )イタナデ
)3-2優こ Rヽ001 上器 V様式系 甕 (口

(高

15 1

現67
口稼 部 端 丸 し 【口縁部】(外)ヘラナデ (内 )ヘラナテ

開同部】(外 )タタキ (内 )イタナデ
)3-2優I NR001 上器 V様式系 甕 (口

r菖
14.4
爾 Rn

口縁 罰
`端

丸 い 口縁部】(外 )ヘラナデ (内 )ヘラナデ
胴部】(外)タタキ (内 )イタナデ

)3-2優こ NR001 士器 V様式系 饗 口

吉
170
エロ16負

引可罰
`テ

慕舟タイヒ 【日稼部J(外,ユ ヒアア 円ヽ,ユ ヒアア
【胴部】(外 )タタキ (内 )イタナデ

D3-2優至 NR001 上器 V様式系 饗 (口 )169
r'雲 雪ゝR9

B同 部 の 張 り弱 い 、

日縁 部 開 ★強 い

口豚 司
`J(外

リユ ヒア ア (周 ,ユヒア ア

胴部】(外 )タタキ(内 )イタナデ
33-2厄至 WR001 上器 V様式系 甕 (口 )174

rF=、 ,日 。A
口稼 郡 開 き強 い

隔 獣 の 龍 猾弱 い
【日稼部】(外)ユビナテ (内 )ユ ビナデ
【胴部】(外 )タタキ(内 )ヘラナデ

〕3-2「丞 NR001 上器 V様式系 甕 口)180
F名 テゝロ7,

日穆軒部〕儒丸 い 〔口縁罰
`】

(71・ ,ユビすデ (肉 )ハク・ユビナデ
〔胴部】(外)タタキ(内 )イタナデ

D3-2惇と NR001 土 器 V様式系 饗 口)17.0

√諭)刃冦7.3

口縁部端丸い 日稼部 J(外,ユビすテ (肉 ,ユ ビすテ
胴部 1(外)タタキ

`内

Ⅲイタナデ・ュビナデ

D3-2鬱と Rヽ001 土 器 V標式系 窒 口)147
高)現 ■ .6

阿部球形 日縁部】(外 )ヘラナデ(?)(内 )ヘラナデ
Π隔獣 lr猟、″″諄 r内 才ヽ″十ギ

,3-2鬱と 寸R001 土 器 V様 式 系 篭 口

一Ｒ

17.3

B見 5,7

口縁部端優かに
立上る

日縁部】(外)ユビナデ (内 )ユビナデ
胴部】(外)タタキ (内 )イタナデ

)3-2EE NR001 土 器 V標 氏 系 監 口

一局

24.2

現66
口縁部端丸 V 口縁部】(外 )ユビナデ (内 )ユビナデ

B同部】(外)タタキ(内 )イタナデ
)3-2区 NR001 土器 V標 式 系 篭 口

一局

150
コ屠5,7

口稼部端丸ヽ i口 縁部】(外)ユビナデ (内 )ユ ビナデ
1月同部】(外 )タタキ(内 )イタケズリ

)3-2優こ NR001 上器 V様式系 霊 日

高

182
岬 11_馬

日稼 部 短 い :日 縁部】(外)ユビナデ (内 )ユビナデ
【胴部】(外)タタキ (内 )イタナデ

)3-2EXI NR001 上器 V様式系 蟹 (口 ,120
rに雪、ェロc II

桐ヨ
`球

形 【口稼部】(外)ミガキ(内 )ユビナデ
【胴部】(外 )― (内 )イタナデ(?)

)3-2優こ NR001 上器 V様式系 饗 (口 )16.6
rEョ、ェロlR 9

胴濁
`力

兵舟夕化 口稼部】(外 ,ユビナデ (内 )ユ ビナテ
胴部】(外)タタキ (内 )イタナデ

)3-2優三 NR001 土 器 V様式系 甕 口

菖
154
エロR9

胴部球形化 口縁部】(外,ユビナデ (内 ,ユビすデ
胴部】(外 )タタキ(内 )イタナデ

)3-2彊至 NR001 土器 V様式系 甕 日)15.8
停著ヽエロoR

口縁部端丸い 日豚 罰
`】

(外 ,ユビす テ (肉 )ユ ビナ テ

胴部】(外)タタキ(内 )イタナデ
〕3-2優至 Rヽ001 土 器 V様式系 饗 口)160

高)現 101
日縁部端僅かに
盲 寺

口稼部 】(外,ユビナア (内 ,ユビすテ
胴部 I(外 )タタキ

`内

Ⅲイタナヂ

D3-2修と NR001 土 器 V様 式 系 饗 口)134
√亀)現 9.4

口縁部端丸し 【口縁部】(外 )ユビナデ (内 )ユ ビナデ
r胴部1(外 )タタキf内 )イタナデ

D3-2鬱と WR001 土 器 V標 式 系 竃 日

一島

158
現97

口縁部端丸ヤ 日縁部】(外 )ヘラナデ (内 )ヘラナデ
胴都】(外)タタキ (内 )イタナデ

〕3-2鬱

`
NR001 土 器 V標 式 系 篭 口

一局

26.2

現 8.5

口縁部端九い 【口縁部I(外 )ユビナデ (内 )ユ ビナデ
[胴部1(外)タタキ

`内

)ュ ビナデ
)3-2けと NR001 土器 V様 式 系 篭 口

一局

14.8

現62
日縁 部 端 丸 い 口縁部】(外 )ヘラナデ (内 )ヘラナデ

胴部 I(外 )ミガキ (内 )イタナデ
)3-2優こ Rヾ001 土器 V標 式 系 饗 (口 )188

(高 )現 7.7

口縁 部 端 丸 い 【口縁郡】(外 )ユビナデ (内 )ユ ビナデ
【Л同部】(外)タタキ(内 )イタナデ

)3-2優こ Rヾ001 土器 V標 氏 系 饗 口

一島

152
現 72

口稼部端丸い 〔口縁部】(外)ヘラナデ (内 )ヘラナデ
「胴部】(外 )タタキ(内 )イタナデ

D32区 Rヽ001 土器 V標 氏 系 縫 (口 ,182
(高 )現 8.7

口縁 部 巨 立 気 味 口縁部】(外 )ユビナデ (内 )ユ ビナデ
胴部】(外)タタキ(内 )一

03-2区 N民001 上器 V標 氏 系 甕 口

一島

130
〕記65

日稼部端丸い 日縁部】(外)― (内 )一
胴部】(外 )タ タキ (内 )一

03-2優こ Rヾ001 上器 V標 式 系 密 (日 )200
(高 )現 5,1

日縁 部 端 丸 い 口縁部】(外 )ユビナデ (内 )ユ ビナデ
胴部】(外)タタキ (内 )イタナデ

)3-2区 NR001 上器 V標 氏 糸 篭 日

一れ

13.8

D記5.6

口縁 部 端 丸 い 口稼部】(外)ヘラナデ (内 )ヘラナデ
胴部】(外)タタキ (内 )イタナデ

)3-2区 Rヽ001 土器 V様 式 糸 篭 口

一島

17.4

コ冠7.0

日稼 部 端 丸 い 口稼部】(外)ヘラナデ (内 )ヘラナデ
胴部】(外)ミガキ (内 )イタナデ。ユビオサェ
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文様の特徴 焼成 内 外 実測図h 斯
茎

備 考 胎 土

艮好 10YR7/4 7 5YR7/4 )3--53 A 長 石 、テ ャー ト、黒 色 粒 子

艮好 7.5YR5/4 7.5YR5/3 )3--54 A 長石 、口色 粒 子 (粒子 多 包 ,

民好 10YR8/2 10YR8/2 〕3--74 代 昆石、チャート、クサリ礫、白色粒子

艮 好 10YR7/3 B.5Y7/3 )3-197 へ 長石、クサ

'礫
、酸化赤粒、白色粒子

民 好 25Y7/2 10YR5/4 D3--142 B 長石、石英、白色粒子

R好 25Y7/2 10YR7/4 03--244 B 胴部外面媒付着 長石、石英、チャート、酸化赤粒、白
魯 蛉 子

属と夕f 5YR7/4 7 5YR6/4 〕3--247 B 長石、石英、酸化赤粒、白色粒子

貝好 10YR7/3 2.5Y7/2 D3--196 B 口縁部外面媒付
着

長石、石英、クサノ礫、酸化赤粒

良好 bYttr/Z 7 5YR7/4 )3--238 B 民石、クサノ礫、酸化赤粒、白色粒子

良好 〕5Y7/2 ぢ.bYr/Z )3-21 A lF部外面媒付看 民石、石英、黒色粒子、白色粒子

良好 !OYR6/4 「 5YR7/4 )3--14 代 昆石 、チャー ト、クサリ礫 、自色粒子

やや良好 10YR5/3 OYR7/ )3--43 3 民石 、チャー ト、酸化赤粒 、黒色粒子

良好 7 5YR7/4 「.5YR7/4 )3-125 3 長石、石栗、チヤート、酸化赤粒、国
色粒子

民好 25Y7/2 10YR7/3 ,3-― Z43 3 長 ね 、ね 央 、駿 4ヒ亦 柾 、日 包 柾 す

民好 2.5Y7/3 「.5YR7/4 Э3-137 3 胴部 外 向 県 付 看 長石、石栗、チャート、酸化亦種、日

色粒子

民好 10YR7/3 7.5YR7/4 ひ3--138 監 長石、石英、酸化赤粒、白色粒子

R好 25Y7/3 25Y7/3 )3--96 A 長石、石英、チャート、クサノ礫、酸化
来 蛉 白 魯 対 子

R好 10YR7/3 7.5YR7/4 )3--84 代 長石、石英、チヤート、白色粒子

罠好 10YR5/3 10YR7/3 )3--186 B
'同

部外面媒付看 民石、石英、チヤート、白色粒子

良好 7.5Y民6/3 .bY КO/3 〕3--56 B 長石、石英、酸化赤粒、黒色粒子、
白色粒子

良好 10YR7/2 b xttr/z )3--82 悧部 外 面 燥 付 看 民石 、石天、チャー ト、自色粒子

襲好 10YR7/2 7 5YR7/2 ,3-― ZZ 睫伯 、アヤ~卜、日色柾十

艮好 10YR8/2 10YR3/2 Э3--95 B 胴ヨ
`外

向 爆 付 看 睫れ 、ね 央 、クア ツ際

艮好 10YR3/2 10YR7/2 03--200 B 胴司
`外

lal爆付 看 民石 、石 天 、テ ャー ト、日色 種 子

艮好 25Y7/2 10YR7/3 〕3--253 B 旧部外面煤付着 長石、石英、クサヅ礫、白色粒子

民好 10YR7/3 5YR7/3 D3-141 B 長石、石英、チャート、白色粒子

民好 10YR6/3 7.5YR7/3 )3--2 B 胴部内外面媒付
着

昆石、酸化赤粒

R好 10YR7/2 10YR6/2 )3--146 桐部外面煤付着 昆石、石英、チャート、酸化赤粒

属と夕f ;YR6/4 5YR6/4 )3--24 B 民石 、クサリ礫 、白色粒子

R夕子 10YR7/3 10YR7/3 )3--182 B 桐部外面媒付看 民石、石英、クサリ礫、自色粒子

良好 :5YR5/6 2 5YR6/6 )3--126 B 長石、石英、チヤート、国色粒子

良好 10YR8/3 bYКも/3 )3-233 3 長石 、酸化赤粒 、自色粒子

良好 2 5YR7/2 2.5YR7/4 )3-85 代 日稼部外面媒付
着

長石 、石英 、チャー ト

良好 5YR6/4 「5YR6/4 )3-159 3 長石 、石天 、チャー ト、口色粒子

良好 10YR7/3 5Y7/3 〕3--145 長石、石英、チャート、酸化赤粒、自
色粒子

実測遺物観察表 (4)

171



No 調査区 遺構 種別 時期・系統 器 種 法 量 器形の特徴 整。成形の特徴

)3-2修と NR001 上器 V標 式 糸 篭 口

直

14.6
■日A■

J望聖品、日穆韓耶踪
れ1′ 、

口稼部】(外,ユ ビすデ (内 ,ヘフナテ
胴乱1(外)タタキ

`内

Ⅲ/タナデ

〕32区 NR001 上恭 V様式系 甕 (日 )16.0
rE章 エヽロ7氏

口稼 部 端 僅 か に

庸 寺

口縁部】(外)ユビナデ (内 )ユビナデ
胴部】(外)タタキ

`内

)イタナデ

)3-2匝こ NR001 土器 V様式系 甕 (日 )158
rだョ、チロ5 ,

口稼 司
`端

九 い 口縁部】(外)ヘラナデ (内 )ヘラナデ
胴 獣 掲伽 、ゝ ″カキ r内 ノゝ 庁十 デ

144 )3-2Dこ NR001 上器 壁内系 饗 (口 )184
r言

=ヽ

チロRn
日縁部端丸V 日縁部】(外)ヘラナデ (内 )ヘラナデ

胴部】(外)タタキ (内 )イタナデ

D3-2優こ NR001 土器 V様式系 蟹 日)11.2
吉Ⅲ岬馬 氏

小型品、日縁部内
港 官 昧

日縁部】(外)ユ ビナデ (内 )ユビナデ
胴部】(外)タタキ(内 )イタナデ

D3-2優こ NR001 士器 V様 式 系 饗 日)14,6
FぉⅢI口 A氏

日縁部端丸し 口縁部】(外)ユ ビナデ (内 )ヘラナデ
胴部】(外)タタキ(内 )イタナデ

)3-2優三 NR001 上器 V様 式 系 甕 日)16.6

高)現6.9

口縁部端丸し 【口縁部】(外)ユ ビナデ (内 )ユビナデ
【胴部】(外)タタキ(内 )イタナデ(?)

D3-2優こ NR001 上器 V様式系 竃 日)16.4

F寺 )B巳4.8

口縁郡端丸し 【日縁部】(外)ユビナデ (内 )ユビナデ
【胴部1(外)タタキ(内 )ヘラケズリ

D3-2区こ NR001 上器 V標式系 竃 口

一鼠

163
〕盈85

桐部 球 形 化 【口縁部】(外)ユビナデ (内 )ユビナデ
【胴部】(外)右下リタタキ(内 )イタナデ

J3-Z口と Rヾ001 上器 V様 式 系 街 日

一島

139
現55

口稼部短め・端部
巧ヽい

〔口稼部】(外)ユビナデ (内 )ユビナテ
【胴部】(外)タタキ(内 )ユ ビナデ

)3-2優こ Rヽ001 上器 V標 氏 系 監 t口

呂

149
1見 78

口縁 部 端 丸 い 口縁部】(外)ヘラすテ (内 ,ヘフナデ
胴部】(外)右下がリタタキ(内)イタナデ

)32区 N民001 上器 V様式系 篭 i口 12.0
調 1ク II

日縁 罰∫端 丸 い 、加
ul職杉 イレ

口稼部】(外)ユビナテ (肉 ,ユビすデ
胴執lr外)タタキ (内Ⅲイタナデ。ュビナデ

)3-2優こ NR001 土器 V様式系 密 日
富

13.6
F目 ハq

口稼 司端 丸 い 日縁部】(外)ユビナデ (内 )ユビナデ
R日 獣】r猟、女下n″″キ r内 /ゝr″十デ

)3-2優 三 NR001 土器 V様式系 霊 口

恵

240
チロR,

胴部 張 り,身 ψ` 口縁部】(外)ユビナデ (内 )ヘラケズノ
胴都1(外)タケキッ ケヽ (内Ⅲヘラケズリ

)3-2匠こ NR001 土 器 V様式 系 霊 口
一局

15,2

刃巳8.5

阿部張り弱い、日
場を部 絆 対 い

口縁部】(外)ヘラナデ (内 )ヘラナデ
胴部1(外)右下がリタタキ (内)イタナデ

156 )3-2優至 Rヽ001 土 器 V様式系 霊 高)引20.5 胴部球形 胴部】(外)夕タキ (内 )イタナデ・ハケ

)3-2優至 NR001 土 器 V標式系 甕 (F尋 )〕寇7.3 医部僅かに突出 月同部】(外)タタキ(内 )イタナデ

)3-2鬱と NR001 土 器 V標 式 系 篭 (膏 )現■ 0 胴 部 球 形 化 【川可濁も】(クト
'ダ

グ千く肉,ハグ

159 )3-2区 ЧR001 土 器 V標 氏 系 饗 (高 )引8.1 医部浅い輸状台 川可司6J(タト,グ グキ (閣 ,フ フ`アア
底部】(外)ユビナデ

)32区 くR001 土器 V様式系 饗 (尚 ,現 r.z 医 白 ほ ほ 半 TH 部
部

胴
底

く/1・
'グ

グキ (内 ,ハグ

(タト)イタナデ
)3-2優こ WR001 土器 V様式系 篭 (高 )現6.2 畷部 凄 い 聴 状 含 〔胴部】(外)ググキ (肉 )ハク

「虞第1`外Ⅲュビオサェ・ュビナデ

)3-2優こ Rヾ001 土器 V様式系 窒 (高 )現4,7 囁部浅い輪状台 【胴部】(外)タタキ(内 )イタナデ

D8-2[至 NR001 上器 V様式系 甕 (高 )現4.3 亙部浅い輪状台 【胴部】(外)タタキ(内 )イタナデ

33-2[I NR001 土器 V様 式 系 饗 (高 )現4,7 ミ部の突出弱く、
1壬 ιゴニE士日

胴部】(外)タタキ(内 )イタナデ

D3-2区 Rヾ001 上器 V様 式 系 質 (高 )現3.4 氏部浅い輪状台 底部】(外)ユビオサエ (内 )イタナデ

)3-2優こ Rヾ001 上器 V様 式 系 監 (高 )引33 氏部 の 共 出 弱 く、

よば平坦
底部】(外)タタキ (内 )イタナデ

)3-2レと Rヾ001 上器 V標 式 系 篭 (F三 )つ電3,3 平底 気 味 月同樹6】 (71・

'晏

グ千・ユビアア (円 ,一

〕3-2匹 Rヽ001 上林 V標 式 系 甕 (F尋 )つを86 氏部浅い輪状台 川可淵もょ タリ ググ千 く口 ,ヘフア ア

底部I(外)ユビオサエ・ユビナデ
)3-2優【 NR001 上器 V標 式 系 篭 (高)現3.5 医部怪かに突出 1月同部 】(タト)夕 タキ (内 )イタナデ

)3-2区 ЧR001 土恭 V標 氏 系 饗 (手尋)つ寇3.0 咀 部 の 共 田 弱 い 〔底部】(外)夕タキ (内 )イタナデ

03-2EI NR001 土誇 匹 肉 系 甕 (口 )16.6

(高 )現8.4

日稼部受 口状 〔口稼郡】(外)ユビナデ (内 )ユビナデ
【胴部】(外)タタキ(内 )イタナデ

172 03-2優三 NR001 上恭 旺 肉 糸 篭 (口 )17.7

(高 )現95
口縁 部 端 巨 立 t口 稼部】(外)夕タキ・ユビナテ (内 )ハク

〔胴部】(外 )タタキ(内 )ヘラケズリ
D3-2優E 寸R001 土器 王 肉 糸 篭 口

一島

17.2

現6.4

口稼部端僅かに

直立

口稼部】(外,ユビナデ (内 )ヘラナデ
胴部】(外)右下リタタキ・ハケ (内 )ヘラケズリ

)3-2区 N民001 上器 王困 系 竃 (日 )138
(高 )現9.1

口縁 部 端 巨 立 口縁部】(外)ヘラすテ (内 )ヘラナデ
胴部】(外)夕タキ(内 )ヘラケズリ

)3-2区 NR001 上器 王困 糸 釜 口

一局

15.5

現35
口縁 部 端 内 側 肥

厘

【日稼部】(外)ヘラナデ (内 )ヘラナデ
【胴部】(外)タタキ(内 )ヘラケズリ

172



文様の特徴 焼成 内 外 実測図陥
残存
盪 備 考 胎 土

民好 2.5Y7/2 2.5Y7/2 )3--203 B 長石、石英、チャート、酸化赤粒

民好 10YR5/2 2.5Y7/2 33--188 3 胴部外面煤付着 長石、チャート、クサリ礫、臼色粒子

良好 10YR7/3 10YR7/4 03--195 口縁部外面煤付
善

長石、石英、チヤート、酸化赤粒、自

“

持 7‐

良好 10YR7/3 10YR7/3 03--212 3 昆石、石英、チヤート、酸化赤粒

罠好 10YR7/2 10YR7/2 03--246 長石 、白色粒子

R好 10YR7/4 10YR6/4 03--139 B 同部外面燥付看 長石 、石天、チャー ト、酸化赤粒、日

邑粒子

R好 10YR6/2 10YR5/2 D3-118 B タタキ左 右下がり 民石、石栗、酸化赤粒、黒色粒子、
白色粒子

R好 10YR6/6 10YR7/2 〕3--86 A 口縁部外面爆付
着

長石、石栗、チャー ト

R好 7 5YR6/4 7.5YR7/6 捲-29 B 太ネロ系 民石、チャート、酸化赤粒、白色粒子

R好 10YR6/4 10YR6/4 D3--13 A 長石、石英、チャー ト

民好 bY氏 6/6 10YR7/3 )3--140 B 不H糸 、胴 沖 外 国

付 着

長石、石英、チャート、白色粒子

貝好 7.5YR5/6 .5YR5/4 D3-255 B 民石、石英、酸化赤粒、白色粒子

やや 艮好 10YR7/3 10YR7/4 )3-105 B ヽ和 旅 民石、石英、チャート、酸化赤粒、白
畠対 単

属とタナ 5YR7/4 5YR7/4 J3-― Ztjυ A 民石、石英、白色粒子

罠好 10YR7/2 5Y民6/3 D3--204 B た和系 長石、チャート、酸化赤粒

罠好 25Y5/1 2.5Y7/2 )3--143 雪脩 糸 、胴 ヨ切 lヽm

黛付 著

民石、石英、白色粒子

罠好 5Y7/1 10YR8/2 )3--264 A 昆右、タヤ~卜 、暖 4ヒ亦柾 、日色枢十

民好 Z5YR3/2 2.5YR7/2 )3--83 B 利Hl灰化靱 4寸肩 民石、石栗、クサツ礫、日色粒子

R好 25Y6/2 10YR7/3 )3-151 B 天刺 糸 、月日測
`外

直

睦付 着

昆石 、石栗、黒色粒子、口色粒子

R好 10YR6/3 10YR6/3 )3--36 B 嵐封も子保 何 石 、川司』

師 F蕉
民石 、石栗 、酸化赤粒 、日色粒子

貝好 2.5Y6/2 10YR6/2 )3-155 B 罠石 、黒 色 粒 子 、日色 種 子

艮 好 「.5YR7/4 2.5Y6/4 )3--249 3 悧部 外 向 燥 付 看 露石、石英、チャート、白色粒子

艮 好 .5YR7/4 7.5YR7/3 ,3-― Z3r 3 悧部 外 白 煤 付 看 罠石、石英、クサリ礫、白色粒子

艮 好 bY XO/り 2.5Y4/1 )3--187 代 胴ヨ
`外

薗媒 4寸看 罠石、石英、クサヅ礫、自色粒子

良好 「.5Y民8/4 7.5YR8/4 )3--72 代 長石、石英、チャート、酸化赤粒

良好 〕.5YR6/1 2.5YR6/1 )3--81 ヽ 嵐部煤付着 長石、チャート

良好 5YR7/4 10YR7/2 )3--42 ヽ 長石、チャート、酸化赤粒、白色粒子

不 良 2.5Y3/2 2.5YR7/3 )3--60 ヽ 長石、クサノ礫、白色粒子

民好 7.5YR6/6 5YR5/6 〕3--219 ゝ 田部外面煤付着 民石、チャート、白色粒子

民好 2.5YR5/2 Z.5YR7/1 D3--88 代 囁部種子圧痕 昆石、石英、クサノ礫、臼色粒子

現部 櫛 画 ネ‖矢 天 民好 10YR7/2 10YR7/2 )3--209 B 〕Π部外面媒付着 昆石、石英、黒色粒子、自色粒子

R好 10YR7/3 10YR7/2 )3--94 B 桐部外面煤付着 昆石、石英、チヤート、臼色粒子

R好 2.5Y5/1 2.5Y6/2 〕3--189 B 桐部 /1・ 回 爆 何 石 昆石、石英、雲母、自色粒子

民好 7.5YR4/1 「.5YR5/2 )3--148 B 掴部外面媒付看 民石、石栗、角閃石、雲母、臼色粒
子

民好 10YR4/1 10YR4/1 )3-112 代 長石、角閃石、自色粒子

実測遺物観察表 (5)
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No 調査区 遺 構 種別 時期・系統 器種 法 量 器形の特徴 整。成形の特徴

)3-2厘こ NR001 土 器 三内系 霊 (日 )16.6
r再軍ヽ子日全な

口縁部端直立気
III

【口稼部よタト,ヘフアア (四 ,ヘフアア
r胴部】

`外

)タタキ
`内

)ヘラケズリ

)3-2優こ NR001 土器 三内 系 質 日

高
152
チロR 氏

日縁部端直立 【日稼部J(外,ユビすテ (困 ,ユビすテ
【胴部I(外Ⅲハケ

`内

Ⅲ/タナデ

178 〕3-21Σこ NR001 土器 王内 系 饗 口
一局

16.2

コ甦2.8

口縁部端直立 〔口稼罰
`】

(外,ユビすア (困 ,ユビすデ
「A同歎 lr猟 ハヽル r内、ヘラオズ1)

J3-Z匹 NR001 上器 王内 系 饗 日

高
16.8

岬44
日縁部端直立 【口縁部】(外)ヘラナデ (内 )ハケ

r隔欺lr猟、″″■・ハかr内、ヘラオズけ

93-2鬱色 NR001 上器 王内 系 賽 (F≡ )〕を5.5 平底 〔胴部】(外)タタキ・ヘラナデ (内 )ヘラナデ

)3-212生 NR001 上器 王内 系 甕 (「≡)コ砧148 丸底 月同部】(外)夕タキ・ハケ(内 )イタナデ

)3-2鬱と NR001 上器 弥 生 俊 期

～庄内
甕 (日 )19.2

(高)現 2.5

日縁部直立 日縁部】(外)ユビナデ (内 )ユビナデ
Π同獣 用r外Ⅲハ ル

)3-2区 Rヽ001 上器 師留 系 甕 口

一局

15.0

BR6 7

口縁部端巨立 口縁部】(外 )ユビナデ (内 )ユビナデ
隔 鍬 lr猟Ⅲハ ォ r内、ヘ ラオ ズ リ

)3-2区 NR001 土 器 師留 系 甕 日

一局

167
刃見9.1

口縁部端 内TRl肥

厚

口縁部】(外)ユビナデ (内 )ユビナデ
胴部】(外)ハケ(内 )ヘラケズリ

)3-2区 W民001 土 恭 F留系 密 (日 )114
(高 )現 16.6

畑郡球形、口縁即
挿い

日縁部 】(

胴部 I(外

外)ユビナデ (内 )ユビナデ

)ハケ (内 )ハケ

)3-2匠こ NR001 土器 V標 式 糸 篭 (口 ,1■ 6

(高 )11.6

畑部上半最大径 i口 縁部】(外)ユビナデ (内 )ユビナデ
1胴部】(外)タタキ (内)イタナデ

)3-2優こ NR001 土器 郷生後期
～オ 慰

饗 (日 ,10.1
(高 )lo o

胴部 い び つ :日 稼郡】(外)ユビナデ (内 )ユビナデ
【胴部】(外)ユビオサエ・ヘラケズリ(内 )ユ ビオサエ・ヘラケ

)3-2優こ NR001 土器 堕 内 形賠
器

手

十
(F萄ブリ魅b.Z 磯部正 向イ茎かに

]巴厚

【復部 よ外,ユヒアア (肉 ,ユ ビアア

)3-2厖 こ Rヾ001 土器 弥生中期
修 単

合形土

琴
(日 )215
rだヨヽユロ4n

含部の張出しやや

豆め
部
部

台
脚

(外,一
(外)― (内 )一

〕3-2彊三 Rヾ001 土 器 亦生中期
膝 単

台付土

尋
(p即 )15,0
r言

=ヽ

エロ4R
即部端直立 脚部 J(クト

'~ヽ
四,ユしアフ

D8-2匝こ Rヾ001 土器 か生中期
隆半

01寸 主

暴

(脚 )7.8

(拝素)コ見74
即端部丸い 脚 封う】 グヽト,ミ 刀 キ 四ヽ ,ヘフア ア

)3-2鬱【 Rヽ001 士器 亦生 中期

隆半

副 寸主

墨

脚
高

12.2

コ巳3.9
即端部肥厚 脚部】(外)ヘラナデ (内 )ユビナデ

)3-2鬱■ NR001 上器 が生 蓋 (裾 )9.4

(F君)ヨB44
∝部筒状 頂部】(外)ユビナデ (内 )ユビナデ

胴部】(外)ヘラナデ (内 )ュビナデ
〕3-21丞 Rヽ001 上器 小生 蓋 (務彗)10.2

(高)50
ハ」状

`こ

開く 【頂部】(外)ユビナデ (内 )ユビナデ
【胴部1(外)ュビナデ (内 )ュビナデ

)3-2区 NR001 上器 が生 毅 吼 主

器
(》コ)41
(高)現3.5

即部低め 【脚部】(外)ユビオサエ(内 )一

)3-2優こ WR001 上番 弥 生 裂猛土

器

("印 )4.6

(高 )現2,7

即部 低 め 【脚封も】(外 ,ユ ヒ/~Tアエ (円 ,ユビアア

)3-2優こ WR001 土器 郷 生 ミニタ ュ

ア
(局 ,机5,7 全体 にいびつ、胴

郎盲綿的に外値
l川可』もよ外

'ユ

ヒオブエ・ユビアア (肉 ,一

)3-2匝こ Rヾ001 土器 弥 生 ミニタュ
ア

に苛,つ魅4.0 囁部
`よ

|ま 半坦 [月 同部 】(外 ,ヘフア ア (円 ,ユ ヒア ア・ユ ビオ ア エ

Э3-2匝こ Rヾ001 土器 弥生 ミニチュ
ア

(高 )現35 巨部 半 IH 〔lql部 】(外)ユビオサエ (肉 ,ユビオサエ

D3-2優こ Rヾ001 土器 弥生 ミニチュ
ア

日
盲

桐濁
`巨

豫 的に外
頃

部
部

門
脚

(タト,ヘフアア 四ヽ,ヘフアア
(外 )ユビナデ (内 )ユビナデ

D3-2彊至 Rヾ001 土器 亦生 ユチ予）
ヤ′

(高 )現20 瓜脚部 脚 ヨもJ(外,ユ ビオ サ エ (肉 ,ユビナ ヲ

)3-2彊三 NR001 土 器 か生 ～ 百

砦

飯蛸重 日
菖

お

ｎ

泡弾形 日縁部 J(外,ヘフアテ (関 ,ユビすテ
胴部 】

`外

)ヘラナデ

`内

)ュビナデ

)3-2優こ NR001 土器 か生 ～ 百

着

販蛸重 口)5.8

F議 )10.6

泡弾形 口縁部】(外 )ヘラナデ (内 )ユビナデ
胴部1(外Ⅲヘラナデ

`内

)ュビナデ

,3-Z鬱■ NR001 上器 か 生 ～ 百

音

販蛸豆 口
一局

・
８

ａ

砲弾形 日縁部】(外)ヘラナデ (内 )ユビナデ
隔 蔀 将r猟 ヘゝ ラ十 ヂ r肉 ュゝ げ十 ギ

205 )3-2レ■ NR001 上器 か生 ～ 百

着

販蛸重 口

一局

砲弾形 口縁部】(外 )ユビナデ (内 )ユビナデ
胴部】(外 )ヘラナデ (内 )ュビナデ

)3-2惇と NR001 上器 添生 ～ 百

音

坂蛸五 口)4.0

高)7.8

砲弾形 口縁部】(外)ヘラナデ (内 )ユビナデ
胴部】(外)ヘラナデ (内 )ュビナデ

)3-2鬱と Rヽ001 上器 邪生 ～ 百

音

坂蛸壷 (口 )48
(高 )7,7

砲弾形 【日縁部】(外 )ヘラナデ (内 )ユビナデ
【胴部】(外 )ヘラナデ (内 )ュビナデ

)3-2,と NR001 土 器 小征 ～ 百

音

坂蛸五 口

一島

砲弾形 口縁部】(外)ヘラナデ (内 )ユビナデ
胴部】(外)ヘラナデ (内 )ュビナデ

)3-2惇と WR001 7Th伍～ 百

音

坂蛸重 (高 )現41 丸 底 胴部】(外)ヘラナデ (内 )ユビナデ

)3-2鬱と NR001,穫

幸整地上
褒恵器 孟 (F尋 )コ砧2.7 つ まみ 惧 部 経 LP 天丼部】(外)カキメ(内 )回転ユビナデ

７
′



文様の特徴 焼成 内 外 実測図配
娠 行

率
備考 胎 土

貝好 「5YR6/4 「5YR6/3 D3--114 A 民石、酸化赤粒、黒色粒子、白色粒
子

民好 2.5Y7/2 5Y6/1 93--98 A 長石、黒色粒子、白色粒 子

艮 好 25Y5/2 25Y5/2 ,3-25 代 長石、角閃石 、雲母 、酸化 赤粒 、自
餡汁子

艮 好 2.5Y5/2 2.5Y5/2 )3-150 屍石 、角 閃 石 、自色 粒 子

艮 好 10YR7/3 10YR6/1 )3--20 桐部外面煤付着 民石、テャート、クサン礫、酸化赤粒、
黒色粒子

民 好 10YR5/3 7.5YR5/3 )3--222 C 祠部外面媒付着 民石、石天 、角閃石 、口色粒子

R好 .bYК b/6 7.5YR5/4 D3--256 A 吉備系 長 れ 、ね 央 、駿 4ヒ亦 柾 、日 包 種 十

良好 10YR3/3 [OYR8/3 )3-61 A 長れ、駿 4ヒ Zボ柾

良好 10YR8/4 10YR3/4 )3--124 B 昆rH、 冶英、雲廿

良好 10YR7/3 ア5YR7/3 )3-1 祠部外面媒付着 長石、石英、チャート、酸化赤粒

良好 10YR6/2 !OYR6/2 )3-9 洞部雰孔 長石、石英、白色粒子

良好 10YR6/2 10YR6/2 D3--17 勺部 に炭化種子、
桐部外面は村差

長石、白色粒子

限司も、上 回 ,錆函 又

(外面)鋸歯文・斜格子文
貝好 7.5YR7/4 5YR7/6 〕3--89 ヽ 員石、石英、酸化赤粒、白色粒子

R好 10YR8/3 7 5YR8/3 J3-― rυ A 民石、石英、酸化赤粒、白色粒子

卿部凹線文 民好 10YR7/3 10YR3/2 ,3-lυ 6 A 長石、酸化赤粒 、国色粒 子

貝攻子 10YR7/3 10YR6/2 ,3--16 長石、石英、チャート、自色粒子(粒

子多包)

即部凹繰文 R好 2.5Y3/2 」5Y8/2 )3--194 代 睫狛 、グア ツ傑 、日 包 種 十

罠夕子 5YR6/4 5YR6/4 )3-120 D 罠狛 、テ ャー ト、酸 化 赤 粒

良好 10YR7/3 10YR7/3 )3--245 罠石、酸化赤粒、白色粒子

良好 10YR7/3 7 5YR5/3 )3--46 B 琳の可能性あり 長石、酸化赤粒、黒色粒子

良好 10YR7/2 5YR7/3 D3--63 B 昆石、石英、白色粒子

不 艮 10YR6/2 5YR7/4 〕3-251 C 民石、石英、酸化赤粒、白色粒子

R好 10YR3/2 10YR8/2 )3-130 昆石、石英、黒色粒 子

民好 10YR7/4 10YR7/4 〕3--123 B 雫包 柾 十 、日 色 柾 可

艮 好 10YR7/2 〕5Y7/2 )3-201 3 長石、石英、酸化赤粒

艮 好 10YR6/2 10YR6/2 )3--122 B 長 ね 、ね 央 、日 包 柾 十

艮 好 10YR3/2 7.5YR8/2 開-228 D 長 れ 、日 色 柾 す

良好 5YR6/6 5YR7/4 03--227 長冶 、タ ヤー ト、酸 4跡 紅 、日色 粒 子

民好 10YR7/2 10YR7/3 ひ3-226 D 長石、石英、チャート、白色粒子

良好 10YR3/2 10YR3/2 D3--180 D 長石、石英、チャート、白色粒子

良好 5YR7/4 10YR7/3 )3-231 D 長石、チャート、酸化赤粒、白色粒子

罠好 うYК r/3 「5YR7/3 )3-229 D 長石、チャート、酸化赤粒、白色粒子

罠好 5Y民 7/4 10YR7/3 )3--230 D 昆石、チャート、酸化赤粒、白色粒子

良好 7 5YR7/3 10YR7/3 )3--103 B 屍石、石英、酸化赤粒、自色粒子

襲好 N7/0 �7/0 )3--173 B

実測遺物観察表 (6)
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No 調査区 遺構 種別 時期。系統 器種 法 量 器形の特徴 整・成形の特徴

)3-2区 NR001,硬

幸整地上
員悪 器 葛杯 (脚)15,4

rだ
=ヽ

エロ41
即部端肥厚 脚部】(外)カキメ(内 )回転ユビナデ

)3-2区 WR001,飛

幸整地上
負思 器 平安後期 径 (口 )280

rだョ、ェロ氏q
日縁部開き強ヤ 口縁部】(外)回転ユビナデ (内 )回転ユビすテ

)3-2鬱■ NXυυニジ琴と

岸整地上
上帥 質 土

器

平安後期
一鶴 台 前

土 釜 (日 )216
r'=ヽ

'日

44
玉縁状 口縁部 口縁部】(外 )ユビナデ (内 )ユビナデ(?)

胴部】(外)ヘラナデ (内 )ユビナデ(?)

)3-2区 Rヽ001屎
半琺 IILキ

瓦質土器 琳 (高 )現 5.0 平底 胴部 】(外)― (内 )一
に部 】r外Ⅲ一

)3-2優こ WR001東
キ著抑十

瓦質土器 茎町前期 】ヨ会E (口 )267
rだ

=ヽ

ユ耳40
口縁 部 直 線 的 に

内 栖

口稼部】(外 )ユビナデ (内 ,ヘフすテ
胴部】(外)ヘラナデ (内 )ヘラナデ

)3-2区 咀 001東
豊数 柿 +

天釉陶器 流 (高 )引21 酌腰 胴部】(外 )施釉 (内 )施釉

)3-2優こ 岨 001東
豊琺 静 +

天和陶器 琳 局)現 1.7 島 言 都 把篤い 胴部】(外)ユビナデ (内 )施和

)3-2優こ 《 001東
豊墓 納 +

眩器 近 代 沐 (日 )183
(高 )現44

喘折 口縁 部 口稼部】(外 )染付 (困 )梁付
胴部】(外)染付 (内 )染付

)3-2厄こ NR001東
巴鞠 十

磁 器 丘世後剌 瓦 局)現23 丸腰 胴部】(外)染付

220 )3-2優【 NR001東
出整 納 十

磁 器 丘代 弥 (扁蔚)現 l 司台 部 は い 胴部】(外)染付

)3-2匝こ NR001,煮

岸整地上
廠 器 吐世後期 阿 日)74

生室ヽ エロ4A
瑞 IIr口 豚 部 口縁部】(外)白泥釉 (内 )白泥和

隔 欺 1出来ゝ白罪 IHI r内 ゝ白 IPr動

)3-2優至 NR001,飛

岸整地上

土製 品 土 錘 (長 )視 3.1
r客、1,

音状 外面】ヘラナデ

)3-2レ生 NR001東
岸整地上

土裂 品 土 錘 (長 )42
r客、10

音状 外面】ヘラナデ

)3-2鬱■ NR0015晨
出難 拍 +

土製品 上錘 (長 )42
(径 )11

旨状 外面】ヘラナデ

225 )3-1優こ 一 猫 土器 三内 高杯 (万下)11,7
(高 )8.6

不部浅い掘状 杯部】(外)ミガキ (内 )ミガキ

脚部】(外)― (内 )一

)3-1優こ 一 猶 土器 市留 再杯 (万下)12.4
r高Ⅲ岬 R∩

不部掘状 杯郡】(外)ヘラナテ (内 )ヘラすデ
脚部】(外)ユビナデ (内 )ユビナデ

227 )3-2Dこ 一 猶 土器 小生後期 五 (口 )21.5

(高)現3.7

口稼 部 端 上 下 張

出 十

口稼部 】(外)ユビナデ (内 ,ユビすテ

)3-2優こ 一 硝 土器 応生後期 一望 (F尋 )〕琺6.5 Д口(?) 口縁 罰
`】

(外,一―(困,一

)3-2優三 一 柘 土 器 王 内 五 (口 )19.0
r首 翼ゝ R∝

祐付 口縁 部 日縁部】(外)ヘラナデ(?)(内 )ユビナデ

230 )3-2優ミ 一 猫 土器 師留 一盟 (日 )128
r=ヨ 三ヽ日氏 氏

旦 口穆軒耶 日縁部】(外)― (内 )一

)3-2鬱と 一 砧 土器 主内 霊 (高 )現68 頃部直立気味 顕部】(外 )ハク・ミガキ (内 )ミガキ

232 )3-2鬱■ ~栢 土器 主内 〓翌 (日 )155
rF=、 ェロRn

口縁部上半外傾・
静善要R寸 卜輸官膨こ

口縁郡】(外 )ミガキ (内 )ミガキ。ユビナデ

)32区 一 猶 土器 主内 い型豆 (日 )10.6
r高 岬ゝ R馬

旧部球形 日縁部】(外 )ユビオサエ・ユビナデ (内 )ハク
胴部】(外)タタキ・ミガキ (内 )ハケ・ヘラナデ

)3-2区 一 猶 上器 弥生中期
修 単

本 口)42.8

√諭)コ巳75
大型 品 口縁部 】(外)― (内 )一

235 )3-2優こ 一 猶 上器 弥生中期

後半
本 口)27.0

呂う岬S9
口縁部肥厚 【日稼郡】(外)― (内 )ヘラすデ

236 )3-2匝こ 一 柘 上器 壁 内 蔚杯 (雇尋)引4.9 言段高杯 杯部 】(外 ,ミ ガキ (内 ,ヘラナア (?)

)3-2EE 一括 上器 行 留 弱杯 杯)118
高)7.6

胚部 や や 浅 い 部
部

杯
脚

(71・ ,ミガキ (肉 )ミガキ

`外

)ミ ガキ (ハ )ヘラナデ

93-2優こ 一槽 士器 市 留 揺台 St,10.0
高)8.2

器文 部 端 巨 立 覚部】(外)ミガキ (困 ,一
脚都1`外Ⅲミガキ (内Ⅲヘラナデ

239 〕3-2匝至 一猪 上器 V標 式 系 饗 (口 )18.4

(高 )現 19.2

口稼罰
`端

丸い、月ロ
稲攻形

日縁部】(外)ユビナデ (内 )ユビナデ
胴獣lr猟、″″諄・ヘラ十ギ r肉 ノヽ″十ヂ

240 D3-2厄こ 一格 土 器 V様 式 系 饗 (口 ,14.1

(高 )現 15.1

悧部球形 (やギ ト

膨れ )

日縁部】(外 )ユビナデ (内 )ユビナデ
月同獣 lr力(、 ″ル■ r内、/r汐十ギ

241 )3-2匠至
~情

土 器 V標 式 系 監 (口 )17.0
r=軍 )子耳馬 馬

口稼 罰
`端

九 し 日縁部】(外)ユビナデ (内 )ヘラナデ
隔獣】例、ヽ″″キ r肉Ⅲ/F″ナデ

242 )3-2優至 一 箔 土 器 V様 式 系 篭 (F3,〕■48 匿 向 綾 や か に窪
r。

胴部】(外)タタキ (内)一
度部1(外)ュビオサェ。ュビナデ

)3-21丞 ~栢
土 器 V標 氏 系 篭 〔日,14.3

4意 岬ヽ ln q
胴部 塚 形 日縁部】(外 )ヘラナデ (内 )ヘラナデ

胴部1(外 )タタキ・ュビナデ (内 )イタナデ

,3-Z口と 猫 土 器 王肉 系 篭 (口 )20.2
r意、調氏1

口稼 部 端 直 豆 【日縁部】(外)ユビナデ (内 )ユビナデ
!胴都】(外 )タタキ(内 )ヘラケズリ

)3-2鬱■ 一 悟 土 器 FE内 系 監 日,180
た議)コ見67

口稼 罰
`端

半 坦 口縁部】(外 )ユビナデ (内 )ユビナデ
胴部1(外 )タタキ (内 )ヘラケズリ
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文様の特徴 焼成 内 外 実測図No 舞
率

備考 胎 土

民好 W5/0 〕3--169 3

R好 bY К4/Z .う Y К4/3 )3--172 牡

R好 N5/0 )3--167 3 昆石、石栗、酸化赤粒、自色粒子

R好 W4/0 )3--168 3 啜 4ヒ亦 柾 、日 色 柾 可

民好 D3--277 ヽ 黒 色 柾 十 、日 色 種 可

民好 2.5Y7/2 lCIYR6/2 D3--270 ヽ

良好 5Y4/4 25Y6/1 )3--235 ∝

民好 I.5GY3/1 「 5GY8/1 )3--236 ヘ 望紙摺絵

罠舞 )3--268 3

罠好 「.5Y8/1 )3--269 ヽ 半磁半隔、型紙確
盗

民好 )3--234 3

R好 5YR6/4 5｀FR6/4 )3--166 石英 、日色 柾

罠好 「5YR6/6 5YR5/4 D8--170 D 白色粒子

R好 5YR6/6 5YR6/6 〕3-171 D 白色粒子

生方透孔 (17L未買逓 ) R好 10YR7/2 10YR7/1 ,3-― ZZυ 昆石、石英、チャート、白色粒子

R好 10YR7/3 10YR7/3 D3-121 3 長石、石英、チヤート、酸化赤粒

R好 OYR7/3 10YRb/2 )3--27 ヽ 昆石、石英、チヤート、酸化赤粒

やや不良 5YR6/6 ;YR6/6 )3--8 気 昆石 、石英 、クサノ礫 、自色粒子

日縁部竹管文 民好 10YR7/4 「.5YR7/6 )3--152 ヽ 民石、石栗 、暴色粒 子、日色粒子

罠好 5YR7/6 5YR6/6 )3--26 ヽ 民石 、クサ ツ礫 、日色 粒 子

顎部刻 目 民好 10YR7/2 10YR7/2 )3--242 ヽ 民石、石英、酸化赤粒、白色粒子

民好 5YR6/4 ;YR7/4 )3--134 A 昆石、石栗、テヤート、酸4L亦柾、日

色粒子

R好 「.5Y6/1 「.5Y7/1 )3--261 民石、石英、白色粒子

躊状浮文 罠好 25Y5/2 〕.5Y5/2 )3--160 生羽 内震 糸 民石、角閃石、黒色粒子、白色粒子

口縁部簾状文 民好 10YR7/2 10YR7/3 ,3-― もυ A 台付き(?)、 外面黒
陣

髭石、石英、酸化赤粒、白色粒子

貝好 5Y7/2 〕.5Y8/2 ,3-一 Z3Z へ 長石、石英、クサノ礫、黒色粒子

〕万透孔 R好 10YR7/2 10YR7/2 )3--176 D 昆石、チャート、酸化赤粒、自色粒子

貝女子 10YR8/3 !OYR7/3 〕3-34 民石、石英、チヤート、臼色粒子

翼好 2.5Y7/2 10YR7/4 )3--262 B 見石、石英、チヤート、白色粒子

良好 2.5YR7/3 2.5YR5/1 93--93 B 厠部外面煤付着 昆石、石英、チヤート、酸化赤粒

良好 25Y6/1 N3/0 D3-111 へ 洞部外面煤付看 屍石、白色粒子

良好 5YR6/6 5YR6/4 03--41 屍石、チャー ト、口色粒子

羮好 10YR7/2 10YR7/2 33--116 代 昆石、石栗、酸化赤粒

羮好 10YR6/3 10YR6/3 〕3-■0 B 民石、クサリ礫、酸化赤粒、黒色粒
子  白 魯 対 辛

柔好 2.5Y6/3 2.5Y6/3 )3--260 胴部外面爆付看 昆石、角閃石、自色粒子

実測遺物観察表 (7)
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No 調査区 遺構 種別 時期・系統 器 種 法 量 器形の特徴 整・成形の特徴

246 )3-2匠E 一 砧 土器 主内系 饗 (口 )175
r盲 調ヽ 74

t口 縁部端摩顔 ) 口縁ヨ
`】

(外 ,ハク・ヘフすデ (内 ,ヘフナデ
胴部】(外)タタキツ ケヽ(内 )ハケ

)3-2優E 一 猶 土器 主内系 甕 (口 )17.0
rEヨ 王ヽ目R n

日稼 罰
`端

巨 立 口縁部】(外 ,ユビナデ (肉 ,ユビすア
隔獣 lr猟、__r肉 、ヘラオ却〕

18-2区 一 猶 土器 三内系 甕 (口 )15.0
r=ヨ ユゝロRC

日稼 罰
`端

九 い 【口稼罰も】(外,ユビすデ (関 )ユ ビすテ
帥 獣 lr猟 _ゝr肉、ノ汐十ギ

)3-2優こ 一 猶 土器 主内系 饗 (高 )現22.4 胴濁
`塚

形、履濁
`ほず豆士日

【胴部】(外 )タタキ・ミガキ(内 )イタナデ

)3-2厄こ 一括 土器 市留系 饗 (日 )196
rE軍 エヽロ7A

口縁部端丸い 日縁部】(外 )ユビナデ (内 )ユ ビナデ
胴部 1(外 )ハケ

`内

)ュビナデて?)

D3-2匝こ 一 猶 土器 市留系 饗 (高 )現 11,3 胴部球形 【胴部】(外 )ハケ(内 )ユビナデ・ヘラケズリ

D3-2優至 一 硝 土器 胚生 ミニチュ

ア
(高 )現 5.8 H同部下膨れ 【脚部】(外 )ユビナデ・ユビオサエ (内 )ユビナデ・ユビオサエ

)3-2優こ 一 猶 士器 応生 ～ 古

着

裂塩 土

器

(脚 )3.6
rr軍 とヽ耳R4

即部低め 脚部】(外 )ユビオサエ・ユビナデ (内 )ユビナデ

'3-Z睦
一播 土製 品 上錘 (j邑 )4.8

(荏ζ)0.8
旨状 外面】ヘラナデ

255
'3-Z彦

生 一措 須恵器 半 女 木 ～

鱗 合 /JI

琳 口)328
高)現 3.0

日縁部怪かに屈

曲して立上る

口縁部】(外)回転ユビナデ (内 )回転ユビナデ

256 )3-2盪至 一橘 質恵器 半女 木 ～

鱗合 /JI

琳 (口 )32.6

(高 )現4.1

口縁部月巴厚するα
ゑ

口縁部 】(外 )回TAユビナデ (内 )回転ユビナデ

257 )3-2優【 一猶 須恵恭 百頂後翔 司杯 (高 )引31 脚部 |ハ」写状 に

開く

砕 封も】 外ヽ ,口 継 ヘ フア ア (円 ,日称 ユ ビア ア

胴部】(外 )回転ユビナデ (内 )回転ユビナデ
258 〕3-21込 宿 土器 半賢後翔 皿 (日 )9,2

(高 )現 1.5

日稼 部 僅 か に外

了

【口縁部】(外 )ユビナデ (内 )ユビナデ
【胴部】(外 )ユビオサエ (内 )ユビナデ

)3-2鬱と 砧 土器 半ズ後別 IIL (口 )8,6

(高 )現 1.2

口縁部巨繰 的に
外FLg

【日稼部】(外 ,ユビナデ (内 )ユビナデ
【胴部】(外 )ユビオサエ(内 )ユビナデ

)8-2鬱生 猶 比恭 半賢 示 掘 (日 )15.2

`ヨ

訂)塀 2R
l「瞬部・口穆麟部巨χ暴
釣に外価

日 豚 沖 】 /ヽ1・

'ユ

ヒア ア 四ヽ ,ユ こア ア

胴部】(外 )ユビオサエ(?)(内 )ミガキ(?)

)3-2優こ 一 栢 瓦器 平安末 開 〔日,16.6
rだ

=ヽ
エロ4R

桐部 。
1≧か に 内 湾 口縁部 】(外,ユビナテ (内 ,一

胴蔀 1(外)ュビオサェ (内Ⅲ―

262 )3-2優こ 一 猫 上師質土
選

平安後期
～ 繕 合 前

土 釜 (口 )256
rだ章ヽと目47

日稼 部 端 BLl厚 口稼罰
`J(外

,ユビすテ (困 ,ユ ビすテ

胴部 1(外Ⅲヘラケズリ(内 )ュビナデ

)3-2区 一 猶 青磁 碗 (日 )11.2
rコ革ゝ ]斑ヨA rJ

洞部直線的に外
柘

口縁部】(外 )施釉 (内 )施和
隔報】r猟、流動 r内、怖動

)3-2区 一 ぉ 僚和陶器 碗 高)現 1.5 高台直立気味 【高台部】(外」)施 THI(内 )施釉

93-2優こ 一 猶 疋和陶器 碗 (高 )引 18 再台巨立 【高台部】(外」)施釉 (内 )施釉

D3-2優三 一 砧 何器 こ世後剌 皿 (高 )現 1.8 平底 胴部 】(外)回転ヘラクスツ(内 )回転ユビナデ

D3-2匝至 一 猶 天釉 阿 器 L世後期 開 (「尋)〕を4.5 寺H出 し高台 〔碗部】(外)カンナケズツ(内 )施釉
t高台部】(外 )施釉 (内 )施釉

312 ひ4-1区 呵通 2 上器 V標 式 系 甕 日)158
高)249

阿部 界 形 、凰 部 僅

いに突出
t口稼部】(外 )ヘラナデ (内 )ヘラナデ
〔胴部】(外)タタキ・ハケ(内 )イタナデ

〕4-11丞 町逼 2 上器 И 生ヽ 使 別

～庄内
百 fし鉢 t「≡,コ魅7.0 旧部巨繰 的に外

西
月日部 】(外

'グ

グキ (円 ,ハグ

〕4-1区 rpJ遅王2 上器 小生～盲

貴

庭 口,13.8

高)現85
畑部 卜半に直径
3.2cmの 穿孔

口稼部】(外)ユビすデ (肉 ,ユ ビナテ
胴部】(外 )― (内 )ヘラナデ

〕4-1睦 ′
可更三2 上器 王 肉 一延 、日 )19.2

′
ど
=ヽ

エロAn
言キ党口稼 濁

`

口稼部 】(外,ユビナデ・ヘフナテ (肉 ,ユビすア・イグすテ

,午l匹 側逼 2 上恭 王 困 一彊 日,150

=筆
エヽロ氏 ,

嶼部 巨 豆 日縁 コ
`】

(外 ,ミガ キ (肉 )ミガ キ

節 獣 lr猟、ハ ル r丙、ドデ諄

)4-l EE ′
刺道 2 土器 王 困 ～ 而

蟄

琳 口 )17.0
忘 朔ヽ 44

口穆韓部少卜反 口稼削 (外,一 (困 ,一
胴歎 lr猟、_r内 _ゝ

)4-1区 阿達と2 磁器 近世後期 粛 (口 )9,8
rだ

=ヽ
エロ4

桐部内湾 【胴部】(外 )染付

4-1区 河道2 土器 応生中期
率半

篭 (日 )36.2
r=ョ、ェロ氏R

口縁部端上下張
出 十

口縁部】(外 )ユビナデ (内 )ユビナデ
胴都1(外)ヘラナデ

`?)(内

)一

)牛1区 河道2 土器 小生後期 〓盟 (口 )15.3
rE=ヽ ユロ42

口縁部端直立気
隣

口縁部】(外)ヘラナデ (内 )ミガキ

321 )4-1朦こ Π道2 土器 弥生後期 囃頸重 (口 )9.4
r罹

=Ⅲ

チロ4n
口縁部端僅かに
吉 寺

口縁部】(外 )タタキ (内 )ヘラナデ
隔鯨lr猟、″ル■ r内、ヘラ■デ

322 )4-15こ 河道2 土器 弥生 照顕壷 (日 )58
r=ョ、,日 負 5

口稼 ヨ
`豆

上 りは い 日縁部】(外 )― (内 )一
胴都1(外)― (内 )ヘラナデ

323 )4-1優こ 河道 2 上器 V様式系 饗 (日 )172
r雇軍、rttR A

日縁部開き強い
口縁部端詢】い

口縁部】(外)ヘラナデ (内 )ヘラナデ
月同部 I(外 )タタキ (内 )イタナデ

)4-1優こ 河道2 上器 V様式系 饗 (高 )現 5,7 甍部ほぼ平坦 月同部】(外 )タタキ(内 )ヘラナデ
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文様の特徴 焼成 内 外 実測図No
残存
逐 備考 胎 土

罠好 10YR6/3 10YR7/3 〕3--149 B 胴部外面煤付着 長 狛 、ね 央 、ア ヤ
~卜

、駿 1色亦 杷

良好 2.5Y5/1 )3--45 A ]閃 IH、 国色 紅 可

良好 5Y5/1 )3--44 A 厠部外面煤付着 民石、黒色粒子

良好 とOYR7/4 ;YR5/6 )3--208 伺部穿孔・炭化物
lNI着

民石、石英、チヤート、クサリ礫、白色
鮨単

良好 10YR7/2 7.5YR6/4 )3-28 へ 胴部外面煤付着 昆石、石英、チャート、酸化赤柾、自
名蜂 早

良好 2.5Y7/2 25Y7/3 D3-101 へ 個部外 面尿付看 昆石、石英、チャート、白色粒子

R好 10YR7/3 25Y6/4 )3--107 外面赤色顔料塗
彩

長石 、酸化赤粒、黒色粒子

R好 I.5YR6/4 7.5YR6/4 )3-81 へ 民石 、酸化赤粒

R好 〕.5YR5/4 Z5YR5/4
'3-―

btj D

R好 ,3-― br A 魔 れ 、日色 柾 ゴ

R好 ,3--49 代

〕方長方形透孔 民好 Э3-119 B

罠好 10YR7/3 10YR7/3 D3--274 B ● 央 、ア ヤ
~卜

、駿 1ヒ亦 秘

Rttf D3--273 B 石英、白色粒子

艮 野 6ヽ/0 )3--276 A 黒色粒子、白色粒子

良好 )3--278 A 白色粒子

罠好 10YR6/4 7.5YR7/4 )3--161 B 民石、酸化赤粒、白色粒子

民好 5GY7/1 5GY7/1 )3-271 A

民好 10YR5/2 10YR5/2 )3--164 A

R好 2.5Y7/3 2.5Y7/8 )3--162 B

民好 2.5Y6/2 25Y6/2 )3-163 B

属と夕f 2.5Y7/2 B5Y7/2 )3--165 B

艮 好 10YR7/2 7.5YR7/3 〕4--134 D 胴部外面煤付着 長石、チャート、クサリ礫、酸化赤粒、
白 魯 貯 子

良好 10YR6/3 7 5YR7/3 D4--2 3 長石、チャート、クサリ礫、酸化赤粒、
白 れ 対 子

良好 .bY氏 0/り 10YR7/4 )4--26 3 クサリ礫、白色粒子(白 色粒子多包)

日稼部綾杉文 良好 5Y民6/6 5YR6/6 〕4-125 A 栗海 西部系 民石、石英、黒色粒子、白色粒子

民好 10YR8/3 10YR8/2 )4-1 A 民石 、クサツ礫、酸化赤粒 、白色粒子

貝好 5YR7/2 うYК r/Z ,4-― Zb 長石 、酸化赤粒 (酸化赤粒 多包 )

罠好 「5GY8/1 「.5CY8/1
'4--Oυ

口稼部 凹繰文 R好 10YR6/4 10YR6/4 Э4-146 代 長 れ 、狛 央 、酸 4ヒ亦 柾 、日 包 狂 十

貝好 25Y7/2 5Y6/1 D4--28 長 れ 、ア ヤ
~卜

、日包 柾 十

民好 10YR7/4 10YR7/2 ,4- 3 長 ね 、ア ヤ
~卜

、日包 柾 十

やや 艮好 25Y6/1 ;YR7/6 )4--92 A 長 れ 、クア ツ際 、駿 4鼈亦 柾 、日色 杜 す

職好 10YR7/3 10YR7/3 )4--119 A 長 ね 、ね 央 、駿 16亦秘 、黒 巴 柾 す 、

白色粒子

罠好 10YR5/8 10YR7/2 〕4--8 A 民狛 、クサ ツ礫 、日色 粒 子

実測遺物観察表 (3)
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NO 調査区 遺 構 種男U 時期・系統 器種 法 量 器形の特徴 整・成形の特徴

)午l匹 r可 両三2 士器 V様式系 電 局,幌37 畷郡 浅 い 聴 状 含 胴部】(外 )タタキ (内 )イタナデ

〕4-1優こ 阿道2 土器 弥生後期
～「r内

螢 日)16.2
島｀

=日
RR

口縁部端直立 口縁部】(外)ユビナデ (内 )ユビナデ
胴郁1(外)― (内 )イタナデ・ユビオサェ

327 )4-1優三 Π道2 上器 庄内系 密 日)13.6
島 朔`4R

小型品、日縁部端
首 寺

日縁部】(外 )ユビナデ (内 )ユビナデ
胴部】(外)ハケ。タタキ (内 )イタナデ

)4-1区 Π道2 上器 咀内系 霊 (日 )145
r再

=、

,日 負A
口豚罰もコ儒F]1則 4皇

為ゝと
「

RPH[ご

日縁部】(外)ヘラナデ (内 )ヘラナデ
隔報lr猟、_r内、ヘラオズリ

)4-1優こ 何道 2 上器 に内系 甕 日)196
局)現37

口縁部端直立 口縁部】(外)― (内 )一

)4-1区こ ∬道2 士器 EE内 再杯 日)240
高)現147

有稜高杯 【日縁部】(外 )――(内 )ミガキ
【胴部】(外 )ミガキ(内 )ヘラナデ

)4-1優至 何遁 2 上器 吐 困 ～ 41a

留

琳 (日 )162
(高 )現 9.8

嗣部球形 日縁部】(

胴部】(外

外)ヘラナデ(?)(内 )ヘラナデ
)ヘラナデ(?)(内 )ヘラナデ

332 )4-1匝こ 匝道 2 上器 吐 円 ～ 4H

留

札底 鉢 (口 )9_2

(高 )60
口稼部 内湾、胴即

球形

口稼郡】(

胴部】(外

外 )ユ ビナ デ (内 )ユ ビナ デ

)ヘラナデ (内 )ヘラナデ
333 )4-1レ生 匝道 2 上器 na留系 篭 (日 )168

(高 )現98
口縁 部 端 丸 い 日穆芙部】(

胴部】(外
外)ヘラナデ (内 )ヘラすテ

)ハケ (内 )ユ ビオサエ 。ヘラケズリ

〕4-1鬱と laJ遅王2 上器 布 留 系 釜 (口 )21.0

(高)現4.5

口縁 部 端 内 IRl月巴

豆

日稼部】〈
胴部】(外

外)(内 )

)(内 )

335 )4-1区 r可 更三2 上器 下 留 本 〔F尋 ),魅2,9 ゆる予`掘状 口穆韓部J(

胴純】
`外

外 )― (内 )一
Ⅲ― (内 )一

)4-1優こ 何道2 上器 弥生中期
絡 望

甕 日

言

■

Ａ

３０

調

口豚 部 端 上 卜張
4H十

口稼 罰
`】

(

胴 部 I(外
外,ユビすテ くn,ユ ビすテ
)タタキ

`内

)一

)午 1区 河道2 上器 弥生後期 重 (日 )192
rだ雪ヽと日9R

受日状 口縁部 口縁部】(

月同嗽 lp米
外)(内 )一
ヘヽラ十デ r内 ヘゝラ十ギ

94-1優こ 河道 2 上器 V様式系 饗 (日 )130
r再ョⅢ■日RA

小型品、胴部張り
SEい

日縁部】(外)― (内 )ヘラナデ
Л同部】(外 )タ タキ (内 )イタナデ

Э4-1区 何道 2 上器 V様式系 甕 (日 )15,4
(高 )現4.5

口縁部端丸い 口縁部】(外)ユビナデ (内 )ユ ビナデ
胴部1(外)タタキ (内 )一

Э4-1優至 何逼 2 上器 V様 式 系 饗 日)14.8
F希Ⅲ,日 R0

口縁部端九い 【口縁部】(外)ユビナデ・ユビオサエ (内 )ユビナデ
【胴部】(外 )タタキ(内)イタナデ

04-1区 阿道 2 上器 V標 式 系 監 日)16.8

高)現 13.1

阿部球形 【口縁部】(外 )ユビナデ (内 )ユビナデ
【胴部J(外)タタキ(内 )イタナデ

Э4-1レ生 ral延王2 上器 V標 式 系 饗 (日 )152
(高 )現 8.3

口稼部端丸い 〔口縁郡】(外 )ヘラナデ (内 )ヘラすデ
〔胴部】(外)タタキ(内 )イタナデ

υttl睦 側道 2 上器 V標 氏 承 資 t高 )勇4.5 匿部 突 出 す る 胴部 】(外 )ダダキ (肉 ,ユビナテ

D4-1優こ /pT道 2 土器 V様式系 饗 、市勤,つをtj υ 医部 4茎かに突出 月口部 】(外 ,ダダキ (肉 ,イグす ア・ユ どす デ

)4-1区 河道 2 上器 な生後期
一庄内

有子し鉢 (高)現50 胴 部 直 線 門 に 外

店

胴部】(外 )夕タキ (内 )ハケ

〕4-1匝こ 町進こ2 土器 V様式系 饗 (高 )現34 囁部平坦 胴部】(外 )タタキ (内 )イタナブ

)4-1区 町道 2 土器 備留 五 i日 )2工 4
工

=ヽ

デロ4,
有段 口縁部 日縁部】(外)ヘラナデ (内 )ヘラナデ

)4-1匝こ 町通 2 土 器 弥生後期
～庄内

再杯

"下

)17.0

局)現65
有稜高杯 杯部】(外)ミガキ (内 )ミガキ

〕4-1優至 町遅王2 土器 旺 内 〓王 (日 )138
(〒君)刃尾89

巨口縁部 口縁部】(外)ミガキ(内 )ミガキ
Я同部】(外 )ミガキ(内 )ユビナデ

350 )4-1優E 何 這 2 土器 獅 鉦 甲 期

前半
竃 (口 )16.0

(高 )現3.8

口縁部外反 〔口縁部】(外 )ヘラナデ (内 )ヘラナデ
「胴蔀】r外、_r内Ⅲ_

〕4-1区 lal逼2 上器 亦生甲期
後半

竃 (日 )18.0

(F章 )コR49
口稼部端直立 【口縁部】(外 )ユビナデ (内 ,ユビナデ

【胴部】(外 )タタキ(?)。 ヘラナデ (内 )ヘラナデ
〕4-1鬱生 rpl吏三2 上器 切 ⊆ヽ 甲 期

中葉

一霊 (日 )11.2

(高 )現 8.9

受顎 豆 口稼郡 】(外)― (内 )ヘヲナテ

)4-1鬱& lFJ遅王2 上器 か ⊆ 甲 期

陵半

窒 (口 )262
(高 )現4.4

口稼部短く外反 〔日縁部】(外)― (内 )一
【胴部】(外 )ヘラナデ (内 )ヘラナデ

,4-112と rF」 �豆2 上器 か生甲別
陵半

壷 (日 )20.0

(高 )現 4,8

口稼部端上下張
出す

口稼部】(外)ユビナデ (ハ )ユビナテ
胴部】(外 )ヘラナデ (内 )ヘラナデ

355 〕4-1優E rnⅢ亘2 土 器 小生 甲別

変半

饗 (口 )17.1

(高)現29
口稼 部 端 直 立 日縁部 】(外 )ヘラすア (内 )イダすデ

〕4-1優 E /FT道 2 土 恭 小生 後 馴 盟 √寺,つ琺14,9 長顎 立 部
部

淑
胴

(外 )― (肉 )―
(外 )― (内 )ヘラナデ

)4-1区 何達こ2 土器 弥 生 後 別 島称 (わ唇)15.2
(高)現9.8

即部 任 状 【脚部】(外 )ミガキ (内 )ヘラすデ

)4-1優三 町道2 土器 弥 生 蓋 〔和曽,74
rttF)4_2

引E部裾 内 浴 頂罰
`胴部

外
外

ユビナデ (内 )ユビナテ
ヘラナデ (内 )ユビナデ

)4-1優至 町達と2 土器 弥生 孟 〔√帝)〕魅4.2 l aa部 巨繰的に広

bち
頂部
胴部

外
外

ユビナデ (内 )ユビすテ
ヘラナデ

`内

)ュビナヂ
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文様の特徴 焼成 内 外 実測図配 蹄
率

備考 胎 土

R好 ;Y4/1 10YR6/6 )4--60 A 長石 、チャー ト、日色粒子

貝好 と,5Y7/2 10YR7/3 )4--143 B 言偏系 長石 、石英 、テャー ト

R好 10YR7/4 10YR7/3 )4--112 A 長石 、石栗 、クサツ傑 、酸化亦柾

R好 10YR6/6 10YR7/4 〕4--118 A 民石、石英、黒色粒子

民好 」.5Y7/3 2.5Y7/3 〕4--147 A 昆石、石英、酸化赤粒、黒色粒子

3万同透 孔 R好 「.5YR6/3 .bYК6/3 ,4- 長石、石英、チャート

R夕子 10YR6/4 10YR3/3 〕4-151 長石、チャート、酸化赤粒、黒色粒子

貝好 10YR7/4 25Y7/4 〕4--168 B 長石、酸化赤粒、黒色粒子

駐好 10Y民 7/4 5YR7/6 〕4-40 B 胴部外面煤付着 長石、チャート、白色粒子

良好 10YR5/2 10YR5/1 )4--9 代 角閃石、白色粒子

良好 10YR3/3 5Y7/3 〕4--93 昆石、石英、酸化赤粒、黒色粒子

棄好 2.5Y7/3 10YR7/3 )4--121 代 変ヤ
~卜

、黒 色 柾 十 、国 色 紅 十

やや良好 10YR7/3 10YR7/3 )4--43 代 クサリ礫 、雲 母 、酸化赤粒

罠好 2.5YR6/6 2.5YR6/6 )4-111 B 民石、石栗 、酸化赤粒 、口色粒子

口唇部刻 目 貝好 2.5Y7/2 2.5Y7/2 )4--90 へ 民石 、石栗 、クサツ礫 、酸化亦粒

罠好 10YR5/4 10YR6/6 )4--78 民石、石英、チャート、クサリ礫、白色
陛子

巽好 r.bYКb/6 「.5YR7/6 )4-133 畑部 外 向原 付 看 民石、石英、クサリ礫、白色粒子

民好 25Y6/3 〕.5YR6/3 D4--136 悧罰
`外

向爆 付 酒 昆石、石英、チャート、白色粒子

酸夕子 10YR7/4 r.bYК r/6 υ4-― もυ 魔右 、クサ ツ探 、酸 化 亦 種

ミ好 7.5YR7/4 2.5Y6/2 94--79 罠石、クサノ礫、酸化赤粒、白色粒子

やや良好 10YR6/2 5YR6/6 Э4--44 B ナャー ト、日色種十

やや良好 5YR6/6 10YR7/2 94--52 A 裂4L亦柾 、日 色 柾 ゴ

良好 10YR4/2 10YR5/3 94--96 A 露石、石栗、クサツ礫、口色粒子

艮好 5YR6/6 5YR6/6 )4--130 B 艮石、石栗 、チヤー ト、クサノ礫 、酸化
未締

民好 10YR7/3 10YR7/3 〕4--77 B 昆石 、石英 、黒色粒子 、日色粗子

R好 10YR6/4 10YR5/4 )4--32 A 庭 ね 、ナ ヤ
~卜

、駿 lL亦柾 、日 包 杜 十

民 好 10YR7/8 10YR6/2 )4--59 代 掟 れ 、酸 1ヒ亦 柾 、日 包 柾 十

口縁 部 櫛 函 刺 突 文 民好 10YR5/3 10YR5/8 〕4--113 A 民石 、角 閃石 、日色粒 子

民好 「.5YR7/2 10YR3/3 〕4--34 A 民石 、クサ ツ礫 、日色 種 子

R好 「.5YR7/3 .bYК r/3 ,4-一 b4 代 昆石、チャート、酸化赤粒、白色粒子

民好 10YR7/4 「.5YR6/4 )4--18 代 民石 、チ ャー ト、日色 粒 子

マや 艮好 〕5Y7/2 10YR7/2 )4-127 民石、石英、酸化赤粒、白色粒子

[方向透孔 マや 艮好 [OYR7/4
`.bYO/も

)4-172 3 オャート、クサリ礫、酸化赤粒、白色

笠子

R夕f !OYR7/4 10YR7/4 )4-115 3 クサリ礫、酸化赤粒、白色粒子

良好 10YR7/3 10YR7/4 )4-― l16 軋 石英、酸化赤粒、白色粒子

実測遺物観察表 (9)
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配 調査区 遺構 種別 時期。系統 器種 法 量 器形の特徴 整。成形の特徴

360 D4-1鬱と lll遅三2 上器 亦 生 轟 裾 )8.8

高 )4.1

1同剖印ハ」等ユ】犬|こ

報で

頂部】(外)ユビナデ (内 )ユビナデ
隔獣】r猟、ヘラ■デ r肉 ヘゝラ十デ

)午l区 r可 瓦三2 上器 V様式系 竃 口)29.6
吉う朔9R

(型 品、口縁部端
重立気味

口縁部】(外)ヘラナデ (内 )ヘラナデ
胴報】r猟、″耀宙内 /ヽrル■デ

)4-1区 rFJ更三2 上器 V標 式 系 篭 (F尋 )つL5,4 受日状日縁郡 日縁部】(外)― (内 )ヘラナデ
胴部1(外 )タ タキ (内 )イタナデ

'4-1け

と 十F」 瓦巨2 土 器 V様 式 系 窒 (口 ,13.8

(高 )現 8.9

口縁部端丸い 口縁部】(外)ヘラナデ (内 )ヘラナデ
胴部1(外)タタキ (内 )イタナデ

)4-1優E 側遁 2 土 器 V標 氏 系 霊 (F弓 )つ贈4.8 二部僅かに突出 〔胴部】(外)タタキ (内 )イタナデ

365 )4-1優こ 阿道2 土 恭 か生後剰
一庄内

荷 孔 鉢 (F尋 )コ魅47 胴部 内湾気味に

立上る

胴部 】(外)タタキ (内 )ヘラナデ

366 )4-1優こ 周道2 土 器 V標 氏 糸 饗 (口 ,19,8

(高)現 7.3

日稼 部 端 丸 い 〔口縁部】(外)ヘラナデ (内 )ヘラナデ
【胴部】(外)タタキ(内 )イタナデ

367 )牛 1区 河道2 土器 主内系 篭 (F尋 )現 2.4 口縁 部 直 豆 口縁部 】(外)ヘラナデ (内 )ヘラナデ

)4-1匠E 町道 2 土器 V様式系 甕 (√託,現26 騒部 ほ ほ 半 坦 月同部 】(外)夕タキ (内 )イタナデ

)4-1優こ
tn」 道2 土器 庄 内 壺 (日 ,14.8

r吉 調ヽAR
日縁 濁も端 丸 い 口稼部】(外)ヘラすデ (内 )ヘラナデ

胴部】(外)タタキ・ミガキ(内 )イタナデ・ユビオサエ
)4-1優こ 町道 2 土器 布留 葛杯 (杯)13.0

r'雪 朔ヽ4 rl

外 部 掘 状 翻 樹`6】 (/1・ブミ刀 キ (四ノミ刀 キ

)4-1区至 町遁 2 土器 布留 再杯 (脚)82
(高)現52

岬部低め 【BAl部 J(グト
'ミ

刀キ (四 ,ヘフアア

372 〕4-1匝こ 町道 2 土器 布留系 饗 日)14.6
菖 謝ゝ41

口縁部端内側肥
匡

l日 稼沖 J(タト
'ヘ

フアア (円ノヘフアア
r胴都】

`外

Ⅲ―
`内

)イタナデ

D4-1区 町逼 2 上器 行留系 甕 口)17.0
F諭 )コ巳40

口縁部端内側月巴
匡

口稼部 】(外,一 (困 )ヘフすア
R同報 lr猟レ、ォ r丙、ヘラオズi'

〕4-1鬱と 町遅王2 上器 柄留 〓王 (F≡ )コ電9,0 民月同気味 【胴部】(外)ヘラケズノ(内 )イタナデ

〕4-1区 町逼 2 上器 か生甲期
諭半

篭 (口 )15.0

(高)現7.0

口縁部外反 口縁部】(外)― (内 )一
隅報】r猟 ヘゝラ十ヂ r内 ヘヽラ手ギ

〕4-1優こ lpJ遅王2 上器 И ⊆ヽ 甲 期

中葉～後
豆 (口 )18.2

(高 )現 8.2

口縁 部 端 上 下 張

哨十

〔口縁部】(外)ユビナデ (内 )ユビナデ
[胴部1(外)― (内 )ヘラナデ

〕牛 1区 rHJ遍三2 上器 か生 甲別
■華～終

垂 (口 )26.8

(高 )現9.1

口縁部端上下張
出十

〔口縁部】(外)ユビナデ (内 )ユビナデ
t頸部】(外)ヘラナデ (内 )ヘラナデ

)4-1優こ Ⅲ道2 上器 が生 甲別
和華～終

一亜 (日 )21.5

(高 )現82
口稼部外反、日籾
郎齢都Л円厘

t口 縁部】(外)ヘラナデ (内 )ヘラナデ
閉同部】(外)― (内 )ヘラナデ

)牛 1区 河道 2 上器 な生 中期
路半

鉢 日,32.2
停争` エロ

'0

1占付 口縁 部 口稼部】(外)― (内 )一
胴部】(外)― (内 )一

04-1匝こ 河道 2 土器 麻生中期
必単

琳 (口 )42.6
(F欝 )塀 67

口稼 部 や や 肉 傾・

も 帯

口縁部】(外)ヘラナデ(?)(内 )ヘラナデ(?)

胴部】(外)ヘラナデ (内 )ヘラナデ
04-1優こ 町道2 士器 小生中期

路と

台付土
尋

(脚 )70
(高 )現 5_7

即樹う/J｀ 翌 ド脚 司もJ(クトリヘ フア ア 四ヽ ,ヘフグ ス ツ

382 04-1彊こ 町遁 2 土 器 弥生後期
～庄内

琳 (「覇)〕尾4.0
'同

罰もハ 」
~f状

|こ

明て
【B pl部 よノト,ヘフアア (四ノヘフアア

D牛 1区 町遁 2 士器 亦生後期 司杯 (高 )現9,4 岬部柱状 脚 罰
`】

(外 )ミガ キ (困 )ヘフナ ア

〕4-1優こ 町道 2 上器 弥生後期 再杯 (高 )現 9,8 即部柱状 【脚部】(外)ミガキ(内 )ヘラナデ・ミガキ

385 〕4-1優こ 町逼 2 上器 亦生後期 翌 i口 )192
1F考 )コ見80

口縁部端直立気
隣

口縁部】(外)ユビナデ (内 )ユビナデ
隔獣lr猟、ヘラ■ザ r内 ヘヽラ十デ

386 D4-1鬱と 何這 2 上器 V標 式 系 鑑 (口 )202
(高)現 5.8

口縁部端丸い 〔口縁部】(外)ハク・ユビナデ (内 )ユビナデ
r月同部 Jr汐(ゝ ″汐羊 r内 一ヽ

387 )4-1レと 側逼 2 上器 V様 式 系 竃 (口 )16.6

(高 )現5.9

口縁部端丸い 口縁部】(外)ヘラナデ (内 )ヘラナデ
胴部】(外)タタキ(内 )イタナデ

)4-1レと r可 更三2 上器 V標 式 系 篭 (口 )18.8
r罷罫Ⅲェ耳馬R

日縁部巨立気味 口縁部】(外)ヘラナデ (内 )ヘラナデ
胴部】(外)タタキ(内 )ヘラケズリ

)午l区 十Fl吏豆2 土 器 小生 蓋 (わ唇)13.4
(高 )現 7.8

頂部衛状 【頂部】(外)ヘラナデ (内 )ヘラナデ
【胴部】(外 )ヘラナデ・ユビオサエ(内 )ヘラナデ

)4-1優こ r可 樋三2 土 器 王内 系 饗 (口 )142
(高 )現59

口稼部端丸い 口縁部】(外)ヘラナデ (内 )ヘラナデ
胴部】(外)タタキ (内 )イタナデ

,4-1鬱4 r可 樋量2 土 器 旺 内 饗 口)154
高)現 5.0

口稼郡端直立 〔口縁部】(外)ヘラナデ (内 )ヘラナデ
【胴部】(外)タタキ(内)イタナデ

392 )午 l区 側逼 2 旺 内 系 篭 (「尋)〕魅2.4 丸 ほ 【胴部】(外 )タタキ (内 )イタナデ

)4-1レ生 lnl貢巨2 土 器 EE内 糸 密 i高 )引 19 匠部 半 坦 【河同部】(外)タタキ (内 )イタナデ

'4-1レ

生 十可司目2 土 恭 V標 式 糸 篭 i高 )引 5,1 瓜 司6半 rH、 調 整 ■L

有り
崩可部 】(タト)夕タキ (内 )イタナデ
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文様の特徴 焼成 内 外 実測図配 斯
率

備考 胎 土

艮好 10YR6/3 10YR7/2
'4-Zυ

D 長 れ 、す ヤ
~卜

、駿 1ヒ亦 柾 、日色 枢 十

民好 10YR7/4 10YR7/2 Э4-31 桐部 外 白 爆 付 看 長 れ 、ア ヤ
~卜

、日包 種 十

民好 10YR8/3 10YR5/2 04--88 えれ 、駿lL亦柾 、黒包租十、日色村

子

R好 2.5Y7/2 10YR8/2 〕4--35 3 昆石 、チ ャー ト、日色 粒 子

貝夕子 10YR7/3 「.5YR6/4 D4--19 A 民石 、酸 化 赤 粒 、日色 粒 子

貝好 10YR7/3 10YR7/4 )4--15 B 罠狛 、タ ヤー ト、日色 種 子

艮 好 「5YR7/4 7.5YR7/4 )4--114 A 長石、石英、チャート、白色粒子

艮 好 :.5YR6/1 2.5YR6/1 )4--117 代 長石、角閃石、黒色粒子

民 好 .5YR7/4 7 5YR7/4 )4--13 へ 長石、チャート、酸化赤粒、白色粒子

良好 10YR7/4 10YR7/4 )4-27 B 民石、チャート、クサフ礫、白色粒子

良好 tOYR6/3 7.5YR6/3 )4--14 代 民石 、チャート、黒色粒 子、白色粒子

4フテF]琵茎子し 民好 5YR7/4 10YR7/3 D4--12 3 長石 、チャー ト、酸化赤粒 、自色粒子

民好 「.5YR4/3 .う YКO/Z 〕4--16 ヽ 角閃石 、酸化赤粒 、臼色粒子

R好 10YR5/3 10YR5/3 〕4--17 生 用 閃 ね 、日 包 柾

R好 J5Y6/2 .5YR7/4 〕4-95 白央 、グア ツ際 、黒 包 nEZ

やや不艮 10YR7/3 10YR7/8 〕4-142 B 長石 、テ ャー ト、黒 色 粒 子

胴部 櫛 稲 巨 繰 天 R好 5YR7/6 7 5YR7/4 )4--91 B 民る 、酸 化 赤 粒 、日色 種 イ

口縁部簾状文・円形浮文、顎部
饉 叶 ヤ

壁女子 10YR7/2 10YR7/2 94-5 へ 長石、酸化赤粒、白色粒子

日縁部簾状文、頸部簾状文 ぐヾ 艮 好 25Y7/3 25Y7/3 34-36 昆石 、チャート、白色粒子

日縁部簾状文、胴部簾状文 羮好 2.5Y8/3 B.5Y5/1 04--42 ヽ 唆化赤粒 、白色粒子

良好 7.5YR7/3 10YR8/3 D4--21 卿 ヒ亦 柾 、日 色 柾 可

良好 25Y7/3 2.5Y7/3 )4- B 長石 、チャー ト、黒色粒 子、日色粒子

R好 7.5YR7/4 5YR6/4 J4-― Ztj B 長石 、チャー ト、酸化 赤粒 、自色柾f

却 沖 凶 線・界u宍失 羽 状 X R好 2.5Y7/2 10YR7/3 〕4--84 B 票搬 内 罰
`系

長 狛 、クア ツIJR、 日包 杜 寸

民好 「5YR7/2 「.5YR7/4 4-3 B 長石 、酸 化 赤 粒 、日色 粒 子

やや不艮 「.5YR8/4 10YR7/3 )4--122 A 民石、クサリ礫、酸化赤粒、白色粒子

貝好 10YR7/3 10YR6/2 )4-87 A 大和系 長石、石英、クサリ礫、白色粒子

民好 10YR7/2 10YR6/3 )4--10 B チャート、クサノ礫、白色粒子

R夕f 2.5Y7/2 10YR7/4 )4--107 へ 長石、石英、クサリ礫、黒色粒子、白
働 締 早

艮 好 10YR3/4 7 5YR3/4 )4--170 D 昆石 、チャート、酸化赤粒 、白色粒子

良好 10YR8/3 10YR7/3 D4--41 3 阿部外画媒付看 長石 、チャート、酸化赤粒 、自色粒子

良好 10YR7/3 5YR7/4 34--4 へ 桐郡 外 面 媒 付 看 長石、石英、チヤート、酸化赤粒、自
偽 対 平

良好 25Y7/3 W7/0 〕4--97 代 員石、石栗、白色粒子

良好 10YR6/2 5YR6/4 )4-24 A 昆石 、チ ャー ト、白色 粒 子

良好 10YR7/3 10YR7/3 〕4--76 A 百孔 鉢 ? 長石、石天、チャート、クサツ礫、酸化
赤粒

実測遺物観察表 (10)
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NO 調査区 遺構 種別 時期。系統 器 種 法 量 器形の特徴 整・成形の特徴

,4-1,と
′
HI Л巨2 土 恭 吐 日 ～ 4H

留

五 √乳,つ尾36 牧部 に低 山 帝 口縁部 】(外)ヘラすデ (?)(内 )ミガキ

)4-1優E 町道2 土器 郷 生 後 翔

～ 希 國

嘉杯 裾 ,130
だ
=ヽ

三日in氏
即罰も任 状 B41司 も】(/1・ )ミ刀 キ (四 ,ヘフア ア

397 )4-1匝こ 町道 2 土器 布留系 藍 口)18.3
吉Ⅲ塀78

日稼 部 端 内 側 1塾

九ゝ し
「

月FEヨ

口縁部 】(外)ヘフすデ 〔内)ハク
Π同部 1`外Ⅲタタキッ ケヽ

`内

)ヘラケズ L

)4-1優こ 町道 2 土器 布留系 質 i高)現26 丸底 ほ 罰
`J(外

,ヘフす テ (困 ,ユ ビす テ

)4-lE至 可達こ2 土器 弥生～古
措

飯蛸五 i高 )現3.6 丸底 底部】(外)タタキ・ヘラナデ (内 )ユビナデ

)4-1優こ 可遁 2 士器 亦 生 ～ 古

階

販蛸壷 口)7.7

高)11.9

砲弾型 日縁部】(外)タタキ。ユビナデ (内 )ヘラナデ
胴部】(外)タタキ(内 )ヘラナデ

)4-1匝至 町道 2 土器 亦 生 中 期

修 望

電 (日 )19.2
r'蘇Ⅲ媚4n

口縁部端内側肥
巨

【口稼部 】(外,一口 ,一

)4-1優 至 可遁 2 土器 V様 式 系 甕 (日 )137
(高 )現39

日縁部端丸い 【口縁部】(外)ヘラナデ (内 )ヘラナデ
【胴部1(外)右下がリタタキ(内 )イタナデ

)4-1鬱と 何通 2 土器 V様式系 監 (日 )14.2

(高 )現8.5

日縁部端丸い 【口縁部】(外)ヘラナデ (内 )ヘラナデ
【胴部】(外ン ケヽ・タタキ(内 )イタナデ

)4-1セと 句逼 2 土器 旺 内 系 竃 (口 )160
(高 )現3.4

口稼部端僅かに
直立

日縁部】(外)ヘラナデ (内 )ハケ
胴部】(外)タタキツ ケヽ (内 )ヘラケズリ

υ4-1鬱と 「J逼 2 上器 V標 氏 系 饗 (「尋)〕寇26 底部僅かに突出・

平坦
〔胴部】(外)夕タキ (内 )イタナデ

406 〕4-1優三
inj王

巨2 上器 爪生 甲 別

階 半

礁顎 重 (口 ,14.2

`罷

耳)チ耳3 9

口縁 部 立 上 り低 い l口 稼司
`】

(外)― (肉 ,一
【胴部】(外)ヘラナデ (内 )一

D4-1優こ 町道 2 土器 赤生中期
膝 と

台付土
選

(μ甲,1も 4
r荏雪ゝ

=日
1 呵

即百
`つ

雪開 きJaい [脚沖 】く/1・

'一
(四 ,一

〕4-1区 何道 2 上器 V様式系 密 (日 )18.4
rコ主ヽ 朔70

口縁部端丸い 〔口稼部】(外)― (内 )ヘフすデ(?,
「Я同獣】r猟 ″ヽヵ■ r肉、ノ 十々ギ

)4-1優こ 阿道 2 上器 弥生後期
～ 希 留

琳 (高 )現33 洞部直線的に立
rス

t胴部 】(外,ユビすア・ヘフすテ (困 ,一

〕4-1彊三 匝這 2 上器 三内 言了L`琳 (F尋 )現6.9 同部直線的に外
百

〔胴部】(外)― (内 )ヘラナデ

)4-1優こ 何道 2 上器 か生 甲 期

隆半

甕 日)34.0

高)現75
口縁郡端直立 口縁部】(外)ヘラナデ (内 )ヘラナデ

胴部】(外)ヘラナデ (内 )ヘラナデ
)4-1レ生 阿這 2 上器 杯生後翔 一電 口)14.8

忘Ⅲ環6A
口縁部外反 日縁部】(外)― (内 )ヘラナデ

)4-1区 r「l売三2 上器 F智 饗 (日 ,177
(高 )現 3.6

口縁部外反 口縁部】(外)― (内 )一
胴部1(外)― (内 )ヘラナデ(?)

〕4-1優三 1可 樋三2 上器 小生 後 翔 資 (日 )16.8

(高 )現 5.5

口稼部短く外反 口稼郡】(外)ユビナデ (内 )ユビナデ
胴部】(外)ヘラナデ (内 )ヘラナデ

)41区 河道2 士器 主内 霊 〔日,162
r甚

=ヽ

三日7A
ヨ縁 部 外 炭 Jaい 口稼部】(外)ヘラすデ (内 )ミガキ

胴部】(外)― (内 )イタナデ
)4-1匝三 町道 2 土器 主内系 弩 (高 )現3,7 メし瓜 °

半 理 穴 味 IB Fl司 も】く/1・

'グ

グキ °ヘ フア ア (四 ,ユ ヒア ア

Э4-1優三 町道 2 土器 V様式系 饗 (高 )現 132 祠部球形 【B「ltt Л(グト,ハグ・ググキ (四リイグアア

04-1優こ 可道 2 土器 V様式系 饗 (口 )16.6
(澪需)司己7_9

日縁部端丸い 日稼濁
`】

(外,ヘフナア (肉 )ヘフナア
胴歎 】rヵ、、″″キ r丙 ノヽ″十ギ

〕4-1彊E 何這 2 上器 V様式系 密 (F尋 )ヲ見4,0 甍部ほぼ平坦 〔胴部】(外)タタキ(内 )イタナデ

〕4-1区 ∬道 2 上器 荷留 系 甕 日

一島

202
現 3.1

口縁部端内側僅
ん、tr RPI[三至

口縁部】(外)ハケ・ヘラナデ (内 )ハタ
隔蔀】r猟、_r内Ⅲヘラルズけ

〕牛 1区 凰通 2 上器 土困 ～ れ

留

五 口

一局

16.0

ヨ巳14.3
亘 口縁 部 【口縁部】(外)― (内 )ヘラナデ

【胴部I(外 )ミガキ(内 )ヘラケズリ
422 )4-1鬱と laJ遅三2 土 器 杯生後期 〓望 (〒野)〕を4.2 狽封もlHヱ気 味・ 山

許

顕部】(外)― (内 )ユ ビナデ
隔蔀】r外Ⅲ_欲 Ⅲ_

423 引4-1匹 十Fl瓦三2 土 幣 か⊆ 甲 期

変半
篭 (日 )24.6

(高 )現42
口稼部短く外反 日縁部】(外)ユビナデ (内 )ユビナデ

胴部】(外)ヘラナデ(?)(内 )ヘラナデ
)4-1区 十pJ翼巨2 土 器 И 生ヽ 甲 翔

後半

一亜 (口 ,158
(高 )現50

日稼 樹S/1・ 反
°瑞 部

下 弔 出 十

日縁部】(外)― (内 )一
顕部】(外)八ラナデ(?)(内 )ヘラナデ(?)

,4-1鬱と 句遁 2 土器 切 生ヽ 使 期

～庄内

一亜 (「尋)コ琺93 綱樹も砲 颯 形 、喬 壁

享い 、い び つ

【胴部】(外)ヘラナデ (内 )イタナデ

)4-1口と
′
F」 貫目2 土器 堕内ス 篭 (日 )20.0

(=三 )コ見46
日縁部端僅かに
直立

〔日縁部】(外)ヘラナデ (内 )ヘラナデ
t胴部】(外)タタキ(内 )ヘラケズリ

427 〕4-1優I 町逼 2 土器 王 内 外 日)228
高)現 18.3

日縁部 内湾、胴部
改形

口縁部】(外)ミガキ (内 )ミ ガキ
胴部】(外 )ミガキ (内 )ミ ガキ

D4-l EE nl三亘3 上器 か生甲翔
中葉

童 (口 )22.6

(高 )現 11.1

髭 口状 口稼 部 口稼部 】(外)― (内 )一

〕4-1厖こ Π道3 上恭 郷生 後 別 一霊 (日 ,4.8

(高 )現 10.2

屍敗 重 口稼郡 】(外)ミガキ (内 )一

０
０



文様の特徴 焼成 内 外 実測図No 斯
率

備考 胎 土

埃部長羽状文 艮 好 2.5Y7/3 2.5Y7/3 )4--141 代 昆石、石栗、チャート、酸化赤粒、日
色粒子

〕フテF可箆互子し 艮 好 10YR7/3 10YR7/3 )4--75 B 民石 、石栗 、チャー ト、クサツ礫 、酸化
未汁

艮 好 2.5Y4/1 2.5Y4/2 )4--22 B 民石 、角閃石 、自色粒 子

民 好 10YR7/4 :5Y7/3 )4--94 代 長石、テャート、クサツ礫、酸化赤種、
白色粒子

民 好 10YR7/2 10YR7/2 )4--6 代 貢 伯 、狛 央 、芸 苺 、日 包 杜 十

罠好 2.5YR6/8 ユ.5YR6/8 )4--173 D 毀化 赤 種 、黒 色 粒 子 、口色 紅 予

日縁部凹線文 やや良好 2.5Y6/2 I.5YR7/6
'4-4υ

代 長石、チャート、酸化赤粒、白色粒子

良好 10YR6/4 10YR6/4 〕4--110 ヽ 太相 糸 長狛 、テ ヤー ト、クサ ツ傑

良好 10YR7/4 25Y7/4 〕4-135 3 胴部外面煤付着 長石、チャート、酸化赤粒、白色粒子

貝好 10YR6/3 2.5Y6/2 )4-109 ヘ 角閃石、黒色粒子、白色粒子

R好 2.5Y6/2 2 5YR7/6 )4--53 ヽ 同部内面炭化物
等著

長石、チャート、白色粒子

R好 2.5Y7/3 2.5Y7/3 )4-123 A 長石、チャー ト、黒色粒子、白色粒子

門 部 竹 管 文 R好 10YR5/3 10YR5/3 )4-108 A 生剛西麗系 クサリ礫、角閃石、自色粒子

民好 2.5Y7/2 5YR7/6 〕4-150 B 民石、チャー ト、酸化赤粒

貝好 ;YR6/6 5YR7/6 )4-… 101 へ 映 1ヒ亦 柾 、 日 色 柾 可

R好 ;YR6/6 .bXヽ6/6 )4--126 B 昆石 、石英 、チャー ト、クサツ礫 、口色

舷子

貝好 10YR7/ 10YR7/8 )4-103 A ね央、酸 4ヒ亦柾 、黒包柾十、日包租

子

やや良好 5YR7/6 「 5YR7/4 )4--171 代 白央 、酸 1七 亦 柾 、黒 巳 柾 す 、日 巴 杷

子

駐好 7.5YR7/4 .5YR7/4 )4--104 民石 、テ ャー ト、クサ ツ操 、駿 4ヒ亦 種 、
白為 業↓早

良好 10YR6/4 10YR6/3 Э4--102 罠石、石英、チャート、黒色粒子、白
劣*予旱

艮好 7 5YR7/4 10YR7/4 94--137 3 長石、チャート、クサノ礫、酸化赤粒、
白 荏 締 子

民好 25Y7/4 2.5Y7/2 〕4-138 ヽ 長石、クサリ礫、白色粒子

民好 5Y6/1 7 5YR7/4 )4--131 B 民石、雲母、酸化赤粒、黒色粒子、
白 魯 締 年

民好 5YR6/6 7 5YR7/4 )4--46 B 昆石 、黒色粒 子、白色粒子

R好 ぢ.bY6/Z 10YR7/3 )4--47 A 昆石 、チ ャー ト、クサ ノ礫 、黒 色 粒 子 、

白魯 紺 平

罠好 bYb/Z 2.5Y4/2 )4-11 へ 踊閃石、黒色粒子、自色粒子

R好 5Y6/1 「.5YR7/4 )4--45 B 魔れ 、ナヤー ト、グアツ慄 、日色柾十

ぐヾ 小 艮 「5YR6/4 5YR6/6 )4-51 へ 駿化赤粒 、自色粒子

やや良好 「.5YR7/6 10YR7/3 )4-48 へ 員 れ 、クア ツ保 、日 包 柾 十

口縁部凹線文 良好 [OYR7/2 10YR7/3 ,4-― bも 代 チャート、酸イヒ赤粒、口色粒子

良好 ア.5YR6/4 5YR7/4 ,4-― υtj 長 れ 、ア ヤ
~卜

、酸 4ヒ亦 柾 、日 巳 租 十

良好 2.5Y7/2 5Y7/2 )4--145 ヽ 用 閃 れ 、芸 博 、日 包 訂 十

良好 5YR7/6 ,YR7/6 )4--124 3 長 れ 、狛 央 、酸 4ヒ亦 柾 、日 包 杜 十

やや良好 7.5YR7/4 tOYR7/4 〕4--152 ヽ 長 れ 、狛 央 、駿 16亦柾 、日 t■杜 十

やや良好 7 5YR7/4 2.5YR6/6 ,4--lZV A rH央、クアツ傑 、駿化亦租 、日毬秘 十

実測遺物観察表 (11)
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此 調査区 遺構 種別 時期・系統 器 種 法 量 器形の特徴 整。成形の特徴

430 )4-1優こ 句逼 3 土 器 か生甲別
陵半

含付 土

器

脚

一島

13.2

現 11.3

Hl静 入 の 、脚 淵
`踊萱立気味

【杯部】(外)ミガキ(内 )ミガキ
【胴部】(外 )ミ ガキ(内)ヘラナデ

)4-1優こ 河道3 土器 V標 式 糸 篭 i口

(高

25.0

現 153
口稼部端丸い 【口稼部】(外)ユビナデ (内 )ヘラナテ

【胴部】(外)タタキ(内 )ヘラナデ
)4-1匠こ 町道 3 士器 V様 式 糸 篭 口

高

160
J記23_7

阿部 球 形 [口 縁部】(外)ヘラナテ (内 )ヘラナテ
【胴部】(外)タタキ(内 )イタナデツ ケヽ

438 )牛 1区 町道 3 上器 V様式系 饗 日 14.2
朔 氏 資

1口罰
`張

り辱身い 〔口稼部】(外 ,ハク(内 )ユビナデ
【月同部】(外)タタキ(内 )ハケ

)4-1優こ 町道 3 上器 弥生後期
～ 庫 肉

琳 √屯,り冦54 ]口部 内 販 味 胴 司Sよ外 ,ヘフア ア 州ヽ )ヘフア ア

)4-1匠【 町道 3 上器 小生後期
一 庫 内

琳 (高 )現 3.3 医部 茂 い 輪 状 台 月同部】(外,ダダキ (内 )イダナテ

)4-lDこ T道3 上器 匡 内 螢 (日 )27,2
rE=ヽ と日4,

口縁部端直立 口稼部 】(外,ヘフナア (内 ,ヘラナデ

)牛 1区 町道 3 士器 布留 琳 (口 )22.0
r言、岬

胴都球形化 口縁コも】(外)ハク (肉 ,ハク
胴都 I`外Ⅲハケ (内Ⅲハケ

)4-1匝三 町通 3 上器 弥 生 蓋 (つ日)140
r再葺ゝ 氏0

桐部「ハ」宇状に
調で

【惧部 】(外,ユビすア (困 ,ユビすア
【隅獣 】r択、ヘラ十ギ r内 ハヽル

)4-1彊三 可這 3 上器 弥生後期 翌 (口 )16.9

(高 )現 5.6

日縁部端上下僅
ん、と
「

率 出 十

【口縁部】(外)ユビナデ・ミガキ(内 )ユビナデ・ミガキ

ひ4-1優至 可逼 3 上器 V様式 系 霊 (日 )19,0

(高 )現72
口縁部端丸い 【口縁部】(外)ヘラナデ・ユビオサエ(内 )ヘラナデ

【胴部】(外)タタキ(内)イタナデ
〕4-1鬱と 可道 3 上器 V標 式 系 疑 日)15.8

高)現4,7

口縁部端丸い 日縁部】(外)ヘラナデ (内 )ヘラナデ
丹同部】(外)タタキ (内)イタナデ

442 〕4-1レと lpl逼 3 上器 V標 式 系 篭 口)13.0

高)現 5.6

!Π封もぅ長り9身 い 口縁部】(外)ヘラナデ (内 )ヘラナデ
月同部】(外)タタキ(内)イタナデ

〕4-1優こ 十可更三3 上器 V標 式 系 篭 (滑三)つ魅5.5 J｀型品、ほ部半理 【胴部】(外)タタキ(内)イタナデ

'4-1鬱

と rnJ廷三3 土 器 V標 氏 承 篭 i戸吾)〕寇34 匿部優かに突出 【月同部】(外)夕タキ (内 )イタナデ

〕4-1優こ 阿道3 土 恭 V標 氏 糸 資 (F弓 )勇2,9 医部僅かに突出・

平坦
〔月H部】(タト)タタキ (内)イタナデ

446 )4-1優こ 河道3 土器 主内系 饗 日

菖

15.6
調 Rl

口縁部引前≧かに
直立

口稼部 】(外)ヘラすテ (内 )ヘフナデ

)4-1優E 河道 3 土器 淋生後期 霊 日
盲

23.2
報 R∩

日稼 部 端 上 卜張
出十

口稼部】(外)ユビすテ (内 )ヘラナテ
R同純1(外Ⅲミガキ r内 )ュビナデ・ュビオサェ

)4-1区 町道 3 土器 V様式系 甕 口
菖

12.8

チロCJ n

胴部球形 口稼部 J(外,ヘフナテ (困 ,ヘフすテ
隔欺 Ir猟 右ヽ下n″々■ r内、ノヵ十ギ

)4-1匝こ 町道 3 土器 V様式系 密 1高 )現 6.5 医部平坦 胴部】(外)タタキ (内 )ハケ

Э牛 1区 )75竪穴リ
置構

上器 小生 中期

墜半
琳 日

一局

30.2

コ見9,3
罰部やや球形 口縁部】(外)― (内 )一

隔獣】r猟、_r内Ⅲ_
451 D4-1優こ )75竪八リ

置構
上器 土円 ～ 4H

暫

鉢 日)12.1

高)現 3.0

口縁部内湾 口縁部】(外)ユビナデ (内 )ユビナデ
Л同部1(外 )一―(内 )ミガキ

〕4-1鬱と リ八曜
構

渾

五
巨

土器 V様 式 系 篭 口
一島

・
４

‐４

‐６

現

桐部球形 口縁部】(外)ユビナデ (内 )ユビナデ
月同部】(外)タタキ(内)イタナデ

〕4-1鬱と Э75壁仄リ
遺構

上器 王内 系 篭 口
一局

168
現8 2

口縁 部 直 立 【口縁部】(外)ヘラナデ (内 )イタナデ

〕牛 1区 D80看尋 上器 碩 留 壺 日

一島

15 2

つ記10.2
巨日稼郡 【口縁部】(外)ヘラナデ (内 )ヘラナデ

【胴部】(外)― (内 )ユビナデ
,午l匹 D80預専 土 器 郷生 甲別

終半
局 杯 杯

一島

30.4

コ巳4.5

日稼部内面肥厚 [口 稼部】(外)ユビナデ (内 )ユビナデ
【胴部】(外)ヘラナデ (内 )ヘラナデ

)4-1優こ 〕80百尊 土 恭 郷 生 甲 剰

後 半

篭 口
一局

30.2

現58
日縁部僅か |こ月巴
匡

〔口縁部】(外)ヘヲナデ (内 )ヘラナデ
【胴部】(外)ヘラナデ (内 )ヘラナデ

)4-1優こ 〕80指軍 土器 旺 困 島称 、烏 )塊 ll.1 荷 撲 高 杯 ¬ヽ司もJ(外ブー (四 ,ヘフアア
脚部】(外)― (内 )一

458 )4-1優こ D80溝 土器 祢生中期
餡 望

甕 日

意

ll.7
ヨ訂氏4

口縁罰
`端

上 卜張
出す

口縁部】(71・ ,ユビすデ (内 ,ユビすテ
胴部1(外)ハケ(内 )ヘラナデ

)4-1区 〕80常写 士器 V様式系 甕 (日 )182
rだ

=ゝ
至日なな

日稼 部 端 九 い 口縁部】(外)ヘラすテ (内 ,ヘフナテ
胴部】(外)タタキ(内 )イタナデ

)4-1匝こ )80君写 土器 V様式系 密 (高 )現2.6 畷部僅かに突出・

耳ニナR
【月同部】(タト)タタキ(内)イタナデ

〕牛 1区 長方形土
常 避

土器 な生 中期
胎半

葛杯 (杯 )15.2
r菖 朔ヽ4∩

応部内湾 【朴部】(外)― (内 )ヘフすテ

)4-lC三 長方形土
常 雄

土器 小生後期 葛杯 (高 )現75 即濁
`F■

状 称部】(外)― (内 )一
Hm獣 lr猟 _ゝr肉 _ゝ

)4-1じこ 長方形土
片 雄

土器 市留 葛杯 (脚 )92
rだ雪、ェロA7

即部裾内湾気味 【脚司
`】

(外 )ミガキ。ユビすデ (困 ,ヘフナテ

)4-1優こ 昆方形土

眈群

眩器 近世後期 流 口

富
10.4
幻 R,

輌部内湾 【胴部】(外)染付 (内 )一
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文様の特徴 焼成 内 外 実測図血
娠 仔

率
備 考 胎 上

6方向透孔 盛好 2.5Y7/2 :5Y7/2 Э4-167 伯 央 、陵 4七亦 紅 、黒 包 柾 十 、日也 租

子

口唇部刻 目 良好 テY民6/4 .5YR7/4 04--38 民石 、チャー ト、酸化赤粒

良好 10YR7/2 10YR7/2 〕4-132 阿部 外 向環 付 看 長 石 、テ ャー ト、酸 化 赤 粒 、国色 柾 子

良好 10YR7/2 7.5YR6/2 〕4--65 胴コ
`外

向爆 付 看 長 石 、テ ャー ト、酸 化 亦 粒

民好 「5YR6/3 7.5YR7/2 〕4-55 角 閃 石 、酸 化 赤 種 、日色 柾 子

民好 ;YR7/3 7.5YR7/2 ,4--66 A テヤー ト、酸 化 赤 種

R好 10YR5/3 10YR5/8 )4-39 A 角閃石、白色粒子

R好 10YR7/3 10YR7/1 )4--63 B 長石、クサノ礫、酸化赤粒

罠好 2.5Y7/2 10YR7/2 )4--128 D 民石、チャート、クサリ礫、酸化赤粒

民好 10YR7/3 10YR7/3 )4--82 A 民石、石英、雲母、酸化赤粒

貝好 25Y7/1 J.5Y6/2 )4--56 B 昆石、チャート、角閃石 、自色粒子

貝好 25Y6/2 10YR7/2 )4--86 A 有央 、露 4ヒ亦 柾 、黒 包 柾 十 、日 包 柾

子

R女子 Z bYr/Z 2.5Y7/2 )4-85 B 民石、酸化赤粒 、黒色粒子

良好 7 5YR7/4 10YR6/2 )4-140 3 氏石、クサツ礫 、酸化赤粒 、日色粒子

良好 ど,5Y6/2 25Y6/6 J4-― も3 代 員 れ 、狛 央 、酸 1こ亦 杜 、黒 t■柾 す 、

白色粒子

良好 10YR6/3 10YR6/2 〕4--61 代 長石 、チ ャー ト、日色 種 子

良好 10YR8/2 10YR7/3 D4-148 ヽ チャート、酸化赤粒、白色粒子

良好 10YR7/4 10YR7/4 )4-139 3 長石、クサリ礫、白色粒子

艮好 10YR7/3 5YR6/4 〕4-144 3 大和系 昆石 、チ ャー ト、クサ リ礫 、酸 化 赤 粒 、

白魯 器″子

艮 好 25Y7/3 7.5YR7/4 〕4--99 B クサツ礫 、酸化赤粒 、自色粒子

やや 艮好 ;YR6/6 5YR6/4 )4-154 A 民石 、チャー ト、酸化赤粒

民 好 10YR7/3 10YR7/3 )4-156 B 罠石 、酸化赤粒 、臼色粒子

R好 10YR7/3 ,5YR7/4 )4-174 B 長 石 、石 天 、LFerと 赤 粒 、日色 粒 子

良好 10YR5/3 10YR5/3 Э4--153 代 長 れ 、勾 閃 れ 、駿 4ヒ亦 秘 、日 巴 秘 す

良好 10YR7/4 10YR7/4 Э4-175 代 長 石 、石 英 、テ ヤー ト、酸 4ヒ赤 種

不部凹繰文 貝好 7.5YR7/6 10YR7/6 D4--74 長石、石英、チャート、酸化赤粒

罠好 10YR7/3 10YR7/8 〕4-106 B 長石、石英、クサリ礫、酸化赤粒、自
魯 対 子

やや 不長 7 5YR6/4 ア.5YR6/6 〕4--73 B 長石、石英、チャート、酸化赤粒

貝好 10YR7/3 7.5YR7/4 )4-105 B 昆石、クサリ礫、酸化赤粒、黒色粒子

壁好 10YR7/2 7 5YR6/4 )4--64 A 口縁郡外面煤付
着

民石、チャート、白色粒子

職好 10YR7/3 2.5Y6/8 )4--62 A 民石、チャー ト、臼色粒子

那部 凹 繰 ズ 罠好 10YR7/4 5Y4/1 )4-89 A 石英、黒色粒子 、臼色粒子

艮 好 「 5YR6/6 7.5YR6/6 〕4--157 A 昆石 、黒色粒子 、自色粒子

艮 好 [OYR6/4 10YR7/4 )4-100 B 石英、クサツ礫、酸化赤粗、黒色粒
子、白色粒子

艮 好 10Y7/1 10Y7/1 )4--57 B

実測遺物観察表 (12)

187



No 調査区 遺構 種別 時期。系統 器種 法 量 器形の特徴 整・成形の特徴

D4-1レと )22二 Lウ正 見 器 兼 倉 兎 (√考,況0,9 焉含 脆 弱 化 【胴部】(外 )― (内 )一

Э4-1鬱生 〕23二Lウ元 ほ 器 吐世 甲業 売 (高)現 3.1 勇含 島 ψ 【胴部】(外)染付く内)染付

D4-1鬱と 〕25二Lち厄 土器 亦生中期
餡 望

琳 (日 )292
rF=ゝ ,日 AR

尉占付 日稼 部 日縁部】(外)ユビナデ (肉 )ユビナデ
胴部1(外)― (内 )ヘラナデ

D4-1優E 〕25上坑 陶器 近世 tT明皿 口

菖
7.0

1日 1 4

浅く内湾 口縁部】(外 )施釉 (内 )施和
胴部1(外)施釉 (内 )施釉

)4-1匠至 〕49土坂 勾器 工代 蓋 つ日)16.2
F軍 チヽ耳,4

θ電立` 【胴部】(外)施榊 (内 )施和

D4-1匝こ 〕49土坑 士器 近代 魔 日

高

12 2

デ耳R9
桐部内湾弱し 口縁部】(外 )染付

胴部】(外)染付

D4-1優至 〕49土抗 眩 器 こ代 工 日

一局

9,9

現 1.5

胴部内湾 〔口稼部】(内 )染付
【胴部】(内 )染付

)4-1優至 〕73土坑 土器 荷督 系 密 日

一局

15,0

〕見62
日稼部端内IRl僅

かとこ月巴)享

〔日稼部】(外)ユビすデく肉,ユビナデ
【胴部】(外)― (内)イタナデ(?)

D4-1優こ 一 柏 土 器 /Th征 甲 期

螢 半

〓ェ 日

一局

18.0

現 5.2

日稼部端匡立、口

像部外反強

口縁部】(外 )ユビすデ (困 ,ユビすテ
胴部】(外 )ヘラナデ (内 )ヘラナデ・ユビオサエ

04-1優こ 一 語 土 器 術 習 一ェ 口

芭
90
報 とR

口縁 部 短 く外 炭 口縁部】(外 )ユビナデ (内 )ミガキ
月同部1(外Ⅲミガキ

`内

)ュビオサェ

D4-112■ 一 栢 土 器 雨 留 一望 日

菖

10.4
王日1氏 A

宜 口穆韓部 口縁部】(外 )ミ ガキ (内 )ミ ガキ
胴部1(外 )ミ ガキ (内 )ハケ

〕3-2鬱ζ ~拒
土器 健 X後 別 主 口土

遅
(高 )現56 区 日 【注目郡】(外 )ヘラナデ (内 )ユビナデ

D32区 一 猶 土器 健文晩期 浅鉢 (高 )現4.3 亘線的に立上る 【口縁部】(外)― (内 )一

504 〕牛 2区 Π道 1 土器 隠文後期
修 半 ～ 齢

浅鉢 口

菖
40.2

チ耳AR
口縁部内湾 【口縁部】(外)巻貝条反 (内 )巻貝条反

【胴部】(外 )― (内 )一

〕4-2層こ 阿道 1 土器 隠文後期
隆半～晩

際鉢 t高 )現 13,4 胴部 】(外)ヘラナデ (?)(内 )ヘラナデ (?)

〕3-2優こ NR001 上器 健文晩期

隆半

腕鉢 口

一品

43.8

可琺8.8

口縁部巨立 〔日縁部】(外)ユビすデ (内 )ミガキ
【胴部】(外)ハケ(内 )ミガキ
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文様の特徴 焼成 内 外 実測図No
残存
率 備考 胎 土

民好 5Y5/1 ,Y5/1 )4--155 へ チャート、白色粒子

民好 )4-159 3

胴部廉状文 民好 7.5YR7/4 ;YR7/6 )4--120 ヽ 昆石、クサリ礫 、酸化赤粒 、黒色粒子

R好 7.5YR5/3 '5YR5/3 )4--158 ヽ

R好 5Y8/1 ,Y8/0 D4--67 3

R好 04--71 3

罠好 5B7/1 7.5GY8/1 D4--68 B 躙版転与

貝好 10YR6/4 10YR6/2 〕4--29 A 魔れ 、日 t種 考

R好 10YR3/3 「.5YR7/4 D4-30 A 監れ 、駿 1ヒ亦 柾 、日 色 紅 十

R好 25Y7/2
'4-bυ

代 睫れ、グアツ傑 、酸化亦租

駐好 10YR7/3 ].5Y6/1 ,4-10υ 長石、石夷、テャー ト、腰化 亦柾

番貝刺突、沈線文 良好 25Y7/2 OYR7/2 )3-― Z3V 代 長石、石英、酸化赤粒、白色粒子

口縁部内面沈線 襲好 10YR4/2 10YR4/2 ジb一 二もも へ 角閃石、雲母、白色粒子

貝好 ;Y5/1 5Y5/1 )4--160 代 白色粒子

桐部 凹線文 R好 :5Y7/3 10YR5/2 )4--161 へ 長石、石英、白色粒子

貝好 10YR6/3 10YR6/2 )3--157 B 民石、チャート、白色粒子

実測遺物観察表 (13)
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